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世界の街から アフリカ大陸最西端の街・ダカールアフリカ大陸最西端の街・ダカール
〜セネガル〜セネガル

　

セ
ネ
ガ
ル
の
首
都
ダ
カ
ー
ル
は
ア
フ
リ
カ
大

陸
の
最
西
端
、
大
西
洋
に
つ
き
で
た
カ
ッ
プ
・

ヴ
ェ
ー
ル
（
緑
の
岬
）
に
位
置
す
る
。
ダ
カ
ー

ル
の
名
は
、「
そ
こ
に
住
む
者
に
は
平
和
が
お
と

ず
れ
る
」「
逃
れ
る
土
地
」
を
意
味
す
る
現
地
語

が
フ
ラ
ン
ス
語
に
訛
っ
た
と
さ
れ
る
。
元
々
は

小
さ
な
漁
村
で
あ
っ
た
が
、
15
世
紀
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
が
到
達
し
て
以
後
、
交
易
拠
点
と
し
て

発
展
し
た
の
は
、
岬
の
半
島
部
と
い
う
地
の
利

が
良
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
17
世
紀
に
な
る

と
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
フ
ラ
ン

ス
が
進
出
し
、
１
８
１
５
年
に
植
民
地
支
配
を

開
始
す
る
と
、
ダ
カ
ー
ル
港
や
鉄
道
を
建
設
し
、

都
市
が
発
展
し
て
い
っ
た
。
１
９
０
２
年
に
は

フ
ラ
ン
ス
領
西
ア
フ
リ
カ
（
Ａ
Ｏ
Ｆ
）
の
首
都

が
サ
ン
＝
ル
イ
か
ら
ダ
カ
ー
ル
に
移
さ
れ
、
植

民
地
支
配
の
拠
点
と
な
っ
た
。

シェイク・アンタ・ジョップ大学
キャンパスの広場を歩く学生たち
　ダカールは、西アフリカにおけ
る商業・政治の中心地であるとと
もに、シェイク・アンタ・ジョッ
プ大学や様々な博物館、巨大な現
代的建造物にみられるように、文
化と教育の中心でもある。シェ
イク・アンタ・ジョップ大学は、
1957年にフランスの植民地支配
下で総合大学として設立され、フ
ランスから独立後のセネガルを率
いた知識人であり政治家でもあっ
たシェイク・アンタ・ジョップに
ちなんで1988年にダカール大学
から改名された。



赤色がカラフルなダカール駅　19世紀には内陸のマリのバ
マコとダカールを結ぶ鉄道の終着駅であった。現在は、ダカー
ル近郊を結ぶ通勤電車（左写真）の駅として、2021年にリ
ニューアルされた。

ダカールの街でひときわ目立つアフリカ・ルネッサンスの像　高さ50メートルの像は、セネガル共和国独立50
周年を記念して、北朝鮮の協力によって建設された。男性と女性、子供の三人一家が空を見上げる形をしていて、
アフリカが人種差別から解放された長かった歴史を象徴しているそうだ。



植民地時代に建てられたアラブ風のケルメル市場　駅から遠くない町の中心地には、ダカールと旧フランス領西
アフリカで最も古く1862年に建設されたケルメル市場がある。野菜や肉、魚、スパイス、民芸品など、様々な品
物を売っているが、とくに目立つのが米売り場。セネガルの都市住民は米を主食とする。しかし、米の自給率は
約40%で、タイなど海外からの輸入に頼っていて、市場で売っている米もタイ米、ベトナム米の破砕米であった。

市場で売られているタイ米の破砕米　砕けて割れた米
で、1950年代に仏領インドシナらから植民地セネガル
に、安価な砕けた「くず米」をフランスが導入したこと
に由来する。この米は、セネガル料理に合うように工夫
され、現在では破砕米の方が好まれるようになった。

セネガルの国民食・魚の炊き込みご飯「チェブジェ
ン」　国民食のチェブジェン（ウォロフ語でチェブは
ご飯、ジェンは魚）や、チェブヤップ（ヤップは肉）ヤッ
サ・プレ（ウォロフ語でヤッサは玉ねぎ料理、プレ
はフランス語で鶏）などには、破砕米が欠かせない。



ダカールから船で20分のゴレ島　ダカールの
歴史を語るうえで欠かせないのが、ダカールの
沖合に浮かぶ小さなゴレ島である。ゴレ島は、
ピンクやイエローのカラフルな植民地時代の
建物とブーゲンビリアが印象的な街並みだが、
17世紀から19世紀まで、ゴレ島は内陸部から
送られてくる奴隷を「出荷」する拠点であった。
人類が犯した過ちを記憶にとどめるユネスコの
「負の世界遺産」に1978年に登録された。

ゴレ島の桟橋を歩く地元の女性　ダカールの
人々の装いは、色鮮やかだ。

「奴隷の館」でゴレ島
の歴史を語るガイドの
話に聞き入る観光客　
ゴレ島の中で、特に有
名なのが「奴隷の家」
である。その一階に
は、船の出航をまつ奴
隷たちが収容されてい
た小さな部屋が並んで
いる。奴隷は選別され
て船に運び込まれ、ア
メリカ大陸やカリブ海
の島々へ運ばれた。



都市の緑 3 表彰  第 44 回「緑の都市賞」第一生命財団賞

化女沼 2000 本桜の会
宮城県大崎市

化女沼ダム湖畔の桜　
東北の桜は開花が遅
い。訪問した4月上旬、
多くの桜は、まだ五分
咲きくらいだった。

緑と暮らす

【第7回】

　
宮
城
県
の
穀
倉
地
帯
・
大
崎
市
。
中
心
地
の
住
宅
街

を
囲
む
よ
う
に
水
田
地
帯
が
広
が
る
。
そ
の
平
野
の
北

端
の
丘
陵
地
に
化け

女じ
ょ

沼ぬ
ま

ダ
ム
湖
が
あ
る
。
化
女
沼
は
、

丘
陵
地
帯
の
湧
水
で
生
ま
れ
た
自
然
湖
だ
っ
た
が
、
農

業
用
水
の
安
定
確
保
な
ど
を
目
的
に
、
１
９
９
６
年
に

ダ
ム
が
完
成
し
、
周
辺
に
は
公
園
を
整
備
し
た
。

　
こ
の
化
女
沼
ダ
ム
湖
畔
と
そ
の
周
辺
を
拠
点
に
活
動

す
る
団
体
「
化
女
沼
２
０
０
０
本
桜
の
会
」
が
、
２
０

２
４
年
10
月
、
公
益
財
団
法
人
都
市
緑
化
機
構
主
催
の

「
緑
の
都
市
賞
」（
特
別
協
賛
・
一
般
財
団
法
人
第
一
生

命
財
団
）
の
第
一
生
命
財
団
賞
を
受
賞
し
た
。

　

同
会
は
、
西
暦
２
０
０
０
年
を
記
念
し
て
、「
未
来

の
子
ど
も
た
ち
に
桜
の
名
所
を
残
し
た
い
」と
発
足
し
、

桜
の
植
樹
や
維
持
管
理
、
清
掃
活
動
な
ど
を
続
け
、
今

年
で
25
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
５
万
坪
を
超
え
る
敷
地

に
こ
れ
ま
で
に
市
民
の
手
で
３
０
０
０
本
以
上
の
桜
を

植
え
て
き
た
。桜
の
花
を
長
い
期
間
楽
し
め
る
よ
う
に
、

開
花
時
期
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
桜
を
植
え
て

い
る
の
が
特
徴
だ
。
今
で
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
訪
れ
る
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、「
化

女
沼
の
桜
で
未
来
の
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を
‼
」
の

理
念
の
も
と
［
心
の
復
興
３
ヶ
年
計
画
］
を
企
画
し
、

地
域
の
小
学
生
や
園
児
た
ち
と
共
に
３
年
に
わ
た
っ
て

桜
の
植
樹
を
行
い
、
震
災
に
よ
る
犠
牲
者
の
追
悼
も

行
っ
た
。
そ
の
後
も
、
犠
牲
者
を
悼
み
、
３
月
11
日
に

桜
を
植
え
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。



ヨウコウザクラ（陽光桜）　2016年、大崎市誕生10周年を記念し、「桜」を大崎市の木として制定。翌年、その
制定を祝って、ヨウコウザクラ20本を化女沼ダム湖畔に植えた。ピンク色の花が咲くのが特徴の早咲きの桜。

桜の植樹をする市民たち　希望者を募り、下草刈り、
ツタの除去、追肥などの環境整備活動や、ゴミ拾い、
不法投棄物の撤去などの清掃活動、植樹活動などを
行っている。写真は、桜の若木を植えているところ。

桜につけられた名札　桜の木一つひとつに植樹に参
加した人の名前をつけることで、植えた桜に愛着を
持ってもらう工夫だ。毎年満開の時期に植えた桜を見
に来る人もいるそうだ。



清掃活動を行うボランティア　会員と共に、多くの市
民やボランティア、企業、団体が参加し、桜を観賞し
ながら、化女沼ダム湖周辺の駐車場、周遊道路、桜の
植栽地のゴミ拾いを行っている。

活動後に桜を愛でながら昼食　お昼ご飯は、活動に参加した会員たちが、和やかに交流する機会になっている。



桜を植える子どもたち　2011年に起きた東日本大震災後、「化女沼の桜で未来の子供たちに夢と希望を‼」との
思いから、［心の復興３ヶ年計画］を企画。2012年から3年に渡って、地域の小学生や園児たちと共に犠牲者の
冥福を祈り、桜を植えた（2012年「鎮魂の桜」60本、2013年「希望の桜」100本、2014年「夢の桜」50本）。
植樹から10年以上が経った今では、お花見が楽しめるほどに生長した。

化女沼ダム湖　丘陵地帯の湧水で生まれた自然湖で、周囲が約4㎞ある。その名前は、美しい娘が沼の水を鏡に
して化粧をしたという「化粧沼伝説」や、ある娘が蛇を産み沼に身を投げ、そこから機織りの音が聞こえるとい
う「照

てる

夜
や

姫
ひめ

伝説」に由来し、そこから化女沼と言われるようになったという。
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10

◆◆
巻
頭
エ
ッ
セ
ー

一
〇
〇
年
後
の
地
方
に
つ
い
て
の
予
言

梅
﨑
昌
裕

う
め
ざ
き　

ま
さ
ひ
ろ
／
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科 

教
授
／
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
編
集
委
員

　

中
国
大
陸
の
南
側
、
香
港
と
ベ
ト
ナ
ム
の
中
間
あ
た
り
に
、
ち
ょ
う
ど
九
州
く
ら
い
の
大
き
さ
の
海
南
島
と
い
う
場
所

が
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
頃
に
、
そ
の
島
の
内
陸
部
に
居
住
す
る
犂リ

ー

と
よ
ば
れ
る
少
数
民
族
の
村
で
住
み
込
み
の
調
査
を
し

た
。
当
時
、
海
南
島
の
内
陸
部
は
中
国
の
な
か
で
は
相
対
的
に
開
発
の
遅
れ
た
地
域
で
あ
り
、
犂
の
人
々
は
水
田
で
収
穫

す
る
米
と
水
田
に
生
え
る
可
食
雑
草
、
カ
ニ
や
エ
ビ
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
な
ど
水
田
で
獲
れ
る
小
動
物
、
村
の
周
り
に
生

息
す
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
。
現
金
収
入
源
は
、
野
生
の
お
茶
、
バ
ナ
ナ
な
ど
に
限
ら
れ
て

い
た
。
村
に
一
台
し
か
な
い
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
上
海
や
北
京
の
華
や
か
な
生
活
を
み
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
生
活

が
そ
れ
と
い
か
に
か
け
離
れ
て
い
る
か
を
嘆
く
の
が
人
々
の
日
常
で
あ
っ
た
。
私
か
ら
み
れ
ば
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
、

平
和
で
不
自
由
の
な
い
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
が
、
村
の
人
は
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
生
活
か
ら
脱
却

す
る
き
っ
か
け
を
み
つ
け
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

　

研
究
の
一
環
で
犂
の
人
々
の
昔
の
様
子
を
報
告
し
た
文
献
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
人
探
検
家
と
日
本
人
研
究
者
の

本
が
み
つ
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
戦
前
の
話
で
あ
り
、
中
国
が
経
験
し
た
戦
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
（
た
と
え
ば
人
民
公
社



11　巻頭エッセー

に
よ
る
集
団
経
営
）
を
経
験
す
る
前
の
犂
の
人
々
の
生
活
─
─
地
主
が
い
て
、
大
き
な
鹿
を
狩
猟
し
、
盛
ん
に
焼
畑
を
行

う
な
ど
─
─
を
窺
い
知
る
こ
と
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
一
番
驚
い
た
の
は
、
こ
の
山
奥
の
地
域
が
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
活
動

の
中
心
だ
っ
た
と
い
う
記
述
で
あ
っ
た
。
当
時
は
立
派
な
材
木
や
漢
方
薬
の
材
料
に
な
る
野
生
植
物
は
大
変
高
価
な
も
の

で
、
そ
れ
を
買
い
付
け
る
た
め
の
商
人
だ
け
で
な
く
、
現
金
収
入
の
あ
る
村
人
を
対
象
に
し
た
物
売
り
も
頻
繁
に
訪
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
山
奥
に
住
む
こ
と
に
は
経
済
的
な
合
理
性
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

い
ま
や
中
国
で
も
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
、
工
業
的
に
生
産
さ
れ
た
材
料
で
作
ら
れ
て
お
り
、
建
材

と
し
て
の
木
材
の
重
要
性
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
漢
方
薬
は
い
ま
だ
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
医
療
現
場
に

お
け
る
治
療
で
は
化
学
的
に
合
成
さ
れ
た
薬
の
方
が
圧
倒
的
に
重
要
で
あ
る
。
犂
の
人
々
が
ど
う
し
て
そ
ん
な
山
奥
に
暮

ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
し
て
ど
う
し
て
い
ま
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
生
活
を
送
り
、
そ
れ
を
嘆
い
て
い
る
の
か
、

そ
の
歴
史
的
な
背
景
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
日
本
の
地
方
に
住
む
人
々
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。
一
〇
〇
年
単
位
で
考
え
れ
ば
、

現
在
、
離
島
あ
る
い
は
中
山
間
地
域
と
よ
ば
れ
る
場
所
は
か
つ
て
第
二
次
産
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
私
が

子
ど
も
の
頃
を
過
ご
し
た
五
島
列
島
は
捕
鯨
で
潤
っ
た
場
所
で
あ
る
。
当
時
、
鯨
油
は
燃
料
、
機
械
油
、
石
鹸
、
化
粧
品

な
ど
の
主
た
る
材
料
で
あ
り
、
歯
や
骨
も
さ
ま
ざ
ま
な
日
用
品
に
加
工
さ
れ
て
い
た
。
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
従
業
員
が
い

る
大
き
な
網
元
が
い
く
つ
も
あ
り
、
捕
鯨
に
か
か
わ
る
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
第
三
次
産
業
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
い
ま
で

は
人
口
が
数
十
人
に
ま
で
減
少
し
た
五
島
の
二
次
離
島
に
は
、
か
つ
て
映
画
館
や
旅
館
、
飲
食
店
、
捕
鯨
船
の
修
理
工
場

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
働
き
に
き
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
鯨
油
の
役

割
は
石
油
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
、
日
用
品
も
ほ
か
の
材
料
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

単
純
化
し
て
い
え
ば
、
日
本
の
地
方
の
直
面
す
る
人
口
減
少
と
い
う
問
題
は
、
こ
の
一
〇
〇
年
で
第
二
次
産
業
の
中
心
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が
地
方
か
ら
都
市
へ
と
移
り
集
約
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
構
造
的
な
変
化
を
背
景
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
上
記
の
鯨

油
の
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
例
え
ば
鉄
の
生
産
（
た
た
ら
製
鉄
）・
暖
房
／
煮
炊
き
の
た
め
の
薪
炭
焼
き
、
薬
草
採
集
な
ど

を
担
っ
て
い
た
の
は
地
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
鉄
が
沿
岸
部
の
製
鉄
所
で
つ
く
ら
れ
、
薪
炭

の
役
割
が
化
石
燃
料
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
、
薬
草
の
か
わ
り
に
化
学
合
成
さ
れ
た
薬
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
方

各
地
に
分
散
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
生
産
は
大
規
模
な
工
場
や
集
約
化
さ
れ
た
工
業
地
帯
が
担
う
よ
う
に
な
り
、
第
二
次
産

業
の
中
心
は
地
方
か
ら
都
市
お
よ
び
都
市
近
郊
に
移
っ
て
い
っ
た
。
第
一
次
産
業
の
生
産
物
に
し
て
も
外
国
か
ら
輸
入
さ

れ
る
も
の
の
割
合
が
大
き
く
増
加
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
地
方
の
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
は

仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
大
胆
な
予
言
を
し
て
み
た
い
。
地
方
が
第
三
次
産
業
の
中
心
に
な
る
未
来
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
デ
ジ
タ
ル
技
術

は
地
理
的
に
離
れ
た
場
所
に
い
る
個
人
を
結
び
付
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
つ
つ
あ
る
。
一
人
一
人
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接

続
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
を
も
ち
、
津
々
浦
々
に
通
信
基
地
局
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
る

相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
の
障
壁
が
な
く
な
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
産
業
構
造
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、

地
方
の
も
つ
経
済
的
／
社
会
的
な
価
値
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
第
一
次
産
業
の
盛
ん
な
地
方
に
暮
ら
す
こ
と

は
、地
産
地
消
を
通
じ
て
地
球
環
境
問
題
の
緩
和
に
も
貢
献
し
う
る
だ
ろ
う
。
夏
の
暑
さ
に
苦
し
む
た
び
に
、都
市
で
ク
ー

ラ
ー
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
て
ア
ー
バ
ン
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
深
刻
化
さ
せ
る
よ
り
、
涼
し
い
夜
を
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
自
然

に
あ
ふ
れ
た
地
方
に
住
み
た
い
と
考
え
る
人
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
向
こ
う
一
〇
〇
年
の
間
に
、
デ
ジ
タ
ル
革

命
と
地
球
環
境
問
題
に
誘
導
さ
れ
る
構
造
的
変
化
に
よ
っ
て
都
市
へ
の
人
口
偏
在
が
解
消
さ
れ
れ
ば
、
地
方
に
も
活
力
が

戻
る
こ
と
に
な
る
。
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
が
多
い
の
も
事
実
で
は
あ
る
が
、
一
〇
〇
年
前
の
人
が
現
在
の
私
た
ち
の
置

か
れ
た
状
況
を
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
か
は
誰
も
わ
か
ら
な
い
。
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出
席
者
（
敬
称
略
・
発
言
順
）
肩
書
き
は
座
談
会
開
催
時
の
も
の

中
村
隆
一
郎
─
な
か
む
ら
・
り
ゅ
う
い
ち
ろ
う
／
社
会
福
祉
法
人
白
鳩
会
理
事
長

森
下
博
紀

─
も
り
し
た
・
ひ
ろ
き
／
株
式
会
社
ウ
ィ
ズ
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役

中
本
英
里

─
な
か
も
と
・
え
り
／
農
林
水
産
政
策
研
究
所 

農
業
・
農
村
領
域 

主
任
研
究
官

岡
村　

毅

─
お
か
む
ら
・
つ
よ
し
／
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所 

自
立
促
進
と
精
神
保
健
研

究
チ
ー
ム 

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

司
会生

源
寺
眞
一
─
し
ょ
う
げ
ん
じ
・
し
ん
い
ち
／
東
京
大
学
・
福
島
大
学
名
誉
教
授
、
本
誌
編
集
委
員

特
集

農
業
と
障
が
い
者
福
祉

農
福
連
携
を
め
ぐ
る
近
年
の
取
り
組
み

座
談
会

農
業
と
福
祉
が
つ
な
が
る
「
農
福
連
携
」
の
取
り
組
み
が
広
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
よ
う
に
、「
農

福
連
携
」
の
普
及
を
支
え
る
し
く
み
が
で
き
た
こ
と
で
、
近
年
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
障
が
い
者
や
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
人
た
ち
、
高
齢
者
な
ど
と
地
域
社
会
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
農
福
連
携
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
農
業
と
福
祉
の
未
来
を
考
え
る
。

右
か
ら
中
本
英
里
、
森
下
博
紀
、

中
村
隆
一
郎
、
岡
村
毅
、
生
源
寺

眞
一
の
各
氏
。
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農
福
連
携
─
─
農
業
と
福
祉
・
医
療
の
つ
な
が
り

　

生
源
寺
（
司
会
）　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
農
業
と
障
が
い
者
福
祉
」
で
す
。「
農
福
連
携
」
と
い
う
言
葉
自

体
が
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
初
に
私
か
ら
、
今
回
の
趣

旨
を
ご
説
明
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
農
業
と
福
祉
が
結
び
つ
い
た
農
福
連
携
の
取
り
組
み
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
典
型
的
な
例
で
い
い

ま
す
と
、
農
業
の
現
場
で
障
が
い
者
が
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
者
と
障
が
い
者
に
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の

メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
、
双
方
が
充
実
し
た
満
足
感
を
得
る
か
た
ち
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

政
府
、
あ
る
い
は
支
援
団
体
に
よ
る
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ＊

の
認
証
と
か
ノ
ウ
フ
ク
ア
ワ
ー
ド＊

の
表
彰
も
あ
っ

て
、
社
会
的
な
関
心
の
高
ま
り
も
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
農
業
の
現
場
に
お
け
る
作
業

も
、
あ
る
い
は
障
が
い
者
の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
、

そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回
、

私
は
障
が
い
者
の
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
大
変
だ
な
と
改
め

て
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
難
し
さ
も
ふ
く
め
て
、
具
体
的

な
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
意
識
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
誌
は
こ
れ
ま
で
に
農
業
を
特
集
の
テ
ー

【
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
】

　

食
品
や
観
賞
用
植
物
な
ど
の
生
産

行
程
に
障
が
い
者
が
携
わ
っ
た
こ
と
を

示
す
農
林
規
格
。
上
の
写
真
が
そ
の
認

証
を
証
明
す
る
マ
ー
ク
で
、
認
証
機
関

か
ら
認
証
を
う
け
た
商
品
な
ど
に
つ
け

る
。

【
ノ
ウ
フ
ク
ア
ワ
ー
ド
】

　
農
福
を
実
践
し
て
き
た
人
や
、
そ
の

取
り
組
み
を
表
彰
す
る
。



16

マ
に
し
た
こ
と
が
何
度
か
ご
ざ
い
ま
す
。
農
村
の
現
場
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
農
業
経
営
者
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
福
祉
の
領
域
に
つ
い
て
も
、
高
齢
化
が
進
み
、
あ
る
い
は
認
知
症
の
人
々
も

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
の
介
護
の
問
題
に
つ
い
て
も
何
度
か
特
集
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
農
業

も
福
祉
も
地
域
社
会
で
非
常
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
農
業
と
福
祉
が
つ
な

が
っ
た
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
す
る
の
は
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
と
し
て
も
は
じ
め
て
の
試
み
で
す
。
み
な
さ

ん
の
忌
憚
の
な
い
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

つ
け
加
え
て
お
き
ま
す
と
、「
農
福
連
携
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
は
農
産
物
の
加
工
、
販
売
、
あ
る

い
は
林
業
の
領
域
に
関
わ
る
ケ
ー
ス
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、働
く
側
の
人
材
の
面
で
も
、

通
常
の
障
が
い
者
の
概
念
に
は
お
さ
ま
ら
な
い
広
が
り
も
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
の
座
談
会
で

生源寺眞一  氏
日本農業研究所理事・研究員、東京大学・
福島大学名誉教授、本誌編集委員。
1951 年愛知県生まれ。東京大学農学部
を卒業後、農林水産省農事試験場・北海
道農業試験場研究員、東京大学助教授・
教授、名古屋大学教授、福島大学教授な
どを経て、2023 年より現職。これまで
に東京大学農学部長、福島大学食農学類
長、日本農業経済学会会長、食料・農業・
農村政策審議会会長などを務める。
近年の著書に『日本農業の真実』（ちくま
新書）、『農業と人間』（岩波現代全書）、『農
業がわかると、社会のしくみが見えてく
る』（家の光協会）などがある。
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Ⅰ　農福連携等が実現を図る社会
　農福連携は、農業と福祉が連携し、障害者の農業分野での活躍を通じて、
農業経営の発展とともに、障害者の自信や生きがいを創出し、社会参画を実
現する取組

Ⅳ　農福連携等の推進に向けた新たなアクション
　農福連携等に取り組む主体数を12,000以上、地域協議会に参加する市町
村数を200以上とすることを目標とする＊

＊令和12（2030）年度までの目標

3　絆を広げる〜ユニバーサル農園の拡大と「農」「福」の広がりへの発
展〜

〇　ユニバーサル農園＊の普及・拡大
・ユニバーサル農園の事例やノウハウを取りまとめて普及
・農業での就労を目的としたユニバーサル農園の開設や施設等の整備を
支援

〇　社会的に支援が必要な者の農福連携等への参画の推進
・ハローワーク等の関係機関が連携し、農業分野での障害者等の雇用を
促進

・犯罪をした者等の就農意欲喚起等に向けた農業実習等を推進

＊世代や障害の有無を超えた多様な者が
農業体験を通じて社会参画を図る農園

農福連携等推進ビジョン（2024改訂版）の概要

「高齢者の医療・介護が大きく変わる中で時代が園芸療法に追いついた」（2025年7月12日園芸療法関
係者へのセミナー資料／岡村毅作成）を参考に作成

農福連携に関わるおもな出来事
2017年7月	 「農福連携全国都道府県ネットワーク」設立
2018年11月	 「一般社団法人日本農福連携協会」設立
2019年4月	 「農福連携等推進会議」設置（農林水産省や厚生労働省などの

関係省庁で構成）
2019年3月	 「ノウフクJAS」規格制定
2019年11月	 「ノウフクJAS」認証第1号（ウィズファームなど4事業者）
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も
、「
農
福
連
携
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

農
福
連
携
の
定
義
や
範
囲
に
つ
い
て
は
、
緩
や
か
な
理
解
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
自
己
紹
介
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
最
初
に
、
農
福
連
携
の
現
場
か
らさんぎょう はたら

鹿児島県南大隅町
面積213.59km2、総人口5698人（2025
年10月1日現在）。
大隅半島南部に位置する町で、日本本
土最南端の佐多岬がある。ブランド魚
の養殖や畜産、茶に加え、パッション
フルーツ、マンゴー、ライチなどのフ
ルーツ栽培が盛ん。

お
越
し
い
た
だ
い
た
中
村
さ
ん
と
森
下
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実

際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
の
ち
ほ
ど
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
こ

こ
は
簡
潔
に
、
中
村
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
村　
鹿
児
島
の
花
の
木
農
場
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
中
村
と
申
し
ま
す
。
昭
和

43
年
生
ま
れ
で
、
現
在
57
歳
に
な
り
ま
す
。

　

出
身
は
、
鹿
児
島
県
の
右
下
、
大お

お

隅す
み

半
島
の
南
端
に
あ
る
南

み
な
み

大お
お

隅す
み

町ち
ょ
うで

す
。
南

大
隅
町
は
、
根ね

占じ
め

町ち
ょ
うと

、
佐さ

多た

岬
が
あ
る
半
島
の
最
南
端
の
佐さ

多た

町ち
ょ
うが

合
併
し
て

で
き
た
町
で
す
。
高
校
は
、
鹿
児
島
湾
を
挟
ん
で
、
西
側
に
位
置
す
る
薩
摩
半
島

に
あ
る
鹿
児
島
市
内
の
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
当
時
は
実
家
か
ら
の
通
学
で
は

な
く
、
引
っ
越
し
て
鹿
児
島
市
内
で
暮
ら
し
な
が
ら
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。
大
学

時
代
は
東
京
で
過
ご
し
ま
し
た
。大
学
卒
業
後
は
、２
年
間
ほ
ど
東
京
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
今
は
福
祉
関
連
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
じ
つ
は
大
学

で
も
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
福
祉
を
学
ん
だ
り
経
験
し
た
り
し
た
こ
と
は
な
い

ん
で
す
。
福
祉
と
は
関
係
が
な
い
分
野
で
、
学
生
時
代
や
、
社
会
人
の
駆
け
出
し

時
代
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

鹿児島県

大隅半島

薩摩半島

南大隅町佐多岬

鹿児島市

宮崎県

熊本県
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【農業・農村の課題】
＊農業労働力の確保
毎年、新規就農者と同程度の農
業従事者が減少
＊荒廃農地の解消　等
再生利用可能な荒廃農地は全国
で約9万ha

障がい者等が持てる能力を発揮し、
それぞれの特性を活かした農業生産活動に参画

【農業・農村のメリット】
＊農業労働力の確保
＊農地の維持・拡大
＊荒廃農地の防止
＊地域コミュニティの維持　等

【福祉（障がい者等）の課題】
＊障がい者等の就労先の確保
障がい者約965万人のうち雇用
施策対象となるのは約377万人、
うち雇用（就労）しているのは
約106万人
＊工賃の引き上げ　等

【福祉（障がい者等）のメリット】
＊障がい者等の雇用の場の確保
＊賃金（工賃）向上
＊生きがい、リハビリ
＊一般就労のための訓練　等

農業と福祉の連携＝農福連携

「高齢者の医療・介護が大きく変わる中で時代が園芸療法に追いついた」（2025年7月12日園芸療法関
係者へのセミナー資料／岡村毅作成）を参考に作成

➡
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そ
の
後
、
25
歳
に
な
る
年
に
鹿
児
島
に
戻
り
、
両
親
が
立
ち
上
げ
た
社
会
福
祉
法
人
に
入
職
し
て
、
か
れ

こ
れ
30
年
ほ
ど
が
た
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
法
人
を
両
親
が
立
ち
上
げ
た
の
は
私
が
３
歳
の
頃
で
、
物
心
つ
く
か
つ
か
な
い
か
ぐ
ら
い
の
頃

で
す
。
当
時
、
母
親
は
と
も
か
く
、
忙
し
く
働
く
父
の
姿
を
家
で
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
状
態

で
し
た
。「
い
っ
た
い
こ
の
人
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
幼
少
期
か
ら
多
感
な

時
期
を
両
親
の
背
中
を
見
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
の
方
々
が
障
が
い
者
並
び
に
福
祉
を
見
る
目
線
を
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

い
ま
で
こ
そ
「
農
福
連
携
」
と
い
う
言
葉
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
障
が
い
者
の
存
在
、
な
い
し

は
人
権
が
議
論
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
私
が
小
さ
い
頃
は
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
あ

中村隆一郎  氏
社会福祉法人白鳩会 理事長。
1968 年鹿児島県生まれ。青山学院大学
経済学部を卒業後、食品卸の国分株式会
社（東京都中央区日本橋）に入社。1993
年に社会福祉法人白鳩会に入職し、同法
人「第 2 花の木ファーム」施設長（1998
年～）を経て、2019 年 6 月より現職。
その他、鹿児島県知的障害者福祉協会副
会長、日本農福連携協会理事、大隅半島
ノウフクコンソーシアム会長を務める。
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り
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
の
中
が
右
肩
上
が
り
で
、
日
本
が
元
気
の
あ
る
時
代
に
は
、「
障
が
い
」
と
い
う
概

念
そ
の
も
の
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
っ
た
ら
、「
か
わ
い
そ
う
」
と
か
、
表
現
が
適
切
で
な
い
こ
と
を
承
知
の

う
え
で
申
し
あ
げ
ま
す
が
、「
社
会
の
な
か
の
お
荷
物
」
と
い
っ
た
考
え
が
、
人
々
の
な
か
に
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
で
し
た
が
、
世
の
中
の
絶
頂
期
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
は
日
本
の
停
滞
期
で
、

私
が
福
祉
に
足
を
入
れ
て
か
ら
こ
ん
に
ち
に
至
る
ま
で
、
福
祉
の
な
か
で
も
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
農
福
連
携
は
福
祉
の
な
か
で
物
事
を
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
社

会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
と
こ
ろ
で
議
論
に
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
お
も
し
ろ
く

興
味
深
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
ハ
ー
ド
な
問
題
も
も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
の
目
の
前
に
は
あ
る

ん
で
す
が
、
昔
は
障
が
い
者
を
「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
目
で
見
て
い
た
認
識
が
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
き
て

い
て
、
農
福
連
携
は
特
に
そ
う
い
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
あ
た
り
の
変
化
が
今
日
の
話
の
な
か
で
出
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、そ
う
し
た
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、

両
親
の
背
中
を
通
じ
て
障
が
い
の
あ
る
方
々
と
ふ
れ
あ
っ
て
き
て
、
法
人
が
で
き
て
50
数
年
が
た
ち
ま
す
。

両
親
は
ま
だ
健
在
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
父
か
ら
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
に
法
人
の
代
表
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
ま
だ
駆
け
出
し
の
理
事
長
で
す
け
れ
ど
も
、
私
な
り
の
感
覚
で
、
こ
の
法
人
を
運
営
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
源
寺　
次
に
森
下
さ
ん
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

森
下　
長
野
県
松
川
町
に
あ
る
ウ
ィ
ズ
フ
ァ
ー
ム
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
森
下
で
す
。

　

私
は
昭
和
45
年
１
月
３
日
生
ま
れ
で
、
東
京
都
出
身
で
す
。
山
羊
座
で
、
血
液
型
が
Ａ
Ｂ
型
の
Ｒ
ｈ
マ
イ
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式
会
社
ウ
ィ
ズ
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
嫁
が
や
っ
て
い
る
株
式
会
社
ひ
だ
ま
り
の
取
締
役
を
し
な
が
ら
、
中

村
隆
一
郎
さ
ん
も
一
緒
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
日
本
農
福
連
携

協
会
の
理
事
。
そ
れ
か
ら
長
野
県
で
一
般
社
団
法
人
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
と
い
う
農

福
連
携
の
中
間
支
援
団
体
を
立
ち
上
げ
て
、
そ
こ
の
代
表
理
事
を
や
ら
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
全
国
介
護
事
業
者
連
盟
障
害
福
祉
事
業
部
会
の
長
野
県
支
部
長
を
仰

せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
１
期
２
年
で
、
３
月
末
に
は
や
め
る
予
定
で
す
。
そ
れ

か
ら
ノ
ウ
フ
ク
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
東
日
本
の
会
長
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

父
親
が
転
勤
族
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
私
は
東
京
で
生
ま
れ
て
か
ら
、
幼
稚

園
２
か
所
、
小
学
校
２
か
所
、
中
学
校
２
か
所
と
転
校
が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。

長
野
県
は
も
と
も
と
母
親
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
母
親
が
一
人

娘
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
婚
し
て
嫁
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
森
下
家
を
継

ぐ
人
が
い
な
か
っ
た
。
私
は
次
男
坊
な
の
で
、「
長
野
県
の
森
下
家
を
継
い
で
み

長野県松川町
面積72.79km2、総人口1万1864人
（2025年8月1日現在）。

ナ
ス
と
い
う
こ
と
で
、
稀
な
人
間
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
公
務
員
を
17
年

間
や
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
飲
食
店
の
経
営
を
10
年
、
そ
れ
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
勤
務
と
い
い
ま
し
て
も
、
自
分
た
ち
で
立
ち

上
げ
て
、
嫁
に
代
表
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
は
じ
め
た
ん
で
す
。
そ
の
途
中
で
株

山梨県

長野市

埼玉県

群馬県

新潟県

富山県

岐阜県

愛知県 静岡県

松川町

長野県
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森下博紀  氏
株式会社ウィズファーム 代表取締役。
1970 年東京都生まれ。長野県松川高等
学校を卒業後、松川町役場、飲食店経営、
障害福祉サービス事業所を経て、2017
年より現職。
これまでに、一般社団法人日本農福連携
協会理事、株式会社ひだまり取締役、一
般社団法人クロスオーバー代表理事、一
般社団法人全国介護事業者連盟障害福祉
事業部会長野県支部長、ノウフクコンソー
シアム東日本会長などを務める。

な
い
か
」
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
話
は
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
進
ん
で
、
中

学
３
年
の
11
月
、
中
学
生
活
の
終
わ
り
と
い
う
頃
に
急
遽
転
校
を
し
て
、
そ
の
ま
ま
長
野
県
の
地
元
の
高
校

に
入
っ
て
、
卒
業
し
て
、
地
元
の
役
場
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

東
京
で
通
っ
て
い
た
中
学
校
は
、
当
時
ワ
ル
で
有
名
な
中
学
校
で
し
た
。
昔
、「
葬
式
ご
っ
こ
」
と
い
う

の
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
生
徒
が
学
校
に
登
校
す
る
と
、
机
の
上
に
菊
の

花
と
、「
お
ま
え
は
い
い
や
つ
だ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
色
紙
が
置
い
て
あ
っ
て
、
し
か
も
色
紙
に
は
先
生

ま
で
寄
せ
書
き
す
る
よ
う
な
、
非
常
に
悪
い
学
校
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
が
い
た
と
き
は
、
昔
に
流
行
っ
た

「
ビ
ー
・
バ
ッ
プ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
マ
ン
ガ
の
世
界
で
、
ほ
か
の
学
校
と
け
ん
か
を
す
る
と
か
、

そ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、「
葬
式
ご
っ
こ
」
の
よ
う
な
陰
湿
な
い
じ
め
を
す
る
よ
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う
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
公
立
学
校
な
ん
だ
け
ど
、
そ
ん
な
学
校
で
し
た
。

　

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
て
い
て
、「
長
野
県
に
行
く
の
は
ど
う
だ
」
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
き
、
行
く

こ
と
に
何
も
抵
抗
な
か
っ
た
の
で
、「
あ
あ
、
い
い
で
す
よ
」
と
行
っ
た
ん
で
す
。

　

た
だ
、
行
っ
て
み
た
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
ま
ず
電
車
が
１
時
間
に
１
本
し
か
走
っ

て
い
な
い
。
し
か
も
長
野
県
で
は
公
立
中
学
校
が
電
車
通
学
の
区
域
に
な
っ
て
い
て
、
私
は
雪
道
を
歩
く
の

が
す
ご
く
遅
い
の
で
、
駅
ま
で
歩
く
の
に
、
通
常
15
分
く
ら
い
な
の
が
、
25
分
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す

る
と
「
１
本
後
の
電
車
に
乗
る
こ
と
に
な
っ
て
、
着
く
の
が
１
時
間
遅
れ
る
な
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
電
車

も
一
緒
に
遅
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
、
す
ご
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
地
域
で
、
そ
れ
ま
で
の
環
境
と
が
ら
っ

と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
に
勤
め
て
か
ら
も
、
ま
さ
か
自
分
が
農
業
を
や
る
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

農
業
は
自
分
自
身
も
す
ご
く
癒
さ
れ
る
な
と
い
う
こ
と
で
、
障
が
い
を
も
っ
た
方
に
も
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
感
じ
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
村　
電
車
が
あ
る
だ
け
で
い
い
で
す
よ
（
笑
）。

　

生
源
寺　
私
は
も
う
じ
き
後
期
高
齢
者
に
な
る
人
間
で
す
の
で
、
中
村
さ
ん
と
森
下
さ
ん
は
一
世
代
下
と

い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
中
本
さ
ん
と
岡
村
さ
ん
は
、
さ
ら
に
そ
の
下
の
世
代
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

中
本
さ
ん
と
岡
村
さ
ん
か
ら
も
自
己
紹
介
と
、
現
在
の
仕
事
と
専
門
領
域
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
農
福
連
携

と
関
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
、
背
景
を
少
し
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

中
本
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

中
本　
中
本
英
里
と
申
し
ま
す
。
私
は
農
林
水
産
政
策
研
究
所＊

と
い
う
と
こ
ろ
で
研
究
者
を
や
っ
て
お
り

【
農
林
水
産
政
策
研
究
所
】

　
農
林
水
産
省
の
社
会
科
学
系
の
研
究

機
関
で
、
農
林
水
産
政
策
に
関
す
る
調

査
・
研
究
を
行
う
研
究
所
。
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ま
す
。
農
林
水
産
政
策
研
究
所
に
は
今
年
の
４
月
か
ら
異
動
し
ま
し
て
、
２
０
１
８
年
か
ら
今
年
の
３
月
ま

で
は
、
広
島
の
福
山
市
で
、
農
研
機
構＊

の
西
日
本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
者
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。

私
は
、
農
福
連
携
に
関
連
す
る
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
て
、
中
村
さ
ん
、
森
下
さ
ん
の
よ
う
な
先
進

事
例
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
情
報
整
理
し
て
、
一
般

化
す
る
と
い
う
こ
と
を
研
究
の
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
愛
媛
県
出
身
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
愛
媛
大
学
大
学
院
博
士
課
程
ま
で
お
り
ま
し
て
、
２
０
１
１
年

か
ら
18
年
ま
で
は
、「
農
作
業
等
が
有
す
る
医
療
・
福
祉
的
効
果
の
検
証
に
関
す
る
研
究
」と
い
う
研
究
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ど
う
い
う
研
究
か
と
い
い
ま
す
と
、
精
神
科
・
心
療
内
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
っ
て
い
る
ひ
き
こ
も
り
の

中本英里  氏
農林水産政策研究所 農業・農村領域 主任
研究官。
1982 年愛媛県生まれ。短大卒業後、一
般企業にした後に、愛媛大学農学部に編
入学。愛媛大学大学院にて農学博士取得
後、国立研究開発法人農業・食品産業技
術総合研究機構西日本農業研究センター
研究員を経て、2025 年より現職。
愛媛大学在学中より、農園芸活動が有す
る医療・福祉的な効果に関する研究や、
農福連携の研究に従事している。

【
農
研
機
構
】

　

国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品

産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
の
略
称
。
日

本
の
農
業
や
食
品
産
業
の
発
展
の
た
め

に
、
幅
広
い
分
野
で
研
究
開
発
を
行
う

組
織
。全
国
各
地
に
研
究
拠
点
が
あ
る
。
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患
者
さ
ん
の
な
か
で
農
作
業
に
向
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
方
に
、
研
究
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

市
民
農
園
と
か
畑
と
か
で
作
業
を
し
て
も
ら
い
、
ど
う
い
う
効
果
が
あ
っ
た
か
を
研
究
の
対
象
に
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
か
ら
、「
あ
と
一
歩
、
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
社
会
参
加
で
き
た
り
、

仕
事
に
つ
け
た
り
す
る
方
が
い
る
。
そ
う
し
た
方
に
と
っ
て
発
散
で
き
る
場
も
必
要
で
、
農
作
業
は
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
お
話
が
あ
っ
て
、
そ
の
方
た
ち
と
一
緒
に
農
作
業
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
７
年

間
こ
の
活
動
を
行
い
、
９
人
の
患
者
さ
ん
が
参
加
し
て
、
研
究
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
活
動

成
果
の
一
部
を
論
文
に
し
ま
し
た
。

　

私
が
一
番
は
じ
め
に
書
い
た
論
文
を
、
農
業
機
械
な
ど
を
扱
う
ヤ
ン
マ
ー
が
行
っ
て
い
る
「
ヤ
ン
マ
ー
学

生
懸
賞
論
文
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
受
賞
さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
審
査
員
を

し
て
い
た
の
が
生
源
寺
先
生
で
し
た
。
で
す
の
で
、
生
源
寺
先
生
は
雲
の
上
の
存
在
で
、
ま
さ
か
こ
う
い
う

場
で
先
生
と
お
会
い
し
、
議
論
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

　

こ
う
し
た
研
究
を
十
数
年
続
け
て
き
て
、
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
も
す
ご
く
大
事
だ
け
れ
ど
も
、「
自
分

の
学
ん
で
い
た
学
問
の
分
野
で
考
え
て
み
る
と
、
制
度
や
環
境
の
問
題
も
重
要
じ
ゃ
な
い
か
」
と
私
の
な
か

で
シ
フ
ト
し
て
い
く
時
期
が
あ
っ
て
、
今
は
、
農
林
水
産
政
策
研
究
所
で
農
福
連
携
と
い
う
分
野
を
社
会
科

学
の
視
点
で
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

生
源
寺　
今
回
の
座
談
会
の
メ
ン
バ
ー
を
検
討
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
中
本
さ
ん
の
名
前
を
拝
見
し
て
、「
あ

れ
っ
？　

ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
な
」
と
い
う
印
象
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
思
い
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
い
ま
中
本
さ
ん
は
謙
遜
し
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
２
０
１
３
年
の
「
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞

論
文
」で
、じ
つ
は
ト
ッ
プ
の
大
賞
で
し
た
。
大
賞
の
中
本
さ
ん
と
特
別
優
秀
賞
の
二
人
が
す
べ
て
女
性
だ
っ
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た
ん
で
す
ね
。
い
ま
お
話
に
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
中
本
さ
ん
は
、
対
象
の
方
と
向
き
合
っ
て
、
あ
る
意

味
で
は
伴
走
者
的
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
論
文
は
医

療
・
福
祉
と
の
連
携
と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
も
う
10
年
以
上
前
か
ら
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
た
わ
け
で
、
今
回
座
談
会
の
か
た
ち
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
自
体
、
私
は
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
く
、

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
村　
「
園
芸
療
法
」
と
か
、
そ
う
い
っ
た
領
域
の
研
究
で
し
ょ
う
か
。

　

中
本　
そ
う
で
す
。

　

生
源
寺　
論
文
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に「
園
芸
療
法
」と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。「
園
芸
療
法
」

と
い
う
表
現
が
で
ま
し
た
の
で
、
医
療
の
専
門
家
で
あ
る
岡
村
さ
ん
か
ら
も
ご
専
門
の
お
話
と
、
農
福
連
携

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
背
景
や
き
っ
か
け
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

岡
村　
私
は
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、
精
神
科
の
医
師
を
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
気
楽
な

話
か
ら
し
ま
す
と
、
私
は
、
寮
の
あ
る
鹿
児
島
の
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
に
中
高
と
通
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
・
サ
ー

ル
か
ら
東
京
に
行
っ
て
、
医
学
の
道
に
進
み
、
学
生
の
時
は
水
泳
部
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
福
祉
の
話
で
い
ま

思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
泳
部
で
普
通
に
水
泳
を
し
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ
く
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
に
水
泳
を
教
え
る
団
体
が
あ
っ
て
、
途
中
か
ら
そ
の
活
動
に
の
め
り
こ
ん
だ

ん
で
す
。
理
事
ま
で
や
っ
て
、
水
泳
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
い
ま
に
し
て
思
う
と
、
そ
の
頃
か
ら
福
祉
に
関

心
が
あ
っ
た
の
か
な
な
ん
て
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

そ
の
後
、
医
者
に
な
っ
て
、
昔
か
ら
精
神
医
学
が
好
き
だ
っ
た
の
で
精
神
科
に
進
み
ま
し
た
。
医
者
の
仕

事
も
５
年
ぐ
ら
い
す
る
と
、
ま
た
悪
い
く
せ
で
、
病
院
の
外
来
に
来
る
人
を
診
る
だ
け
で
は
お
も
し
ろ
く
な
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く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
を
支
援
す
る
団
体
が
東
京
の
山さ

ん

谷や

（
台
東
区
）
に
あ
っ
て
、
た
ま

た
ま
何
か
の
拍
子
に
そ
こ
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
支
援
活
動
が
お
も
し
ろ
く
て
。
そ

の
研
究
も
し
て
、
論
文
に
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
感
じ
で
、
新
し
も
の
好
き
と
い
う
か
、
新
し
い
こ

と
を
や
り
た
い
性
格
で
す
。

　

私
の
専
門
は
高
齢
者
の
精
神
医
学
で
す
が
、
専
門
に
進
ん
だ
の
は
20
年
ぐ
ら
い
前
で
す
。
当
時
は
認
知
症

の
人
は
鉄
格
子
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
、
ケ
ア
ど
こ
ろ
の
話
じ
ゃ
な
い
。
閉
じ
込
め
る
の
が
主
流
だ
っ
た

ん
で
す
。
薬
も
、
要
す
る
に
暴
れ
る
人
を
押
さ
え
る
抗
精
神
病
薬
を
与
え
る
。
で
も
、
な
ん
で
暴
れ
て
い
る

か
と
い
う
と
、「
な
ん
で
閉
じ
込
め
る
ん
だ
」
と
暴
れ
て
い
る
わ
け
で
、
ど
っ
ち
が
先
な
ん
だ
と
い
う
話
な

ん
で
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
の
し
く
み
が
整
っ
て
き
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
は
じ
ま
っ
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
み
ん
な
真

面
目
に
ケ
ア
し
て
い
る
の
は
認
め
ま
す
が
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
集
ま
っ
て
風
船
バ
レ
ー
を
や
っ

て
体
を
動
か
し
て
い
た
り
す
る
。
本
当
に
や
っ
て
も
ら
う
べ
き
は
、
そ
う
い
う
活
動
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
週
に
４
日
は
東
京
で
バ
リ
バ
リ
研
究
を
し
て
、
週
に
１
日
は
風
光
明
媚
な
新
潟
県
の
田
舎
で
医
療

を
し
て
、
の
ん
び
り
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
新
潟
で
も
、
患
者
さ
ん
た
ち
は
、
た
だ
病
院
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
過
ご
し
方
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
話
に
な
っ
て
、「
田
ん

ぼ
で
農
作
業
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
な
り
ま
し
て
、
認
知
症
の
人
に
田
ん
ぼ
で
作

業
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
や
っ
ぱ
り
で
き
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
ま
で
杖
を
つ
い
て
歩
い
て
い
た
人
が
、
農

作
業
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
杖
を
忘
れ
て
歩
い
て
帰
っ
た
と
か
、
そ
う
い
う
話
が
よ
く
あ
っ
て
、
み
ん
な
け
っ
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こ
う
楽
し
そ
う
に
や
り
始
め
た
ん
で
す
。

　

個
人
的
に
一
番
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
の
考
え
か
た
が
変
わ
る
こ
と
で
す
。

看
護
師
さ
ん
と
か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
と
か
、
ケ
ア
を
す
る
人
は
、
日
々
、
真
面
目
に
ケ
ア
し
て
い
る

ん
で
す
け
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
ど
う
や
っ
て
管
理
す
る
か
」
と
か
「
暴
れ
た
ら
ど
う
や
っ
て
対
処
す

る
か
」
と
か
、
そ
う
し
た
話
ば
か
り
な
ん
で
す
。
で
も
、
一
緒
に
農
作
業
を
す
る
と
、
隣
の
家
の
お
じ
い
さ

ん
と
同
じ
な
ん
だ
な
と
か
、
う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
と
同
じ
な
ん
だ
な
み
た
い
な
感
じ
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
取
り

組
む
姿
勢
や
考
え
か
た
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
く
る
。
農
業
を
し
て
い
る
と
ケ
ア
す
る
側
の
人
た
ち
も
楽
し

そ
う
に
よ
く
し
ゃ
べ
り
ま
す
。
田
ん
ぼ
に
行
っ
て
も
、
私
な
ん
か
何
も
で
き
な
く
て
、
む
し
ろ
患
者
さ
ん
た

ち
の
ほ
う
が
で
き
た
り
す
る
。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
非
常
に
楽
し
い
時
間
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

岡村毅  氏
東京都健康長寿医療センター研究所 自立
促進と精神保健研究チーム チームリー
ダー。
米国出身。2002 年、東京大学医学部を
卒業し医師免許取得。東京大学大学院に
て医学博士取得。精神神経学会専門医・
指導医、老年精神医学会専門医・指導医、
精神保健指定医の資格を持つ。
現在は東京都健康長寿医療センター研究
所にて高齢者のメンタルヘルスの研究に
従事する。また NPO 法人ふるさとの会の
理事として、ホームレス支援に従事する。
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こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
お
も
し
ろ
い
な
と
思
っ
て
、
農
福
連
携
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
た
ら
、
当
時
オ

ラ
ン
ダ
で
ケ
ア
フ
ァ
ー
ム
が
進
ん
で
い
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
科
研
費＊

が
取
れ
た
の

で
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
れ
て
、そ
の
こ
ろ
か
ら
農
業
政
策
研
究
所
と
関
わ
り
は
じ
め
て
、中
本
さ
ん
と
も
知
り
合
っ

て
、
い
ま
も
研
究
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
障
が
い
者
に
対
し
て
、
ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
患
者
さ
ん
を
ど
う
や
っ
て
閉
じ

込
め
て
お
く
か
と
か
、仕
事
を
与
え
て
ど
う
や
っ
て
や
っ
て
も
ら
う
か
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

こ
れ
か
ら
は
患
者
さ
ん
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
何
を
す
る
か
を
選
ぶ
時
代
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
と

き
に
、「
私
は
こ
れ
を
や
り
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
も
の
が
必
要
な
わ
け
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
農

福
連
携
は
時
代
の
要
請
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
余
談
で
す
が
、
東
京
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
」
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？　

い
ま
流
行
っ
て
い
る
カ
ジ
ノ
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
と
独
自
の
通
貨
が
あ
っ
て
、

そ
の
通
貨
を
賭
け
て
男
性
の
高
齢
者
が
目
を
ギ
ラ
ギ
ラ
さ
せ
な
が
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
遊
ん
で
い
る
ん
で
す

よ
。
み
ん
な
元
気
に
遊
ん
で
る
し
、
本
人
た
ち
が
選
ん
で
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
批
判
も
あ
り
ま
す
の
で
、

私
は
賛
成
も
反
対
も
表
明
せ
ず
中
立
の
立
場
で
す
が
、
一
石
を
投
じ
た
な
と
は
思
い
ま
す
。
農
福
連
携
は
、

さ
す
が
に
ど
こ
か
ら
も
文
句
は
出
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
自
然
の
中
で
健
康
に
な
っ
て
い
く
し
、
医
療
を
変

え
る
一
つ
の
考
え
か
た
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
。

「
社
会
的
処
方＊

」
っ
て
み
な
さ
ん
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
医
学
だ
と
、「
血

圧
が
高
い
」
と
な
れ
ば
、
高
血
圧
の
薬
を
出
し
、「
血
糖
値
が
高
い
」
と
な
れ
ば
糖
尿
病
の
薬
を
出
す
。
年

齢
が
上
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
薬
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
れ

【
社
会
的
処
方
】

　

薬
な
ど
の
医
療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

加
え
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
活

動
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
患

者
の
孤
立
や
健
康
問
題
を
解
決
し
て
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
目
指
す

取
り
組
み
。

【
科
研
費
】

　

科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
助
成
金
。

文
科
省
所
管
の
日
本
学
術
振
興
会
が

行
っ
て
い
る
。
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で
は
よ
く
な
い
と
な
っ
て
、
そ
も
そ
も
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
何
も
し
て
い
な
い
か
ら
病
気
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
お
医
者
さ
ん
が
「
あ
な
た
に
は
薬
で
は
な
く
て
、
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
を
紹
介
す
る
か
ら
、
そ
こ
に
行
き
な

さ
い
。
保
険
で
行
け
ま
す
よ
」
と
勧
め
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
健
康
に
な
っ
て
、薬
が
い
ら
な
く
な
る
。

い
ま
日
本
で
も
「
社
会
的
処
方
」
を
や
っ
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
か
ら
く
り
が
あ
っ
て
、
じ
つ
は
そ
ん
な
に
い
い
話
で
も
な
い
ん
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
か
か
り
つ
け
医
は
、
抱
え
て
い
る
患
者
さ
ん
の
数
で
お
金
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
。
治
療
し
て

も
し
な
く
て
も
入
っ
て
く
る
お
金
は
同
じ
だ
か
ら
、
薬
な
ん
か
出
さ
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。
薬
を
出
さ
な

い
で
、
患
者
さ
ん
が
勝
手
に
元
気
に
な
っ
て
、
病
院
に
来
な
い
で
楽
し
く
や
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
病
院
が
ど

ん
ど
ん
儲
か
る
し
く
み
で
、
と
て
も
合
理
的
な
考
え
か
た
な
ん
で
す
よ
ね
。

　

社
会
的
処
方
に
は
、
そ
う
い
う
側
面
も
あ
っ
て
、
夢
の
よ
う
な
い
い
話
で
も
な
い
ん
で
す
。
で
も
、
日
本

で
や
る
と
な
る
と
医
療
制
度
を
変
え
な
い
と
い
け
な
く
て
、
実
際
に
は
難
し
い
ん
で
す
ね
。
た
だ
、
社
会
的

処
方
的
な
し
く
み
を
日
本
で
導
入
す
る
の
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
を
用
意
す
る
の
は
現
実
的
で
は

な
い
け
ど
、
農
園
を
つ
く
っ
て
、
み
ん
な
で
行
っ
て
、
農
作
業
し
た
ら
元
気
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
は
、
農
福
連
携
は
す
ご
く
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
行
っ
て
、
毎
日
や
り
た
く
も
な
い
こ
と
を
や
ら
さ
れ
る
よ
り
は
、
自
由
に
農
園
に
行
っ

て
働
い
て
、
ケ
ア
を
受
け
な
い
で
、
お
金
を
払
っ
て
も
ら
う
側
に
な
る
の
で
、
未
来
が
あ
る
話
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
農
福
連
携
に
は
と
っ
て
も
注
目
し
て
お
り
ま
す
。

　

生
源
寺　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
か
、
社
会
的
処
方
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
こ
れ
は
他
人
ご
と
で
は
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
じ
つ
は
私
の
家
族
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
し
て
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い
る
か
ど
う
か
、
一
回
確
認
し
て
み
よ
う
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

白
鳩
会
の
農
福
連
携
の
取
り
組
み

　

生
源
寺　
こ
こ
か
ら
は
中
村
さ
ん
、
森
下
さ
ん
の
実
際
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
中
村
さ
ん
か
ら
、
白
鳩
会
に
つ
い
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
村　
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
社
会
福
祉
法
人
白
鳩
会
は
、
私
の
両
親
が
１
９
７
２
年
に
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
非
常
に
か
た
い
表
現
を
し
ま
す
と
、
当
時
は
、「
精
神
薄
弱
者
」
と
い
う
言
葉
で
カ
テ
ゴ

ラ
イ
ズ
さ
れ
た
障
が
い
福
祉
の
入
所
更
生
施
設
で
す
。知
的
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
団
体
生
活
を
し
な
が
ら
、

で
き
る
活
動
を
す
る
施
設
で
、
大
隅
半
島
の
片
田
舎
で
50
年
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
日
本
の
障
が
い
者
福
祉
は
福
祉
元
年
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
戦
後
、
高
度
経
済
成
長
を
経

て
国
の
財
政
も
急
激
に
充
実
し
て
く
る
な
か
、
福
祉
の
分
野
が
欧
米
に
比
べ
て
非
常
に
見
劣
り
す
る
と
い
う

政
府
の
認
識
が
あ
っ
た
時
代
で
す
。
戦
後
の
孤
児
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
社
会
の
端
っ
こ
に
い
る
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
成
人
に
対
し
て
の
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
政
策
的
に
社
会
福
祉
法
人
を

通
じ
て
国
の
公
金
を
活
用
す
る
か
た
ち
で
、
日
本
独
自
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
が
発
足
し
た
と

い
う
ふ
う
に
、
私
は
学
び
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
社
会
福
祉
法
人
が
日
本
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
九
州
は
、
ほ
か
の
地
域
に
比
べ
る

と
、
特
に
社
会
福
祉
法
人
の
数
が
多
い
。
一
説
に
よ
る
と
、
戦
後
、
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
石
炭
か
ら
石
油

に
変
化
を
す
る
な
か
で
、
炭
鉱
が
多
か
っ
た
九
州
は
、
炭
鉱
の
閉
鎖
に
と
も
な
っ
て
、
新
し
い
仕
事
を
つ
く
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る
と
い
う
雇
用
対
策
の
意
味
で
、
福
祉
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
研
究
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ぐ
ら
い
で

す
。

　

私
の
両
親
は
け
っ
し
て
福
祉
の
専
門
家
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
祖
父
が
保
育
園
を
や
っ
て
お
り
ま

し
て
、
保
育
園
も
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
に
な
り
ま
す
の
で
、
周
り
の
人
脈
、
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
コ
ネ

を
使
っ
た
障
が
い
者
福
祉
を
政
策
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
内
に
は
分
散
す
る
か
た
ち
で
た
く
さ
ん
の
社
会
福
祉
法
人
が
興
っ
て
お
り
ま
す
け
ど
、
同
じ
時

期
に
は
じ
ま
っ
た
社
会
福
祉
法
人
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
大
隅
半
島
の
端
っ
こ
に
生
ま
れ
た
法
人
で
す
が
、
私
の
両
親
、
特
に
父
は
、
当
時
は
ま
だ
30
代

で
し
た
の
で
、
体
も
元
気
で
、
経
済
成
長
期
と
い
う
時
代
背
景
も
あ
っ
て
、
非
常
に
事
業
欲
旺
盛
な
、
私
か

ら
見
て
も
あ
ん
な
社
会
福
祉
法
人
の
理
事
長
は
い
な
い
な
と
い
う
ぐ
ら
い
、
非
常
に
個
性
の
強
い
人
物
で

す
。
事
業
欲
が
強
く
て
、
福
祉
を
や
り
な
が
ら
、
自
分
の
組
織
を
大
き
く
し
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
父
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
々
を
相
手
に
し
な
が
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
と
か
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
時
間
を
費
や
す
の
で
は
な
く
、
体
を
使
っ
て
働
く
こ
と
が
向
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
動
物
的
な

感
覚
で
障
が
い
者
の
農
業
を
は
じ
め
て
い
る
ん
で
す
。
事
業
欲
旺
盛
で
し
た
の
で
、
ど
う
せ
や
る
な
ら
、
組

織
的
な
農
業
を
め
ざ
し
て
、
土
地
の
取
得
、
さ
ら
に
は
規
模
拡
大
を
積
極
的
に
や
ろ
う
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
当
時
の
社
会
福
祉
法
人
、
な
い
し
施
策
に
は
規
制
が
強
く
、
縦
割
り
行
政
の
な
か
で
、
農
福
連
携

は
福
祉
の
政
策
担
当
者
か
ら
み
れ
ば
論
外
で
し
た
。
い
ま
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
で
す
け
ど
、「
な
ぜ
、
障
が

い
の
あ
る
か
わ
い
そ
う
な
人
た
ち
を
働
か
せ
る
の
か
」
と
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
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で
も
両
親
は
、「
目
の
前
に
暮
ら
し
て
い
る
障
が
い
者
は
、
確
か
に
障
が
い
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
日
々
、
朝

起
き
て
夜
寝
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
こ
な
し
て
い
る
。
健
康
的
な
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
、
体
を
動
か
し
て
生

産
活
動
を
し
て
何
が
悪
い
の
か
」
み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
の
行
政
に
は
現
場
を
知
ら

な
い
方
が
多
か
っ
た
の
で
、
非
常
に
ぶ
つ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

父
が
や
ろ
う
と
し
て
い
た
の
は
、
現
場
に
出
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
と
毎
日
汗
を
流
し
て
過
ご
す
こ
と

で
す
。
白
鳩
会
の
法
人
の
理
念
は
「
共
汗
共
育
」
で
す
。
共
に
汗
を
流
し
て
共
に
育
つ
こ
と
が
私
ど
も
の
社

是
な
ん
で
す
。

　

じ
つ
は
こ
の
「
共
汗
共
育
」
は
、
社
会
福
祉
の
父
と
呼
ば
れ
る
「
び
わ
こ
学
園＊

」
を
設
立
し
た
糸
賀
一
雄

さ
ん
の
「
共
感
教
育
」
と
い
う
言
葉
の
「
共
感
」
を
「
共
汗
」
に
し
て
い
ま
す
。
お
や
じ
ギ
ャ
グ
な
ん
で
す

け
ど
、
私
の
父
に
は
「
共
汗
共
育
」
が
非
常
に
し
っ
く
り
く
る
言
葉
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
う
し
て
、
い
ま

で
い
う
農
福
連
携
の
は
し
り
み
た
い
な
こ
と
を
何
も
な
い
時
代
に
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

１
９
７
２
年
に
法
人
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
そ
の
４
、
５
年
あ
と
に
は
農
地
取
得
を
は
じ
め
て
お
り
ま
す
。

行
政
と
は
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
障
が
い
者
と
農
業
を
や
っ
て
い
く
こ
と
を
は
じ
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

１
９
７
８
年
に
は
農
業
を
組
織
的
に
や
る
た
め
の
農
業
法
人
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法
人
で

は
制
度
的
に
農
地
の
取
得
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
町
役
場
の
経
済
課
の
課
長
さ
ん
が
、「
農
業

法
人
だ
っ
た
ら
で
き
ま
す
よ
」
み
た
い
な
助
言
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
時
、
行
政
か
ら
批
判
を
受
け

な
が
ら
も
、
少
数
派
で
は
あ
っ
た
け
ど
理
解
し
て
く
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た

方
々
と
白
鳩
会
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
を
盛
ん
に
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
国
が
経
済
成
長
を
し
て
い
る
真
っ
た
だ
中
で
し
た
の
で
、
借
金
す
る
こ
と
も
あ
ま
り
気
に
す
る
こ

【
び
わ
こ
学
園
】

　
１
９
４
６
年
に
糸
賀
一
雄
が
滋
賀
県

に
近
江
学
園
を
創
設
。
園
医
と
し
て
参

加
し
た
岡
崎
英
彦
は
、
昭
和
38
年
に
重

症
心
身
障
害
児
施
設
「
び
わ
こ
学
園
」

を
開
設
し
た
。
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【
授
産
施
設
】

　
心
や
体
の
障
が
い
や
家
庭
の
事
情
な

ど
に
よ
っ
て
一
般
的
な
就
労
が
困
難
な

人
た
ち
に
対
し
て
、
就
労
の
機
会
や

技
能
習
得
を
支
援
し
、
自
立
を
助
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
社
会
福
祉
施
設
。

２
０
１
３
年
の
障
害
者
総
合
支
援
法

の
施
行
後
は
、「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」

な
ど
の
形
で
機
能
が
引
き
継
が
れ
て
い

る
。

と
な
く
、
積
極
的
に
投
資
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
福
祉
の
制
度
も
農
政
も
、
当
時
は

い
ま
よ
り
緩
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
国
で
は
、
田
中
角
栄
さ
ん
が
発
表
し
た
「
日
本
列
島
改
造
論
」
の
よ
う

な
こ
と
が
盛
ん
で
、
地
方
で
も
同
じ
で
し
た
。
大
隅
半
島
の
出
身
の
国
会
議
員
に
は
二
階
堂
進
さ
ん
と
山
中

貞
則
さ
ん
が
い
て
、
大
隅
半
島
も
政
治
的
に
い
ろ
ん
な
政
策
が
動
い
た
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
地

域
で
個
性
と
個
性
が
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
活
動
を
続
け
て
き
た
の
が
白
鳩
会
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
行
政
と
は
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
、
強
烈
な
個
性
で
も
っ
て
福
祉
を
盛
り
立
て
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
入
所
施
設
を
運
営
し
な
が
ら
、
当
時
は
授
産
施
設＊

と
い
っ
て
い
た
就
労
型

の
施
設
も
運
営
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

私
た
ち
の
農
場
「
花
の
木
農
場
」
は
、
広
さ
約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
東
京
ド
ー
ム
が
５
つ
お
さ
ま
っ
て
し

ま
う
ぐ
ら
い
の
広
さ
で
す
。
お
茶
と
養
豚
を
中
心
に
し
て
お
り
ま
す
。
福
祉
農
園
と
し
て
は
規
格
外
の
規
模

で
す
が
、
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
農
業
法
人
と
セ
ッ
ト
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
福
祉
」
と

い
う
概
念
に
は
お
さ
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
と
農
事
組
合
法
人
を
セ
ッ
ト

で
運
営
す
る
こ
と
で
、
そ
の
お
互
い
の
強
み
と
足
り
な
い
部
分
を
補
完
し
あ
う
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の
お
か

げ
か
、
近
年
に
な
っ
て
、「
花
の
木
農
場
」
を
農
福
連
携
の
先
駆
者
と
と
ら
え
て
く
だ
さ
る
研
究
分
野
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
は
じ
め
た
当
時
は
、
そ
ん
な
き
れ
い

な
も
の
で
は
な
く
、
行
政
の
指
導
監
査
で
叩
か
れ
な
が
ら
も
、
信
念
を
も
っ
て
取
り
組
み
続
け
て
き
た
と
い

う
の
が
実
状
で
す
。

　

農
場
内
に
は
、
お
茶
の
荒
茶
工
場
を
設
置
し
た
り
、
豚
を
加
工
し
て
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
作
っ
た
り
で

き
る
就
労
型
の
施
設
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
言
う
と
、
そ
の
先
の
お
茶
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
や
豚
肉
の
加
工
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す
る
過
程
で
、
私
た
ち
が
や
っ

て
い
る
こ
と
は
「
価
値
に
な

る
」
と
感
じ
て
い
た
も
の
で
す

か
ら
、「
花
の
木
農
場
」
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

「
花
の
木
農
場
」
と
い
う
名
前

も
で
す
け
ど
、
商
品
開
発
の
名

花の木農場の全景　約40haの敷地に、茶園や野菜畑、ガラスハウスなどが広がる（豚舎は車で10分の
場所にある）。その他、敷地内に入・通所施設やグループホーム、アンテナショップ（農場レストラン）
もある。遠方に見える山は、薩摩半島の南端にある開聞岳。

品
を
販
売
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
し
、
農

場
外
で
は
、
鹿
児
島
市
内
な
ど
に
も
販
売
所
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
６
次
産
業
化
（
39
ペ
ー
ジ
注
）
と
い
う
と
こ
ろ

で
も
、
社
会
福
祉
法
人
の
基
礎
構
造
改
革
で
就
労
型
が
参

入
す
る
時
代
に
な
っ
て
、
い
ま
の
農
福
連
携
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。「
障
が
い
者
が
働
く
」
と
い
う
こ
と
に
世
間
が

着
目
し
た
こ
ろ
に
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
高
次
の
工
場
と

い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
っ
た
の
が
、
い
ま
か
ら
30
年

ほ
ど
前
で
す
。
当
時
は
「
花
の
木
農
場
」
と
い
う
名
称
は

な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
の
づ
く
り
を
し
て
販
売
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花の木農場の茶園　約7haの広さがあ
り、そこで、障がいのある方など、10
人ほどが働いている。茶園全体で、年間
90トンくらいの茶がとれ、農場内や鹿
児島市内の店で販売している。

豚舎で豚に餌を与える利用者　1年間に約2300頭の子豚が生まれ、180日ほど飼育したのち加工して、
ハムやソーセージ、ハンバーグなどの製品を製造・販売している。
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称
に
も
「
花
の
木
農
場
」
と
い
う
名
前
を
使
っ
た
り
、も
の
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、行
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
「
花
の
木
農
場
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
も
と
に
、

地
域
や
お
客
様
か
ら
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
か
た
ち
を
め
ざ
し
て
、
そ
の
取
り

組
み
を
現
在
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

白
鳩
会
が
半
世
紀
を
超
え
る
な
か
で
、
時
代
が
変
わ
っ
て
農
福
連
携
と
い
う
言
葉

が
市
民
権
を
え
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
白
鳩
会
も
半
世
紀
を
過
ぎ
る
と
法
人
と

し
て
、
言
葉
を
よ
く
い
え
ば
熟
成
し
て
き
て
い
る
ん
で
す
が
、
職
員
の
高
齢
化
、
利

用
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
に
も
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た

課
題
を
従
来
型
の
農
福
連
携
で
補
完
し
合
う
こ
と
だ
け
で
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い

く
と
い
う
価
値
観
は
、
消
え
て
は
い
な
い
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
か
ら
の
花
の
木
農
場

に
、そ
こ
だ
け
を
す
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、私
の
感
覚
で
は
や
や
難
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
農
福
連
携
を「
障
が
い
者
が
働
く
」と
と
ら
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
し
た
ら
、
花
の
木
農
場
で
は
、
そ
れ
と
は
違
う
変
化
が
起
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
い
わ
ゆ
る
「
農
福
連
携
」
は
「
障
が
い
者
が
農
業
で
働
く
」
だ
け
で
は

な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
、
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

中
村　
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、花
の
木
農
場
は
、東
京
ド
ー
ム
が
５
つ
入
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
非
常
に
広
い
農
場
で
、
お
茶
と
豚
だ
け
で
は
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な

作
物
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
職
員
と
利
用
者
を
配
置

し
て
、栽
培
量
の
拡
大
と
か
販
売
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
が
、年
齢
が
上
が
っ

花の木農場の製品



39　特集＝農業と障がい者福祉

て
、
職
員
も
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
く
る
な
か
で
、
同
じ
生
産
規
模
、
生
産
効
率
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
ん
で
す
ね
。
で
す
の
で
、
農
場
の
広
さ
の
維
持
、
マ
ス
と
し
て
の
売
上
を
キ
ー
プ

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
め
ざ
す
と
し
た
ら
、す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
す
。
こ
の
た
め
、

「
障
が
い
者
が
働
く
」
と
い
う
農
福
連
携
の
一
般
的
な
と
ら
え
方
で
花
の
木
農
場
を
維
持
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
、
い
ま
の
花
の
木
農
場
の
規
模
で
は
も
た
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
覚
を
私
は
持
ち
つ
つ
あ
る

ん
で
す
。

　

生
源
寺　
そ
こ
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
農
福
連
携
は
部
分
と
し
て
は
と
も
か

く
、
問
題
は
経
営
全
体
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

中
村　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

　

生
源
寺　
大
変
な
課
題
に
も
直
面
し
な
が
ら
で
す
が
、
障
が
い
者
の
障
が
い
の
中
身
に
も
よ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
養
豚
の
よ
う
な
家
畜
の
場
合
と
、
お
茶
の
栽
培
で
は
、
だ
い
ぶ
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
へ
ん
は
人
に
よ
っ
て
、
個
性
に
よ
っ
て
、
配
置
が
変
わ
る
場
合
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

中
村　
じ
つ
は
障
が
い
の
特
性
、
な
い
し
重
い
と
か
軽
い
と
か
の
程
度
区
分
は
も
ち
ろ
ん
無
視
は
で
き
な

い
ん
で
す
け
ど
、
単
純
に
、
障
が
い
が
重
い
か
ら
で
き
な
い
、
軽
い
か
ら
汎
用
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は

け
っ
し
て
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
が
農
福
連
携
の
あ
る
意
味
で
は
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
、
仕
事
を
細
分
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
仕
事
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
何
で
も
柔
軟
に
こ
な
せ
る
能
力
の

高
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
も
作
業
の
参
加
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　

一
方
、
で
き
る
こ
と
は
非
常
に
限
定
的
で
狭
い
ん
だ
け
ど
、
狭
い
分
野
の
専
門
家
と
い
う
か
、
一
つ
の
こ

と
し
か
で
き
な
い
ん
だ
け
ど
、
そ
こ
を
任
せ
て
お
け
ば
天
下
一
品
み
た
い
な
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。

【
６
次
産
業
化
】

　
農
業
な
ど
の
１
次
産
業
に
、
生
産
物

の
加
工
（
２
次
産
業
）、
販
売
・
流
通

の
３
次
産
業
の
１・２・３
次
産
業
を
合

わ
せ
て
６
次
産
業
と
い
い
、
そ
れ
を
進

め
る
こ
と
。
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そ
の
ピ
ー
ス
が
は
ま
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
障
が
い
特
性
の
重
い
方
、
ハ
ー
ド
な
方
に
見
つ
か
っ
た
と

き
に
は
、
ま
た
違
っ
た
喜
び
が
あ
る
ん
で
す
。　

　

社
会
福
祉
法
人
の
立
場
で
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
納
税
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
負
託
を
受
け
て
い
る

事
業
体
と
し
て
は
、
地
域
社
会
、
経
済
社
会
の
な
か
で
居
場
所
、
役
割
が
な
か
な
か
見
出
せ
な
い
方
々
に
対

し
て
、
農
福
連
携
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
い
な
が
ら
、
は
ま
る
場
所
を
探
す
と
い
う
こ
と
が
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
や
る
べ
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
が
、
生
産
性
の
追
求
と
役
割
を
天
び
ん
に
か
け
な
が

ら
や
っ
て
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
い
ま
の
中
村
さ
ん
の
お
話
に
つ
い
て
、
ご
質
問
が
あ
れ
ば
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
本　
先
ほ
ど
、
高
齢
化
し
て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
初
か
ら
通
わ
れ
て
い
る
と
か
勤

め
ら
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　

中
村　
は
い
、
そ
う
で
す
ね
。

　

中
本　
そ
れ
は
、
平
均
は
何
歳
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か
ら
、
当
初
は
味
方
が
少
な
く
て
、
だ
ん
だ

ん
理
解
者
が
増
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
職
員
と
し
て
、
長
く
勤
め
ら
れ
て
い
る
方
は
は
じ
め
か
ら

理
解
の
あ
る
方
で
、
お
父
さ
ま
と
つ
な
が
り
の
深
い
方
だ
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
方
な
の
か
、
気
に
な
り
ま

し
た
。

　

中
村　
大
隅
半
島
の
過
疎
の
地
域
は
、
非
常
に
地
縁
、
血
縁
が
濃
い
場
所
で
す
。
う
ち
は
名
家
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
祖
父
が
保
育
園
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
の
き
ょ
う
だ
い
を
ふ
く
め

て
両
親
の
仕
事
を
周
り
の
み
ん
な
が
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
土
地
柄
も
あ
っ
て
、
地
縁
、
血
縁
の
な

か
で
い
ろ
い
ろ
頼
ま
れ
た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
る
環
境
で
す
。
で
す
の
で
、
仕
事
に
対
し
て
の
共
感
と
い
う
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よ
り
も
、
単
純
に
応
援
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
い
ま
の
お
話
の
な
か
に
は
、
あ
る
意
味
で
は
日
本
の
農
村
社
会
の
特
徴
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
ね
。

　

中
村　
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
理
解
は
、
都
市
部
で
福
祉
施
設
を
立
地
し
て
い
く

と
き
の
住
民
運
動
と
は
ま
た
違
っ
た
と
ら
え
か
た
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
事
業
そ
の
も
の
へ
の
応
援
と
い
う

よ
り
も
、
知
っ
て
い
る
人
が
や
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん

雇
用
を
生
み
出
す
場
に
な
っ
て
く
る
と
、
う
ち
の
子
を
雇
っ
て
く
れ
な
い
か
み
た
い
な
お
願
い
が
あ
り
ま
し

て
、
当
時
は
毎
年
10
人
ぐ
ら
い
地
域
の
高
校
生
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。
福
祉
の
勉
強
と
か
何
も
し
て
い
な

い
若
い
子
た
ち
が
、
役
場
と
か
農
協
に
次
い
で
、
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
組
織
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

い
ま
で
は
人
材
採
用
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
大
変
な
ん
で
す
け
ど
ね
。
利
用
者
の
平
均
年
齢
は
、
い
ま
で
は
50
歳

を
少
し
超
え
る
く
ら
い
で
す
ね
。

　

中
本　
農
業
の
役
割
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
。

　

中
村　
二
極
化
し
て
い
ま
す
ね
。
昔
か
ら
い
る
40
年
以
上
バ
リ
バ
リ
働
い
て
き
た
方
々
の
な
か
に
は
65
歳

に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
最
近
で
は
10
代
、
20
代
で
、
知
的
障
が
い
者
と
い
う
よ
り
も
、
犯
罪
傾

向
に
あ
る
障
が
い
の
方
々
が
矯
正
施
設
か
ら
出
所
後
に
花
の
木
農
場
に
来
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
極
化
し
て

い
ま
す
。「
若
い
か
ら
仕
事
は
何
で
も
で
き
る
」
と
い
う
ほ
ど
単
純
で
は
な
く
て
、
こ
こ
は
ま
た
い
ろ
い
ろ

な
苦
労
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
に
は
ま
る
か
を
探
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
と
ま
た

違
っ
た
探
し
か
た
が
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
障
が
い
の
タ
イ
プ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
緒
に
共
同
で
作
業
す
る
面
も
あ
る
わ
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け
で
す
ね
。

　

中
村　
そ
う
で
す
ね
。
触
法
障
が
い
者
と
い
い
ま
す
け
ど
、
一
定
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
々
で
累
犯
の

方
が
う
ち
に
来
る
と
い
う
事
例
が
続
い
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
フ
ァ
ー
ム
の
農
福
連
携
の
取
り
組
み

　

生
源
寺　
次
に
森
下
さ
ん
か
ら
、
長
野
県
の
ウ
ィ
ズ
フ
ァ
ー
ム
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

森
下　
私
は
生
涯
で
２
回
死
に
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
１
回
目
が
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群＊

で
す
。
い

ま
で
は
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
自
体
は
死
ぬ
原
因
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
私
が
罹
っ
た
と
き
は
そ
う
で
は

な
く
て
、
原
因
も
あ
ま
り
わ
か
ら
な
く
て
、
急
に
歩
け
な
く
な
っ
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
握
力
も
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
地
元
の
病
院
で
は
、
症
状
か
ら
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
だ
ろ
う
と
診
断
さ
れ
て
、
う
ち

で
は
診
れ
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
隣
の
市
の
大
き
な
病
院
に
行
っ
て
改
め
て
診
て
も
ら
っ
た
ら
、
や
っ

ぱ
り
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
だ
と
診
断
が
で
て
、
主
治
医
の
先
生
か
ら
は
、「
進
行
が
速
い
か
ら
、
も
し
か

し
た
ら
今
晩
、
心
臓
が
止
ま
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
わ
れ
た
ん
で
す
。

　

当
時
、
治
療
方
法
は
、
人
工
透
析
で
血
液
を
外
に
出
し
て
き
れ
い
に
し
て
戻
す
か
、
血
液
製
剤
を
注
射
す

る
か
、と
い
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、当
時
の
血
液
製
剤
は
完
璧
で
は
な
か
っ
た
の
で
、「
Ｂ
型
肝
炎
、Ｃ
型
肝
炎
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
か
ら
治
療
方
法
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

と
言
わ
れ
て
、
体
に
負
担
が
少
な
い
血
液
製
剤
に
よ
る
治
療
を
選
ん
だ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
金
額
が

【
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
】

　

末
梢
神
経
の
障
が
い
に
よ
っ
て
脱

力
・
し
び
れ
・
痛
み
な
ど
の
症
状
が
起

き
る
病
気
。
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め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
高
か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、治
療
が
う
ま
く
い
っ

て
、
な
ん
だ
か
ん
だ
で
い
ま
こ
う
や
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

　

２
回
目
は
、
胃
カ
メ
ラ
を
飲
む
と
き
に
、
喉
に
キ
シ
ロ
カ
イ

ン
と
い
う
麻
酔
を
シ
ュ
シ
ュ
と
し
ま
す
が
、
１
年
目
は
大
丈
夫

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
２
年
目
に
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。
い
ま
は
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
は
使
え
な
い
の
で
、

歯
の
治
療
な
ど
を
す
る
と
き
も
、
別
の
麻
酔
薬
を
使
用
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

昔
け
っ
こ
う
ワ
ル
だ
っ
た
の
で
、「
罪
と
罰
」
じ
ゃ
な
い
で
す

け
ど
、悪
い
こ
と
し
た
報
い
な
の
か
な
と
か
思
い
な
が
ら
も
、「
な

ん
で
い
ま
生
き
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と

き
に
、「
悪
さ
を
し
て
き
た
か
ら
、
今
度
は
社
会
に
貢
献
し
な
さ

い
」
と
い
う
意
味
な
の
か
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
場
の
職
員
を
辞
め
て
、
居
酒
屋
を
経
営
し
て
い
る
と
き
に
、

居
酒
屋
に
来
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
の
な
か
で
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
が
い
て
、
そ
の
方
か
ら
「
一
生
懸
命
働
い
て
も
月
に
３
０

０
０
円
し
か
も
ら
え
な
い
ん
だ
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
ん
で
す
。

当
時
は
３
０
０
０
円
が
最
低
の
ラ
イ
ン
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。も
っ

と
い
い
方
法
が
な
い
の
か
を
私
な
り
に
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
、
そ

福祉的就労の種類とちがい　福祉的就労には、就労移行支援事業、就労継続支援A型事業、就労継続支
援B型事業の3つがあり、障がいのある人の状況によって、利用できる福祉サービスに違いがある。（厚
生労働省HPの情報をもとに作成）

福祉的就労

種類 就労移行支援事業 就労継続支援 A 型事業 就労継続支援 B 型事業

特徴

就職のために必要なス
キルを身につけ、一般
企業などへの就職に向
けて準備する。

雇用契約に基づく就労
が可能な障がい者が働
く。

雇用契約に基づく就労
が困難な障がい者が働
く。

雇用契約 なし あり なし

賃金 基本なし 給与が発生する 工賃が発生する

対象
障がいのある人、難病
のある人で、一般企業
への就職を希望する人

通常の一般企業などに
雇用されるのが困難な
人

通常の一般企業などに
雇用されるのが困難な
人

年齢制限 65 歳未満 65 歳未満 なし

利用期限 原則 2 年以内 なし なし
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の
と
き
は
じ
め
て
Ａ
型
事
業
所
、
Ｂ
型
事
業
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
株
式
会
社
ひ
だ
ま
り
を
立

ち
上
げ
て
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
参
入
し
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
農
園
の
一
番
の
特
徴
は
、
先
ほ
ど
中
村
さ
ん
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
農
作
業
を
細

分
化
す
る
こ
と
を
す
ご
く
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
り
ん
ご
栽
培
が
メ
イ
ン
で
、
世
の
中
の

方
は
、
障
が
い
者
の
方
に
果
樹
は
難
し
い
ん
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
農

作
業
を
細
分
化
す
る
こ
と
で
可
能
に
な
る
と
私
た
ち
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
摘て

き

果か

作
業
で
、
農
家
の
方
は
３
つ
の
摘
果
を
す
る
ん
で
す
。
そ
の
３
つ
の
作
業
を
分
解
し
て

りんごの花　たくさんの花が集まって咲
く。この1つの花房に複数の実ができるが、
摘果して、大きな実を1つだけ残す。

あ
げ
る
ん
で
す
。
１
つ
が
腋え

き

芽が

摘
果
で
す
。
２
年
枝
と
い
っ
て
、

去
年
伸
び
た
枝
に
つ
い
て
い
る
花
、
実
は
全
部
と
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
ね
。
と
い
う
の
は
、
去
年
伸
び
た
部
分
に
り
ん
ご
を
な

ら
し
て
も
お
い
し
く
な
い
り
ん
ご
が
な
っ
て
し
ま
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
で
き
た
花
、
実
を
と
っ
て
枝
を
休
ま
せ
て

あ
げ
て
、
翌
年
に
お
い
し
い
実
を
た
く
さ
ん
つ
け
て
も
ら
い
ま

す
。
私
た
ち
の
場
合
は
、
そ
の
去
年
伸
び
た
枝
が
わ
か
る
か
わ

か
ら
な
い
か
を
全
員
の
利
用
者
さ
ん
に
１
回
体
験
し
て
も
ら
っ

て
、
判
断
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
実
の
摘
果
で

す
。
簡
単
に
言
う
と
、
実
が
枝
の
上
に
の
っ
か
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
な
場
合
で
、
こ
れ
を
逆
さ
実
と
い
い
い
ま
す
。
り
ん
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ご
の
お
し
り
が
上
を
向
い
て
し
ま
っ
て
い
て
、
お
し
り
に
し
か

光
が
当
た
ら
な
い
の
で
、
お
い
し
い
り
ん
ご
に
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
全
部
と
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
条
件
の

悪
い
場
所
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
説
明
し
て
理
解
が
で
き

る
か
を
確
認
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
り
ん
ご
は
、
中
心
花
と
、
そ
の
周
り
に
側
花
が
あ
っ

て
、
こ
れ
を
１
つ
の
花
房
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
花

か
ら
実
が
で
き
ま
す
が
、
一
輪
摘
果
と
い
っ
て
、
こ
の
１
つ
の

花
房
の
な
か
で
、
一
番
大
き
い
実
だ
け
を
残
し
て
、
残
り
の
実

を
す
べ
て
と
り
ま
す
。
実
が
大
き
い
か
小
さ
い
か
が
判
断
で
き

れ
ば
い
い
の
で
、
ほ
ぼ
全
員
の
利
用
者
さ
ん
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
３
つ
の
作
業
に
分
け
る
こ
と
で
、
障
が
い
者
の
方

は
必
ず
ど
こ
か
の
作
業
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

り
ん
ご
栽
培
は
、
こ
の
摘
果
作
業
が
1
年
間
の
な
か
で
も
の

す
ご
く
作
業
時
間
が
長
い
の
で
、
摘
果
作
業
が
で
き
れ
ば
、
障

が
い
が
あ
っ
て
も
り
ん
ご
栽
培
が
で
き
る
ん
で
す
ね
。

　

わ
れ
わ
れ
は
も
と
も
と
農
家
で
な
か
っ
た
し
、
農
業
自
体
も

は
じ
め
て
だ
っ
た
し
、
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
農

業
は
や
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
農
業
を
勉
強

ウィズファームのりんご園　りんご園は1haの広さがある。障がいのある方など、16人が働き、ふじ、
つがる、シナノスイートなどのりんごを育てている。
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し
は
じ
め
た
の
が
障
が
い
を
も
っ
た
方
た
ち
と
一
緒
だ
っ
た
の
で
、
一
緒
に
「
こ
れ
は
あ
あ
だ
ね
。
こ
っ
ち

は
こ
う
だ
ね
」
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
自
然
に
い
ま
の
ス
タ
イ
ル
が
で
き
上
が
っ
た
ん
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
感
じ
で
は
じ
め
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
長
野
県
松
川
町
の
農
家
の
り
ん
ご
は
、「
松
川
町
の

り
ん
ご
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
、
そ
れ
こ
そ
農
協
に
出
荷
し
て
、
農
協
が
あ
ち
こ
ち

に
り
ん
ご
を
販
売
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
こ
か
で
食
べ
ら
れ
た
お
客
さ
ま
が
「
こ
の
お
い
し
い
り

ん
ご
は
ど
こ
の
だ
」
と
、
お
い
し
い
こ
と
に
気
づ
か
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客
さ
ま
が
直
に
農
家
さ
ん
か
ら

買
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

い
ま
実
際
に
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
い
る
の
は
、
Ｊ
Ａ
の
役
員
に
な
っ
た
方
と
、
高
齢
で
直
に
販
売
す
る
の
が

煩
わ
し
い
と
思
っ
て
い
る
方
だ
け
な
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
に
目
を
つ
け
た
当
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
方
が
、
そ
の
り

ん
ご
は
「
ふ
じ
」
と
い
う
品
種
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
市
場
に
出
回
ら
な
い
り
ん
ご
と
い
う
意

味
で
、「
幻
の
ふ
じ
」
と
名
づ
け
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
松
川
町
の
り
ん
ご
」「
松

川
町
の
ふ
じ
」
と
い
う
と
け
っ
こ
う
有
名
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
り
ん
ご
を
、
た
ま
た
ま
自
分

た
ち
も
栽
培
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
一
つ
の
強
み
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

実
際
、
農
家
さ
ん
た
ち
は
、
大
き
な
家
に
住
ん
で
、
い
い
車
に
乗
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
私
も
「
り
ん
ご

栽
培
を
や
っ
た
ら
大
き
な
家
に
住
ん
で
、
い
い
車
に
乗
れ
る
ん
だ
」
と
思
っ
て
何
の
気
な
し
に
は
じ
め
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
考
え
が
甘
か
っ
た
の
が
、
販
路
を
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

地
元
で
は
、
り
ん
ご
は
隣
近
所
か
ら
も
ら
う
も
の
と
い
う
意
識
で
、
り
ん
ご
を
買
う
と
い
う
意
識
は
ま
っ
た

く
な
い
ん
で
す
。

「
さ
あ
、
困
っ
た
ぞ
」
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
の
う
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
し
て
、
と
に
か
く
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り
ん
ご
の
味
と
、
私
た
ち
の
名
前
、
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ
て
、
フ
ァ

ン
を
増
や
す
こ
と
に
一
生
懸
命
だ
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
で
き
る
ほ
ど
資
金
に
余
裕
が
あ
る
わ
け

で
も
な
か
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
困
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
た
と

き
に
、
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
と
い
う
農
林
規
格
が
で
き
る
と
い
う
話

を
聞
い
て
、
も
し
か
し
た
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
一
つ
に
な
る
か

な
思
い
ま
し
て
、
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
取
得
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

た
だ
、
農
福
連
携
も
同
様
で
す
け
れ
ど
も
、
世
間
的
に
は
ノ
ウ

フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
知
ら
な
い
人
の
ほ
う
が
多
い
の
で
、
マ
ル
シ
ェ
で

販
売
す
る
と
き
に
は
、「
農
福
と
は
何
か
」
と
か
、「
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ

Ａ
Ｓ
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
丁
寧
に
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
う
す
る
と
、
お
客
さ
ん
は
不
思
議
な
も
の
で
、
や
っ
ぱ
り
ス

ト
ー
リ
ー
性
と
か
、
物
語
が
あ
る
商
品
を
買
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

し
か
も
多
少
値
段
が
高
く
て
も
、
物
語
が
あ
る
商
品
を
買
っ
て
く

れ
て
、
当
時
は
売
上
げ
は
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
な
か
で
も
、
４
、

５
年
ぐ
ら
い
赤
字
が
続
い
て
い
た
の
が
、
よ
う
や
く
黒
字
と
右
肩

上
が
り
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
ノ
ウ
フ

ウィズファームのりんご　「幻のふじ」と呼ばれる松川町のりんご。ノウフクJAS認証事業者のウィズ
ファームで栽培したりんごには、その証明となるノウフクJASのシールが貼られている。
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ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
は
じ
め
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
自
体
は
、
ま
だ
ま
だ
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
原
石
で
、
そ
れ
を
磨
く
の
は
、
ほ
ん
と
う
は
国
が
磨

い
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
は
わ
れ
わ
れ
事

業
者
が
磨
か
な
い
と
輝
い
て
こ
な
い
の
で
、
一
生
懸
命
磨
き
な

が
ら
販
売
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

銀
座
に
長
野
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
て
、
そ

こ
で
も
私
た
ち
の
り
ん
ご
を
販
売
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
昔
、

元
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
城
島
茂
さ
ん
が
私
た
ち
の
農
場
に
テ
レ
ビ
撮

影
で
来
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
撮
影
前
の
下
見

で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
さ
ん
が
１
回
来
た
ん
で
す
。「
私
た
ち
の
り
ん

ご
を
東
京
で
買
え
る
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
の
で
、「
銀
座

に
あ
る
長
野
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
買
え
ま
す
よ
」
と
お

伝
え
し
た
ん
で
す
。
で
も
、
実
際
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
さ
ん
が
買

い
に
行
っ
た
ら
、
ほ
か
の
農
家
さ
ん
の
り
ん
ご
は
あ
る
け
ど
、

私
た
ち
の
り
ん
ご
だ
け
売
っ
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
、
店
員
さ

ん
に
理
由
を
聞
い
た
ら
、「
り
ん
ご
が
納
品
さ
れ
る
と
、
ウ
ィ
ズ

フ
ァ
ー
ム
の
り
ん
ご
が
一
番
最
初
に
売
り
切
れ
る
」
と
店
員
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
不
思
議
に
思
っ
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
さ
ん

銀座NAGANO　東京・銀座にある長野県のアンテナ
ショップ。ウィズファームのりんごなど、長野県の特
産品を販売している。
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が
、「
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、
り
ん
ご
一
個
一
個
に
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
シ
ー
ル
が
貼
っ
て

あ
る
こ
と
、
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
意
味
を
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
店
員
さ
ん
が
お
客
さ
ん
に
説
明
し
て
く
れ

る
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
が
買
っ
て
く
だ
さ
る
。
都
会
の
ほ
う
が
エ
シ
カ
ル
消
費＊

に
対
す
る
意
識
が
高
く
て
、

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
り
ん
ご
の
木
に
は
、
普
通
樹
の
栽
培
と
、
わ
い
化
栽
培
が
あ
り
ま
す
。
か
ん
た
ん
に
い
い
ま

す
と
、
普
通
樹
の
栽
培
は
、
木
が
太
く
、
大
き
く
な
る
栽
培
で
、
わ
い
化
栽
培
は
台
木
が
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
、

木
を
あ
ま
り
大
き
く
し
な
い
で
栽
培
す
る
方
法
で
す
。
い
ま
農
家
さ
ん
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
、
わ
い
化
栽
培

と
か
高
密
植
栽
培
と
い
っ
た
栽
培
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

普
通
樹
の
木
は
、
実
が
と
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
10
年
近
く
か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
実

が
と
れ
ま
す
。
そ
の
木
を
切
っ
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
や
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
り
ん
ご
園
は
、
栽
培
の
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
ん
ご
園
を
そ
の
ま
ま
引
き

継
い
で
、
普
通
樹
を
生
か
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
普
通
樹
は
、
頂
部
優
勢
と
い
っ
て
、
枝

が
上
へ
上
へ
と
、
高
い
と
こ
ろ
に
向
か
っ
て
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
く
ん
で
す
。
で
す
の
で
、
普
通
樹
を
栽
培

す
る
一
般
の
農
家
さ
ん
は
高
所
作
業
車
を
も
っ
て
い
て
、
そ
の
高
所
作
業
車
で
上
ま
で
あ
が
っ
て
い
っ
て
り

ん
ご
を
と
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

当
初
は
、
高
所
作
業
車
の
導
入
も
考
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
利
用
者
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら
う
の

が
い
い
の
か
悪
い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
そ
う
す
る
よ
り
も
、
も
っ
と
低
く
仕
立
て
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
か
と
考
え
て
、
わ
れ
わ
れ
は
冬
の
剪
定
で
、
六
尺
（
約
１
８
０
cm
）
の
三
脚
の
５
段
目
ま
で

あ
が
っ
て
手
の
届
く
範
囲
の
高
さ
ま
で
に
、
木
を
低
く
仕
立
て
て
い
ま
す
。

【
エ
シ
カ
ル
消
費
】

　
社
会
的
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

事
業
者
や
商
品
を
応
援
し
な
が
ら
、
消

費
活
動
を
行
う
こ
と
。「
倫
理
的
消
費
」

と
も
い
う
。
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り
ん
ご
農
家
は
１
本
の
木
か
ら
い
か
に
た
く
さ
ん
の
実
を
と
る
か
が
、
収
入
ア
ッ
プ
に
直
接
つ
な
が
り
ま

す
が
、
従
来
の
栽
培
方
法
だ
と
枝
が
混
み
あ
い
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
、
特
に
障
が
い
の
あ
る
利
用
者
さ
ん
た
ち

に
は
危
険
が
あ
り
ま
す
。
作
業
に
没
頭
し
て
し
ま
い
、
す
ぐ
横
に
枝
が
あ
る
の
に
気
づ
か
な
く
て
、
横
を
向

い
た
と
き
に
枝
で
怪
我
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
う
し
た
危
険
を
な
く
す
た
め
に
も
枝
を

切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
普
通
の
農
家
さ
ん
よ
り
は
１
本
の
木
か
ら
と
れ
る
り
ん
ご
の
量
は
間
違

い
な
く
減
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ま
で
徹
底
し
て
安
全
に
や
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
私
た
ち
は
野
菜
関
係
は
有
機
栽
培
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
り
ん
ご
は
慣
行
栽
培
で
や
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
除
草
剤
は
い
っ
さ
い
使
わ
な
い
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
病
害
虫
の
防
除
を
し
ま
す
。
そ
の
防

除
で
枝
が
混
み
あ
っ
て
い
る
と
き
と
、
そ
う
で
な
い
と
き
で
農
薬
の
量
が
全
然
違
っ
て
、
混
み
あ
っ
て
い
な

い
と
、
少
な
い
量
で
す
み
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
で
も
障
が
い
者
の
人
が
入
っ
て
く
れ
て
、
枝
を
し
っ
か

り
切
る
の
で
、
太
陽
の
光
が
し
っ
か
り
当
た
る
よ
う
に
な
っ
て
、
り
ん
ご
の
色
づ
き
も
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、
私
た
ち
の
農
園
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
視
察
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
最
近
多
い
の
は
韓

国
か
ら
の
視
察
で
、
４
回
ほ
ど
来
て
い
ま
す
。
来
月
も
、
再
来
月
も
来
る
予
定
で
す
。
そ
の
視
察
の
目
的
は
、

「
農
福
連
携
」の
現
場
を
見
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。農
福
連
携
が
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、外
国
に
も
広
が
っ

て
い
け
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
言
い
ま
す
と
、
先
日
、
東
京
の
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
か
れ
た
「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
に
出

展
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
、
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
に
「
農
福
連
携
と
か
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
」

と
尋
ね
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
で
す
の
で
、
も
っ
と
も
っ
と
広
げ
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
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先
ほ
ど
中
村
さ
ん
も
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
私
た
ち
の
ス
タ
ッ
フ
も
利
用
者
さ
ん
も
高

齢
化
し
て
い
く
な
か
で
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
維
持
し
て

い
く
か
。
松
川
町
は
人
口
約
１
万
２
０
０
０
人
で
、
高

齢
化
率
も
け
っ
こ
う
高
め
な
町
で
す
が
、
町
長
が
儲
か

る
農
業
を
め
ざ
し
て
い
る
ん
で
す
。「
農
業
は
儲
か
ら

な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
、
儲
か
る
農
業

に
す
る
こ
と
が
ベ
ー
ス
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
農
福
連
携

と
は
ま
っ
た
く
切
り
離
し
て
、
農
業
だ
け
で
考
え
た
と

き
で
す
。
そ
の
儲
か
る
農
業
に
福
祉
を
う
ま
く
つ
な
げ

ら
れ
た
ら
、
利
用
者
さ
ん
の
工
賃
も
上
が
っ
て
、
利
用

者
さ
ん
も
潤
う
と
思
う
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
こ
で
働
く

職
員
の
利
益
を
ど
う
や
っ
て
追
求
す
る
の
か
と
い
う

と
、
報
酬
改
定
で
単
価
を
よ
く
し
て
も
ら
わ
な
い
限
り

は
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
令
和
９

年
度
の
報
酬
改
定
が
上
向
き
に
な
る
こ
と
を
す
ご
く
期

待
し
て
い
る
ん
で
す
。
財
務
省
が
厳
し
い
こ
と
を
い
っ

て
い
る
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
は
ど

う
な
る
か
、ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

「アグリフードEXPO東京2025」でのウィズファームの出展ブース　「アグリフードEXPO東京2025」
は、8月20日から2日間にわたって、東京ビッグサイトで開催された。国産の農林水産物・食品の商談
会でウィズファームは、ノウフクのぶどうやりんごに加え、ノウフクりんごでつくったりんごジュース
などをバイヤーに売り込んだ。
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い
ま
お
話
し
た
よ
う
な
感
じ
で
、
私
た
ち
の
場
合
は
、
み
ん
な
が
仲
間
、
チ
ー
ム
み
た
い
な
感
じ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
実
際
い
ま
も
同
じ
よ
う
な
雰
囲
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
当
初
、「
ひ
だ
ま
り
」
と
い
う
施
設
で
、
障
が
い
者
に
何
の
作
業
を
し
て

も
ら
う
か
を
考
え
た
と
き
に
、
私
が
や
っ
て
い
た
居
酒
屋
を
ラ
ー
メ
ン
屋
に
し
て
Ａ
型
事
業
所
の
従
た
る
事

業
所
と
し
、
そ
こ
に
利
用
者
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
て
働
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ー
メ
ン
屋
は
、
お
か

げ
さ
ま
で
い
ま
は
行
列
が
で
き
る
ぐ
ら
い
人
気
の
店
に
な
っ
て
、
Ａ
型
事
業
所
と
し
て
十
分
に
や
っ
て
い
け

る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
が
１
つ
だ
け
で
は
不
安
だ
と
思
い
ま
し
て
、
地
元
に
目
を
向
け
た
ら
、
り
ん
ご
栽
培
が
盛
ん
な
地
域

だ
っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
り
ん
ご
栽
培
に
参
入
し
て
い
ま
す
。

　

う
ち
は
小
さ
な
会
社
な
の
で
、
法
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
８
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
の
８
人
の
う
ち
２
人
が
、

触
法
者
と
知
的
障
が
い
者
な
ん
で
す
。
触
法
者
の
方
は
、
薬
物
を
や
ら
れ
た
方
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

う
ち
に
勤
め
て
い
て
も
最
初
の
う
ち
は
毎
月
１
回
、
保
護
司
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
く
の
と
同
時
に
、
保
護
観

察
所
に
行
っ
て
尿
検
査
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、「
大
丈
夫
」
と
い
う
判
断
で
、
問
題
な

く
働
い
て
い
ま
す
。

　

薬
物
依
存
症
の
方
は
、
依
存
症
か
ら
簡
単
に
抜
け
ら
れ
な
い
な
か
で
、
そ
の
人
は
執
行
猶
予
だ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
刑
務
所
に
は
入
ら
な
い
で
、
執
行
猶
予
中
に
う
ち
に
来
て
い
ま
し
た
。
保
護
観
察
所
の
方
が
本

人
に
「
よ
く
薬
物
に
手
を
出
さ
な
い
で
が
ん
ば
れ
た
ね
」
と
言
っ
た
ら
、「
農
業
を
や
っ
て
い
る
と
無
我
夢

中
で
。
あ
っ
と
い
う
間
に
５
時
、
６
時
に
な
っ
ち
ゃ
う
し
、
家
に
帰
る
と
疲
れ
て
い
て
す
ぐ
寝
て
し
ま
っ
て

す
ぐ
に
次
の
日
に
な
る
。
す
ご
く
い
い
生
活
ス
タ
イ
ル
が
で
き
て
い
て
、
薬
物
を
や
ろ
う
な
ん
て
い
う
気
に
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も
な
ら
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
よ
、
と
保
護
観
察
官
が
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
対
し
て
農
業
は
可
能
性
が
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
森
下
さ
ん
自
身
が
農
業
の
新
規
参
入
者
で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

　

森
下　
そ
う
で
す
ね
。

　

生
源
寺　
新
規
参
入
で
、
技
術
的
な
こ
と
、
あ
る
い
は
経
営
を
学
ぶ
プ
ロ
セ
ス
と
、
農
福
連
携
で
障
が
い

者
の
方
、
あ
る
い
は
薬
物
中
毒
の
経
験
者
の
方
を
組
み
込
ん
で
事
業
を
う
ま
く
作
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
を
同

時
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。
中
村
さ
ん
の
白
鳩
会
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
「
こ
う
い
う
か
た
ち
が
農
福
連
携
で
す
よ
」
と
い
う
典
型
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
障
が
い

者
雇
用
施
設
、
あ
る
い
は
社
会
福
祉
法
人
が
起
点
と
な
っ
て
農
業
に
取
り
込
む
タ
イ
プ
。
も
う
１
つ
は
、
農

業
法
人
と
い
う
か
、
農
業
の
側
か
ら
福
祉
法
人
な
ど
に
対
し
て
農
作
業
を
委
託
し
て
、
農
業
経
営
側
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
タ
イ
プ
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
中
村
さ
ん
、
森
下
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
ま
す
と
、
そ
う
単

純
な
話
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
展
開
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
深
み
が
増
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

周
囲
の
農
家
と
の
関
係
は
？

　

岡
村　
私
か
ら
２
つ
伺
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
お
二
人
と
も
、
も
と
も
と
農
業
を
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
新
潟
で
農
業
に
関
わ
り
ま
し
た
が
、
農
業
を
知
ら
な
い
と
な
か
な
か
参

入
し
に
く
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
で
、
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
農
家
の
方
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
の
か
。
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も
う
１
つ
は
、
農
福
連
携
に
関
わ
る
農
業
は
有
機
志
向
が
強
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
従
来
の
日
本
の
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
農
家
さ
ん
た
ち
か
ら
す
る
と
、
け
っ
こ
う
敵
認
定
さ
れ
や
す
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
周
り
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
あ
の
人
た
ち
は
違
う
世
界
の
人
だ

か
ら
」
と
い
う
感
じ
の
反
応
な
の
か
、
い
ろ
い
ろ
バ
チ
バ
チ
と
や
り
あ
っ
た
の
か
、
お
教
え
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

　

中
村　
私
は
農
業
も
福
祉
も
学
校
で
学
ん
で
い
な
い
の
で
、
自
分
が
中
心
に
な
っ
て
花
の
木
農
場
、
白
鳩

会
を
引
っ
張
る
と
い
う
感
覚
は
じ
つ
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て

責
任
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
な
が
ら
も
、
自
分
が
考
え
て
い
る
世
界
観
を
現
場
で
主
張
す
る
と
い
う
意
識
は

な
い
ん
で
す
。
で
も
、
職
員
は
農
家
出
身
で
、
得
意
分
野
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
し
、
私
自
身
は
農
業
が
素
人

で
も
、
農
業
大
学
な
ど
で
、
お
茶
、
養
豚
の
専
門
性
を
身
に
つ
け
て
い
る
職
員
が
い
ま
す
の
で
、
ま
っ
た
く

の
素
人
集
団
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
の
づ
く
り
を
す
る
以
上
は
、
し
っ
か
り
と
ク
オ
リ
テ
ィ
を
追
求
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
も
意
識
し
て
い
ま
す
。
自
分
だ
け
で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
技
術
者
、
指
導
者
は

採
用
で
き
な
く
て
も
、
周
り
か
ら
講
師
で
招
い
た
り
は
常
に
や
っ
て
い
ま
す
。
商
品
開
発
で
も
、
専
門
性
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
は
父
の
時
代
か
ら
ず
っ
と
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
岡
村
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
か
自
然
栽
培
だ
け
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
花
の
木
農
場
は
規
模
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。
規
模
を
追
求
す
る
と

農
薬
を
使
っ
た
り
、
必
ず
し
も
有
機
栽
培
で
は
な
い
農
業
を
取
り
入
れ
て
い
か
な
い
と
経
営
し
て
い
け
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
最
近
で
は
、
お
茶
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
移
行
し
て
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
と
っ

て
お
り
ま
す
。
以
前
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
普
通
の
慣
行
栽
培
の
お
茶
農
園
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
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す
か
ら
、
う
ち
は
農
業
分
野
で
は
地
域
と
の
あ
つ
れ
き
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
技
術
の
習
得
に
関

し
て
も
、
来
る
も
の
拒
ま
ず
、
積
極
的
に
外
部
の
技
術
を
受
け
入
れ
て
き
た
背
景
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
森
下
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

森
下　
技
術
的
な
部
分
は
、
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
に
な
っ
て
Ｊ
Ａ
か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

し
、
私
は
昔
、
空
手
道
場
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
周
り
の
り
ん
ご
農
家
さ
ん
は
み
ん
な
お
弟
子
さ
ん
た
ち

だ
っ
た
ん
で
す
。
で
す
の
で
、
り
ん
ご
栽
培
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、「
ち
ょ
っ
と
教
え
て
く
れ
よ
」

と
連
絡
す
る
と
す
ぐ
飛
ん
で
き
て
、
居
酒
屋
の
生
ビ
ー
ル
を
ご
ち
そ
う
し
て
、
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
う

い
う
つ
な
が
り
が
田
舎
の
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
技
術
的
に

は
困
ら
な
か
っ
た
し
、
す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
た
当
時
、
周
り
の
人
は
、「
障
が
い
者
に
農
業
で
き
る
の
？
」
と
、
は
っ
き
り
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
実
際
に
農
業
が
で
き
て
い
る
姿
を
見
て
、
う
ち
が
や
っ
て
い
る
圃
場
の
隣
に
あ
る
り
ん
ご

農
家
さ
ん
は
、「
あ
と
５
年
後
に
自
分
は
75
歳
に
な
っ
て
、
も
う
り
ん
ご
を
や
ら
な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
た

だ
で
土
地
を
や
る
か
ら
、
引
き
継
い
で
く
れ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
で
は
周
り
の
人
も
、
障

が
い
者
の
人
も
農
業
で
活
躍
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
く
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
野
菜
は
有
機
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
周
り
か
ら

「
あ
れ
は
何
だ
」
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

　

森
下　
松
川
町
は
積
極
的
に
学
校
給
食
に
有
機
を
取
り
入
れ
て
い
る
町
な
の
で
す
が
、
自
分
た
ち
も
ふ
く

め
て
、
果
樹
の
有
機
は
も
の
す
ご
く
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
果
樹
は
み
な
さ
ん
も
さ
す
が

に
有
機
は
手
が
け
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
野
菜
は
、
ほ
か
の
農
家
さ
ん
も
「
お
れ
も
有
機
に
し
て
み
よ
う
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か
な
」
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
け
っ
こ
う
い
ま
す
ね
。

　

生
源
寺　
私
は
１
９
７
０
年
に
大
学
に
入
学
し
た
ん
で
す
が
、
当
時
、
有
機
栽
培
は
変
わ
り
者
、
あ
る
い

は
学
生
運
動
く
ず
れ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
現
在
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
変

わ
っ
た
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
年
齢
の
高
い
人
の
な
か
に
は
「
あ
れ
は
何
だ
」
と
い
う
人

も
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
変
わ
っ
た
わ
け
で
、
特
に
新
規
参
入
の
比
較
的

若
い
層
は
、
た
と
え
ば
20
代
、
30
代
の
方
は
、
有
機
栽
培
に
取
り
組
む
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
で
て

い
ま
す
。
有
機
に
関
す
る
世
の
中
の
流
れ
は
か
な
り
変
わ
っ
た
な
と
い
う
感
じ
は
し
ま
す
ね
。
お
二
人
と
も

そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か
り
や
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
周
り
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

農
福
連
携
に
よ
っ
て
か
わ
る
地
域
社
会
と
人
間
関
係
の
あ
り
か
た

　

岡
村　
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
誌
と
い
う
こ
と
で
い
い
ま
す
と
、
お
二
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
け
こ
む
力

が
す
ご
く
あ
り
ま
す
よ
ね
。
空
手
の
お
弟
子
さ
ん
が
周
り
に
い
る
と
か
、
地
域
に
知
り
合
い
が
た
く
さ
ん
い

る
と
か
、
け
っ
こ
う
大
事
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。
地
域
に
と
け
こ
ん
で
い
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
す
る
団
体
で
も
、
周
り
の
人
た
ち
と
あ
つ
れ
き
を
生
ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
お
二
人

か
ら
は
そ
う
い
う
気
配
が
全
然
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
が
成
功
の
秘
訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

生
源
寺　
ま
さ
に
地
域
社
会
、
特
に
農
村
部
に
は
根
っ
こ
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
新
規
参
入
と
い
う
か
た
ち

で
来
ら
れ
た
方
で
も
、
け
っ
こ
う
苦
労
さ
れ
て
、
結
局
出
て
行
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
ん
で

す
ね
。
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
森
下
さ
ん
は
中
学
の
時
か
ら
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
む
し
ろ
地
元
の
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人
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
地
域
に
は
外
か
ら
来
た
人
も
受
け
入
れ
る
感
覚
は
あ
る
と
考

え
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

　

森
下　
そ
う
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
町
は
受
け
入
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
住
む
家
が
全
然
な
い
。
そ
こ
が
町
で

も
非
常
に
困
っ
て
い
て
、
空
き
家
は
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
空
き
家
も
財
産
な
の
で
、
貸
し
た

く
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
い
て
、
そ
こ
が
受
け
入
れ
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
年
、
４
年
ぐ
ら
い
前
の
話
で
す
け
ど
、
府
中
に
あ
る
少
年
院
か
刑
務
所
か
か
ら
、
う
ち
の
Ｂ
型
事
業
所

で
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う
方
が
い
る
と
い
う
連
絡
を
い
た
だ
い
て
、
私
た
ち
は
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
で
す
よ
」

と
お
伝
え
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
町
に
住
む
と
こ
ろ
が
な
く
て
、
県
の
行
政
に
も
間
に
入
っ
て
も
ら
っ
た

ん
で
す
が
、
通
勤
範
囲
内
に
住
む
家
が
見
つ
か
ら
な
く
て
、
そ
の
話
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

　

10
月
４
日
、５
日
に
町
で
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
行
事
を
す
る
ん
で
す
。
１
日
目
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
し
て
、

２
日
目
に
う
ち
の
農
場
で
農
作
業
体
験
を
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
今
日
も
ひ
き
こ
も
り
支
援
を
さ

れ
て
い
る
団
体
の
方
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
農
業
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
う
ち
の
Ｂ
型
事

業
所
を
利
用
で
き
る
の
か
、
住
む
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
で
、
基
本
的
に
う
ち
は
ウ
ェ
ル

カ
ム
な
の
で
い
い
ん
で
す
け
ど
、
じ
つ
は
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
町
と
相
談
し
な
が
ら
お

返
事
し
ま
す
」
と
回
答
は
し
た
ん
で
す
。

　

生
源
寺　
お
二
人
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
て
、
中
本
さ
ん
は
ご
質
問
あ
り
ま
す
か
。

　

中
本　
先
ほ
ど
森
下
さ
ん
が
「
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
と
か
農
福
連
携
の
認
知
度
を
も
っ
と
高
め
な
い
と
い
け

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、じ
つ
は
私
、
今
年
の
年
初
め
に
、
別
の
案
件
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
、２
０
０
０
人
に
、「
農
福
連
携
を
知
っ
て
い
ま
す
か
、
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
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と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
み
た
ん
で
す
。

　

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
知
っ
て
い
る
人
は
ほ
ん
と
う
に
少
な
か
っ
た
。「
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
」「
知
っ
て
い
ま
す
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
知
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
回
答
が
２
０
０
０
人
の
う

ち
の
10
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
ん
で
す
。
年
齢
で
い
う
と
、
20
代
の
若
い
世
代
の
15
％
ぐ
ら
い
は
「
知
っ
て

い
ま
す
」
と
い
う
感
じ
で
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
割
合
が
高
い
。

　

そ
れ
を
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
と
比
較
し
て
み
た
ら
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
は
年
代
に
関
係
な
く
「
知
っ
て
い
ま
す
」
と
い

う
人
は
３
割
以
上
い
る
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
も
、
い
ま
若
い
人
し
か
知
ら
な
い
け
ど
、

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
よ
う
に
普
及
し
て
い
く
と
、
年
齢
差
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

生
源
寺　
岡
村
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

岡
村　
お
二
人
が
触
法
者
を
支
援
し
て
い
る
と
聞
い
て
す
ご
く
感
銘
を
受
け
た
ん
で
す
。
さ
っ
き
私
は

ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
も
支
援
し
て
い
る
と
言
い
ま
し
た
け
ど
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
の
な
か
に
は
け
っ
こ
う
触
法

者
の
方
も
い
る
ん
で
す
。
だ
い
た
い
は
軽
犯
罪
の
繰
り
返
し
の
方
が
多
く
て
、
最
初
だ
け
重
た
い
犯
罪
と
い

う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、
な
か
に
は
、
前
科
10
犯
で
、
ず
っ
と
刑
務
所
に
い
ま
し
た
と
い
う
人
も
い
る
ん

で
す
。
要
す
る
に
居
場
所
が
な
い
、帰
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
、仮
釈
放
も
な
い
。
ず
っ
と
刑
務
所
の
中
に
い
て
、

外
に
出
た
ら
寂
し
く
て
、万
引
き
し
て
ま
た
刑
務
所
に
戻
っ
ち
ゃ
う
み
た
い
な
人
が
い
る
。「
居
場
所
が
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
重
要
な
問
題
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
人
の
受
け
皿
と
し
て
、
農
福
連
携
は
重
要
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
思
う
ん
で
す
が
、
も
と
も
と
日
本
の
農
福
連
携
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
農
業

サ
イ
ド
か
ら
で
き
て
、
農
家
の
人
が
高
齢
化
し
て
働
き
手
が
い
な
く
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
周
り
を
見
た
ら
、
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発
達
障
が
い
の
元
気
な
人
が
い
た
。「
元
気
な
発
達
障
が
い
の
人
に
働
い
て
も
ら
っ
た
ら
、
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ

ン
だ
」
み
た
い
な
話
が
多
い
ん
で
す
。

　

一
方
で
、
オ
ラ
ン
ダ
と
か
イ
タ
リ
ア
を
見
て
み
る
と
、
発
達
障
が
い
の
人
も
い
る
ん
で
す
が
、
触
法
の
方

と
か
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
、
長
期
失
業
で
自
信
を
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
人
、
あ
と
は
薬
物
中

毒
の
人
が
中
心
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
だ
と
う
つ
病
の
方
も
農
園
で
働
い
て
い
ま
す
ね
。
精
神
科
医

と
し
て
言
い
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
軽
症
だ
っ
た
ら
、
薬
よ
り
も
も
し
か
し
た
ら
農
園
の
ほ
う
が

心
身
に
い
い
か
も
し
れ
な
い
な
と
思
う
ん
で
す
。

　

日
本
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
若
く
て
元
気
な
発
達
障
が
い
の
人
が
中
心
と
な
り
が
ち
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で

い
い
し
、
そ
れ
を
べ
つ
に
悪
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
柱
の
一
つ
と
し
て
、

も
う
一
つ
の
柱
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
今
後
さ
ら
に
高

齢
化
し
て
い
く
な
か
で
、
高
齢
者
の
居
場
所
、
活
躍
の
場
、
出
番
と
役
割
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
。

お
二
人
は
農
業
と
い
う
経
済
活
動
の
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
も
戦
っ
て
い
け
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
た
と
え
ば

高
齢
者
の
ケ
ア
を
取
り
入
れ
て
し
ま
う
と
、
や
は
り
生
産
性
は
落
ち
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
農
福
連
携
の
あ
り
か
た
も
変
わ
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、
さ
っ
き
中
村
さ
ん
が
経
営

が
だ
ん
だ
ん
苦
し
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
は
、
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。

　

中
村　
そ
う
で
す
ね
。
お
茶
、
養
豚
経
営
は
、
付
加
価
値
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
大
き
い
ん
で
す
け
ど
、

商
品
を
販
売
す
る
こ
と
を
資
金
調
達
の
ツ
ー
ル
と
と
ら
え
た
場
合
に
は
、
基
本
的
に
は
収
量
を
上
げ
て
流
通

に
で
き
る
だ
け
の
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
こ
に
対
し
て
の
人
材
供
給
が
難
し
く
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な
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
ど
う
や
ら
行
き
詰
り
そ
う
だ
な
と
い
う
感
覚
は
、
令
和
元
年
に
理
事
長
職
を
引
き

継
い
だ
と
き
か
ら
あ
り
ま
す
。

　

で
も
、
農
地
を
縮
小
す
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
事
業
継
承
の
な
か
で
土
地
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
と
い

う
と
き
に
、
農
福
連
携
が
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
で
、
生
産
性
と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
で
と
ら
え
て
い
る
背

景
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
私
は
そ
う
で
は
な
く
て
、「
ピ
ー
ス
が
は
ま
っ
た
と
き
の
利
用
者
の
居
場
所
と
役

割
が
輝
く
」
み
た
い
な
と
ら
え
か
た
を
常
々
し
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
農
場
の
な
か
で
そ
う
い
う
喜
び
を

感
じ
た
と
き
に
覚
え
る
あ
る
種
の
感
動
は
、
け
っ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
組
織
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
て
、
や
り

か
た
に
よ
っ
て
は
、
地
域
の
方
、
さ
ら
に
は
花
の
木
農
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
方
に
も
共
有
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

つ
ま
り
、
体
験
と
か
交
流
を
生
み
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
生
産
活
動
を
行
わ
な
く
て
も
、
も
の
づ

く
り
体
験
、
先
ほ
ど
森
下
さ
ん
も
農
園
で
の
体
験
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
ま
さ
に
そ
の

こ
と
が
農
場
に
来
る
目
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
大
事
な
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。

　

い
ま
は
障
が
い
者
福
祉
の
な
か
で
も
体
験
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い
る
法
人
は
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
少
な

く
て
、
障
が
い
者
が
も
っ
て
い
る
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
潜
在
的
な
価
値
と
い
い
ま
す
か
、
彼
ら
が
も
っ
て

い
る
役
割
を
社
会
の
な
か
で
発
揮
で
き
る
に
は
、
が
ん
ば
っ
て
働
く
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
同
じ
よ
う
な

悩
み
、
あ
る
い
は
違
う
悩
み
を
も
っ
た
方
々
、
も
し
く
は
健
常
者
で
あ
っ
て
も
つ
ら
い
体
験
を
も
っ
た
方
々

が
、
一
緒
に
活
動
し
、
時
間
を
共
有
し
た
と
き
に
生
み
だ
す
新
し
い
安
心
と
か
生
き
る
力
み
た
い
な
も
の
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
こ
を
か
た
ち
に
で
き
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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農
業
と
福
祉
の
バ
ラ
ン
ス

　

生
源
寺　
私
、
冒
頭
に
非
常
に
軽
く
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
な
ど
と
申
し
あ
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
岡
村
さ
ん
の
論
文
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
ど
、「
農
家

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
い
く
か
、
福
祉
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
い
く
か
」
と
い
う
表
現
を
使
わ
れ
て
い
て
、
農
業
経
営

側
を
優
先
的
に
考
え
る
か
、
福
祉
、
障
が
い
者
の
就
労
の
あ
り
か
た
を
優
先
的
に
考
え
る
の
か
が
問
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。
場
合
に
よ
る
と
、
ど
ち
ら
か
に
偏
り
す
ぎ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
お
二
人

の
取
り
組
み
は
そ
こ
を
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
、
つ
ま
り
年
月
の

経
過
と
と
も
に
別
の
レ
ベ
ル
に
到
達
し
な
が
ら
、
両
者
を
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
に
す
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

岡
村　
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
く
て
、
お
二
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
農
業
の
こ
と
も
し
っ
か
り
考
え

て
い
る
し
、
福
祉
の
こ
と
、
特
に
人
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
極
端
な
こ
と
を

言
う
と
、
儲
か
る
こ
と
だ
け
を
考
え
た
ら
、
元
気
な
障
が
い
の
あ
る
方
を
集
め
て
き
て
、「
働
け
、
働
け
」

と
や
れ
ば
い
い
わ
け
だ
し
、逆
に
、福
祉
マ
イ
ン
ド
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
し
ま
う
と
、政
府
の
お
金
で
、「
安

心
な
こ
と
だ
け
や
っ
て
い
て
い
い
よ
、
疲
れ
た
ら
休
ん
で
い
い
よ
、
ゲ
ー
ム
や
っ
て
て
い
い
よ
」
み
た
い
な

感
じ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
り
す
る
。
私
も
医
療
福
祉
系
な
の
で
、
福
祉
は
ど
う
し
て
も
囲
い
こ
ん
で
し
ま
う
。

ど
っ
ち
も
よ
く
な
い
で
す
よ
ね
。
経
済
原
理
だ
け
じ
ゃ
だ
め
だ
し
、
福
祉
マ
イ
ン
ド
だ
け
で
も
だ
め
で
、
そ

の
あ
い
だ
を
う
ま
く
つ
な
い
で
い
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
、
た
ぶ
ん
、
お
二
人
が
本
能
的
に
や
っ
て
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い
ら
っ
し
ゃ
る
な
か
に
そ
れ
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
特
に
森
下
さ
ん
は
居
酒
屋
と
か
ラ
ー
メ
ン
屋
と
か
い

ろ
ん
な
起
業
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
そ
う
い
う
工
夫
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

森
下　
う
ち
は
高
齢
者
に
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
こ
そ
摘
果
作
業
が
忙
し
く
て
作
業
が
間
に
合

わ
な
そ
う
な
と
き
に
は
、
地
元
の
高
齢
者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
お
願
い
す
る
地
元
の
高
齢
者
の
方
た
ち

は
み
な
さ
ん
農
業
経
験
が
あ
る
方
な
の
で
、
私
た
ち
よ
り
も
摘
果
作
業
が
速
い
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
方
た

ち
に
も
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

重
き
を
置
い
て
い
る
の
が
農
業
な
の
か
福
祉
な
の
か
と
い
う
話
で
い
う
と
、す
ご
く
難
し
い
ん
で
す
け
ど
、

私
た
ち
は
携
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
人
が
、
障
が
い
が
あ
る
方
や
ひ
き
こ
も
り
の
方
、
触
法
者
、
高
齢
者
と
、

た
ま
た
ま
福
祉
で
く
く
れ
る
人
だ
け
で
あ
っ
て
、
一
緒
に
す
る
作
業
が
た
ま
た
ま
農
業
だ
っ
た
と
い
う
よ
う

な
、
そ
ん
な
ラ
フ
な
イ
メ
ー
ジ
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
も
た
ま
た
ま
成
功
し
て
い
て
、「
育
て
る
」
と
い
う
言

い
方
は
す
ご
く
お
こ
が
ま
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
人
を
育
て
る
こ
と
が
イ
コ
ー
ル
農
業
を
ふ
く
め

た
地
域
を
育
て
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

中
本　
い
ま
の
農
業
か
福
祉
か
と
い
う
こ
と
で
、
岡
村
さ
ん
が
さ
っ
き
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
海
外
の
事
例

で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ケ
ア
フ
ァ
ー
ム
だ
と
農
家
さ
ん
が
福
祉
事
業
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
は
、
日
本
で
も

あ
り
う
る
か
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
制
度
を
農
家
さ
ん
が
積
極
的
に
活
用
し
て
ケ
ア
を
提
供
し
、
そ
れ

を
収
入
源
の
一
つ
と
す
る
取
り
組
み
か
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
、
中
村
さ
ん
、
森
下
さ

ん
は
、
参
考
に
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
か
ら
、
森
下
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
韓
国
か
ら
の
視
察
に
つ
い
て
、
韓
国
は
治
癒
農
業
と
い
う
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言
い
方
を
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
ど
う
い
っ
た
方
が
視
察
に
来
ら
れ
て
い
る
の
か
。
福
祉
系
の
方
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

森
下　
い
ま
ま
で
韓
国
か
ら
視
察
に
来
た
人
た
ち
は
、
全
部
農
業
サ
イ
ド
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
視
察
に
こ

ら
れ
る
の
も
、
２
回
と
も
農
業
サ
イ
ド
で
す
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
海
外
の
事
例
は
べ
つ
に
何
も
参
考
に
し
て
い
ま
せ
ん
ね
。

　

生
源
寺　
オ
ラ
ン
ダ
は
、
国
の
制
度
に
よ
っ
て
支
え
て
い
て
、
変
な
話
で
す
け
ど
、
決
ま
っ
た
や
り
か
た

で
や
ら
な
い
と
だ
め
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

都
会
に
お
け
る
農
福
連
携

　

生
源
寺　
地
域
社
会
と
の
関
係
と
い
う
面
で
は
、
お
二
人
と
も
農
村
部
で
、
非
常
に
し
っ
か
り
し
た
取
り

組
み
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
都
市
圏
は
、
障
が
い
者
、
ひ
き
こ
も
り
の
方
、
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か

の
方
も
か
な
り
高
い
密
度
で
お
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
と
、
都
市
で
あ
る
が
ゆ
え
に
園
芸
に
対
す
る
あ
こ
が

れ
み
た
い
な
も
の
が
強
い
と
い
う
面
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　

岡
村　
私
は
、
東
京
・
板
橋
区
の
高た

か

島し
ま

平だ
い
らで
農
園
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
質
問
に
は
、
私
か
ら
お
話

し
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

　

新
潟
で
農
園
を
や
っ
て
す
ご
く
よ
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
都
会
で
も
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
て
、
高

島
平
で
農
園
を
は
じ
め
た
ん
で
す
が
、
都
会
は
農
業
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人
が
少
な
い
ん
で
す
ね
。
新
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潟
で
は
基
本
的
に
み
ん
な
農
作
業
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
農
業
技
術
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
困
ら
な

い
ん
で
す
。
た
だ
、
新
潟
で
地
域
の
高
齢
者
の
方
に
、「
農
業
を
や
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
認
知

症
が
あ
っ
て
も
農
業
を
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
と
、
み
ん
な
「
米
作
り
は
死
ぬ
ほ
ど
や
っ
て
き
た
し
、
あ

ん
な
こ
と
は
も
う
や
り
た
く
な
い
」
と
い
う
ん
で
す
ね
。
で
も
都
会
だ
と
、
経
験
者
が
少
な
い
う
え
に
、
農

業
と
か
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
、
お
金
持
ち
の
道
楽
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
か
、
み
ん
な
す
ご
く
や
り
た

が
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
新
潟
で
は
移
動
手
段
が
な
い
こ
と
も
課
題
で
し
た
が
、
都
会
は
、
交
通
が
便

利
。
特
に
高
島
平
の
よ
う
な
マ
ン
モ
ス
団
地
だ
と
、
雨
の
日
で
も
濡
れ
な
い
で
農
園
ま
で
来
ら
れ
る
人
も
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
僕
ら
が
板
橋
本
町
の
小
さ
い
農
園
を
や
る
と
き
に
、
参
加
す
る
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ

テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
／
人
生
の
満
足
度
）
と
認
知
機
能
を
調
べ
た
ん
で
す
。
都
会
の
認
知
機
能
が
低
下
し

た
高
齢
者
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
っ
て
、
あ
ま
り
人
と
接
す
る
機
会
が
な
い
。
僕
ら
の
農
園
は
小
さ
い
ん
で
す

け
ど
、
そ
こ
で
少
し
農
作
業
を
す
る
だ
け
で
も
、
す
ご
い
元
気
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
も
し
か
し
た
ら

高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
か
認
知
機
能
と
か
の
効
果
は
、
都
会
の
ほ
う
が
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。
田
舎
で
は
も

と
も
と
庭
や
畑
で
家
庭
菜
園
を
け
っ
こ
う
や
っ
て
い
る
の
で
、「
い
い
取
り
組
み
で
す
ね
。
で
も
、
う
ち
の

菜
園
も
け
っ
こ
う
忙
し
い
ん
で
す
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
都
会
は
無
限
の
可
能

性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
福
連
携
の
よ
う
な
取
り
組
み
、
人
々
を
つ
な
げ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
政
治

的
な
発
言
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
国
防
と
か
防
災
に
も
役
に
立
つ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば

地
震
と
か
が
起
き
た
と
き
、
誰
も
知
り
合
い
が
い
な
い
と
助
け
あ
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
あ
ま
り
隣
人
に
干



65　特集＝農業と障がい者福祉

高島平団地（東京都板橋区）　昭和40年代に開発された代表的なマンモス団地のひとつ。地下鉄で都心
部と結ばれ、大手町まで約30分と交通の利便性がよく、周辺にも住宅地が広がっている。

じゃがいもを育てている
プランター

高島平にある農園で野菜を育てる
地域住民



66

渉
し
な
い
東
京
の
よ
う
な
場
所
で
も
、
農
園
で
知
り
合
い
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
お
互
い
に
防
災
力
が
高
ま
る
。

高
島
平
で
一
緒
に
農
園
を
や
っ
て
た
人
た
ち
は
、
鍋
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
す
ご
く
可
能

性
が
あ
る
領
域
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ウ
フ
ク
商
品
を
さ
ら
に
普
及
す
る
に
は

　

生
源
寺　
先
ほ
ど
森
下
さ
ん
か
ら
エ
シ
カ
ル
消
費
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
情
報
を

ど
う
い
う
か
た
ち
で
買
う
側
、
あ
る
い
は
都
会
の
人
々
に
伝
え
る
か
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
課
題
と
し
て
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
制
度
は
立
ち
上
が
っ
て
か
ら
そ
ん
な
に
時
間
が
経
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
広
が
り
が
出
て
く
る
か
な
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
何
か
あ
り
ま
す
か
。

　

森
下　
農
福
の
産
品
だ
け
を
扱
う
商
談
会
を
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
て
、
今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

い
ま
は
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
も
農
福
の
産
品
を
目
当
て
に
来
る
ん
で
す
が
、
私
が
１
年
目
と
２
年
目
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
た
と
き
に
、
貼
っ
て
あ
る
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
シ
ー
ル
を
見
て
、「
こ
れ
、
何
？
」
と
聞
い
て
く
れ

た
の
が
星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、
星
野
リ
ゾ
ー
ト
さ
ん
の
２
つ
の
ホ
テ
ル
が
う
ち
の

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を
納
入
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の

シ
ー
ル
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
商
談
会
で
、
株
式
会
社
泉
州
屋
と
い
う
大
阪
に
あ
る
卸
業
者
さ
ん
が
、
仲
卸
と
し
て
で
は
な
く
て
、

泉
州
屋
さ
ん
で
つ
く
る
ス
ム
ー
ジ
ー
の
原
料
と
し
て
、
普
通
の
り
ん
ご
で
は
な
く
て
、
何
か
付
加
価
値
が
あ
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ノウフクの日のポスター　11月と29が、「ノーベンバー」「フク」と読めることから、毎年11月29日
をノウフクの日としている。（写真は、農林水産省HPより）
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る
も
の
が
い
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
て
、
う
ち
の
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
り
ん
ご
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
岐
阜
県
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
が
、
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る
り
ん
ご
を
販

売
し
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
効
果
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
先
ほ
ど
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
だ
認
知
度
が
低
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
取
得
者
が
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
い
ま
自
分
の
な
か
で

取
り
組
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
の
が
、「
農
福
」
に
「
食
」
を
加
え
る
こ
と
で
す
。
飲
食
店
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
て
、
そ
こ
で
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
商
品
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
手
が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

い
ま
す
。

　

こ
の
あ
い
だ
、
総
務
省
の
地
域
人
材
ネ
ッ
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
青
澤
正
樹
さ
ん
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
会
議
を

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
青
澤
さ
ん
は
地
域
人
材
ネ
ッ
ト
で
食
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
さ
れ
て
い
て
、「
で

き
れ
ば
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
を
と
っ
て
い
る
店
に
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
商
品
を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

話
を
し
た
ら
、「
そ
れ
は
シ
ェ
フ
の
意
向
も
あ
る
か
ら
な
。
服
部
幸
應
先
生
の
い
た
調
理
師
専
門
学
校
だ
っ

た
ら
紹
介
で
き
る
」
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、「
も
し
服
部
栄
養
専
門
学
校
に
食
材
と
し
て
農
福
の
商
品
を
お

ろ
せ
れ
ば
、
生
徒
が
卒
業
し
た
あ
と
は
全
国
各
地
に
旅
立
っ
て
い
く
の
で
、
全
国
へ
普
及
す
る
の
で
は
な
い

か
」
と
、
そ
ん
な
お
も
し
ろ
い
提
案
を
い
た
だ
い
て
。
そ
れ
か
ら
仲
間
に
「
み
な
さ
ん
、
ど
う
い
う
食
材
を

出
せ
ま
す
か
」
と
早
速
や
っ
て
、「
農
福
」
に
さ
ら
に
「
食
」
も
加
え
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
村　
い
ま
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
話
の
関
係
で
い
う
と
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
三
ツ
星
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ピ
エ
ー
ル
・
ガ
ニ
ェ
ー
ル
」
で
ス
ー
シ
ェ
フ
（
副
料
理
長
）
を
し
て
い
た
日
本
人
シ
ェ
フ
の
ル
ー
ツ
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が
鹿
児
島
で
、
一
時
期
う
ち
の
職
員
だ
っ
た
ん
で
す
。
料
理
の
世
界
も
激
烈
な
競
争
が
あ
っ
て
、
け
っ
こ
う

病
ん
で
い
る
職
員
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
「
ピ
エ
ー
ル
・
ガ
ニ
ュ
ー
ル
」
の
ス
ー
シ
ェ
フ

も
体
調
を
崩
し
て
、
両
親
の
故
郷
・
鹿
児
島
で
療
養
中
に
、
ご
縁
が
あ
っ
て
、
私
の
部
下
と
し
て
、
も
の
づ

く
り
の
監
修
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た（
笑
）。そ
の
と
き
に
生
ま
れ
た
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
て
、
単
に
農
福
の
商
品
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
シ
ェ
フ
に
よ
っ
て

「
農
福
」
の
商
品
に
、「
食
」
が
入
っ
た
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
知
っ
た
市
場
サ
イ
ド
か
ら
サ
ン
プ
ル
要
請
が
あ
っ
た
り
し
て
、
期
間
限
定
に
は
な
る
ん

で
す
け
ど
、
私
た
ち
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
大
阪
・
関
西
万
博
で
食
材
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
て
、
問
い
合
わ
せ
が
各
地
か
ら
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
に
関
し
て
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
茶
は
な
か
な
か
そ
う
い
っ
た
市
場

の
開
拓
が
難
し
く
て
、
抹
茶
が
よ
う
や
く
海
外
か
ら
引
き
合
い
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
く
ら
い
で
す
。
従
来

型
の
急
須
で
入
れ
て
飲
む
リ
ー
フ
テ
ィ
ー
文
化
が
日
本
で
は
壊
滅
的
な
状
態
で
、
こ
こ
を
何
と
か
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
が
、
単
に
エ
シ
カ
ル
商
品
と
い
う
だ
け
で
お
茶
の
需
要
を
喚
起
す
る
の
は
、
な
か
な

か
難
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
手
こ
の
手
で
付
加
価
値
を
つ
け
て
、
市
場
に
流
通
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

に
、
い
ま
模
索
を
し
て
い
ま
す
。

福
祉
で
農
業
の
本
質
的
な
価
値
を
見
つ
め
直
す

　

生
源
寺　
最
後
に
、
本
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
農
福
連
携
の
取
り
組
み
、
あ
る
い
は
取
り
組
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み
に
関
わ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
農
業
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
ア
イ
デ
ア
、
感
覚
を
み
な
さ

ん
が
お
持
ち
に
な
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

岡
村　
私
は
、
疾
患
の
あ
る
方
と
か
障
が
い
の
あ
る
方
の
ケ
ア
に
農
業
は
と
て
も
有
望
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
農
業
っ
て
、
人
の
一
番
本
質
的
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
人
類
は
農
業
を
１
万
年
ぐ
ら
い
し
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
工
場
で
働
き
だ
し
た
の
は
こ
こ
１
０
０
年
く
ら
い
だ
し
、
情
報
空
間
で
働
き
だ
し
た
の
は
こ
こ
10

年
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
よ
。
た
と
え
ば
認
知
症
の
人
で
認
知
が
低
下
し
て
い
る
と
き
、
ど
う
い
う
世
界
で
生
き

て
い
た
ら
幸
せ
か
と
考
え
る
と
、
違
う
考
え
の
人
も
い
ま
す
が
、
私
は
工
場
で
作
業
し
て
も
ら
う
と
か
、
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
す
る
と
か
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
、
や
っ
ぱ
り
昔
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
、
人
間
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
作
業
を
す
る
の
が
自
然
だ
し
、
幸
せ
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

特
に
終
末
期
、
死
を
前
に
し
た
人
を
、「
ホ
ス
ピ
ス
で
ど
う
や
っ
て
ケ
ア
す
る
か
」
と
考
え
た
場
合
に
、

し
み
じ
み
話
を
し
て
安
ら
か
に
な
っ
て
も
ら
う
の
も
い
い
ん
だ
け
ど
、
亡
く
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
、
そ
う
い
う
悩
み
っ
て
な
か
な
か
消
え
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
私
は
、
弱
っ
て
き
て
死
が
近
く
な
っ
た

ら
、
農
作
業
で
も
し
て
い
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
ま
す
。
自
分
は
そ
う
し
た
い
ん
で
す
。
酷
使

さ
れ
る
の
は
い
や
で
す
け
ど
、
ほ
ど
ほ
ど
に
働
い
て
、
汗
を
流
し
て
、「
死
ん
じ
ゃ
う
ん
だ
」
と
か
、「
い
や

だ
な
」
と
か
、余
計
な
こ
と
は
考
え
ず
に
、最
後
は
普
通
に
旅
立
っ
て
い
く
の
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
最
も
人
間
ら
し
い
姿
を
取
り
戻
せ
る
の
が
農
業
だ
と
思
う
の
で
、
も
の
す
ご
く
訴

求
性
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
を
も
っ
と
広
げ
て
、
み
ん
な
に
わ
か
っ
て
ほ
し
い
な
と
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い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

生
源
寺　
中
本
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

中
本　
ち
ょ
っ
と
岡
村
さ
ん
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
私
は
農
学
を
学
ぶ

前
は
全
然
違
う
こ
と
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
じ
つ
は
短
大
で
ピ
ア
ノ
を
専
攻
し
て
い
て
、
そ
こ
で
音
楽
療
法

を
勉
強
し
て
い
た
ん
で
す
。
音
楽
療
法
と
か
園
芸
療
法
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
セ
ラ
ピ
ー
を
学
ん
で
き
た
な
か

で
、
自
分
も
な
ぜ
最
後
に
農
業
を
選
ん
だ
の
か
と
考
え
る
と
、
や
っ
ぱ
り
食
べ
る
も
の
が
で
き
る
と
い
う
と

こ
ろ
が
一
番
の
魅
力
だ
っ
た
ん
で
す
。
さ
っ
き
「
食
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
食
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
で
は
、
全
員
共
通
だ
し
、
何
に
も
変
え
が
た
い
行
為
な
の
で
、
食
べ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
農

業
を
や
る
こ
と
は
、
農
福
連
携
の
取
り
組
み
の
な
か
で
も
一
番
重
要
な
要
素
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
森
下
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

森
下　
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
方
た
ち
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
人
に
と
っ
て

も
農
業
は
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
り
ん
ご
の
剪
定
作
業
を
す
る
と
き
、
先
輩
方
に
手

伝
い
に
来
て
も
ら
う
と
、
ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
人
で
も
「
お
れ
は
ま
だ
50
回
し
か
剪
定
し
て
い
な
い

よ
」
と
い
う
ん
で
す
。
剪
定
は
、
１
年
に
１
回
し
か
や
ら
な
い
作
業
な
の
で
、
農
業
を
50
年
や
っ
て
き
た
方

で
も
、
50
回
し
か
や
っ
て
い
な
い
か
ら
、
結
果
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ん
で
す
ね
。
枝
を
切
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
栄
養
分
で
別
の
枝
が
伸
び
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
想
像
し
な
が
ら
切
っ
て
い
く
。
よ
く

先
輩
か
ら
「
り
ん
ご
と
会
話
を
し
ろ
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。「
最
初
は
、
こ
の
お
や
じ
、
何
を
言
っ
て

い
る
ん
だ
」
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
に
や
っ
て
い
る
と
、「
こ
こ
を
切
る
か
ら
、
こ
っ
ち

に
伸
び
て
く
れ
」
と
願
い
な
が
ら
や
っ
て
い
て
、
自
分
自
身
も
農
業
が
楽
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
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自
分
が
楽
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
も
し
か
し
た
ら
携
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
人
も
楽
し
い
と
思
っ
て
く
れ
て

い
る
の
か
な
と
い
う
意
味
で
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
う
で
な
い
人
に
と
っ

て
も
農
業
は
可
能
性
の
あ
る
も
の
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
源
寺　
中
村
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

中
村　
花
の
木
農
場
は
と
に
か
く
広
い
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
広
さ
を
生
か
し
て
生
産
量
を
追
求
し
た
従

来
型
の
農
福
連
携
で
は
、
働
く
方
た
ち
に
き
つ
い
労
働
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
そ
の
方
向

に
は
い
き
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ど
う
し
て
い
く
の
が
い
い
ん
だ
ろ
う
と
ず
っ

と
考
え
て
い
て
、
去
年
あ
た
り
か
ら
、「
体
験
と
交
流
」
を
花
の
木
農
場
の
価
値
に
し
て
、
学
び
の
農
場
に

す
る
の
は
ど
う
か
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

子
ど
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
、
社
会
の
し
く
み
を
学
ぶ
「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
」
を
ご

存
じ
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
花
の
木
農
場
を
農
福
版
の
キ
ッ
ザ
ニ
ア
に
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
日
々
、
そ

こ
で
生
産
活
動
を
し
て
い
る
障
が
い
者
の
仕
事
は
、
働
く
彼
ら
に
と
っ
て
は
仕
事
だ
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
未
知
の
体
験
の
場
と
な
り
ま
す
。
障
が
い
が
あ
っ
た
り
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
た
り
し

て
も
、
も
の
づ
く
り
、
農
業
を
教
え
て
く
れ
る
人
と
、
体
験
を
通
し
て
交
流
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は

す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
が
衰
退
し
て
い
く
な
か
で
、
お
金
は
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。
で
す
が
、
貨
幣
経
済
だ
け
に
流
さ
れ

な
い
経
済
シ
ス
テ
ム
が
地
方
に
お
い
て
で
き
る
と
し
た
ら
、
交
流
・
親
交
を
生
み
だ
す
き
っ
か
け
の
体
験
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
花
の
木
農
場
を
そ
う
い
う
農
場
に
し
て

い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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生
源
寺　
い
ま
私
か
ら
み
な
さ
ん
に
問
い
か
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、私
自
身
の
感
覚
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
、

植
物
、
動
物
と
い
う
生
き
物
を
育
て
る
営
み
で
あ
る
点
で
は
、
農
業
は
あ
る
意
味
で
は
子
ど
も
を
育
て
る
、

あ
る
い
は
学
生
を
教
育
す
る
こ
と
と
か
な
り
重
な
る
面
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
私
は
大
学
の
教
員
を
長
く

や
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
若
者
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
で
す
が
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
何
か
問
題

を
起
こ
し
た
学
生
で
、
何
と
か
立
ち
上
が
っ
て
回
復
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
の
価
値
に
つ
い
て
は
、「
農
業
の
多
面
的
機
能
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
国
土
の

保
全
と
か
水
源
の
涵
養
と
か
良
好
な
景
観
の
形
成
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
こ
れ
で
も
ち
ろ

ん
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
農
業
の
副
産
物
な
ん
で
す
ね
。
も
う
一
度
農
業
そ
の
も
の
の
価
値

と
い
う
か
、
本
質
に
向
き
合
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。「
農
福

連
携
」
を
広
い
意
味
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
副
産
物
で
は
な
く
て
、
農
業
の
本
質
的
な

部
分
の
価
値
を
も
う
一
度
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

座
談
会
の
準
備
を
進
め
、
本
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
を
う
か
が
っ
た
こ
と
で
、
本
質
を
実
感
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
あ
た
り
で
今
回
の
座
談
会
は
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
時
間
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
２
０
２
５
年
９
月
17
日
開
催
）
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企
業
に
は
社
員
の
一
定
割
合
（
法
定
雇
用
率
）
以
上
の
障
害
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が
法
律
（
障
害
者
雇
用

促
進
法
）
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
雇
用
義
務
の
対
象
は
当
初
の
身
体
障
害
者
か
ら
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
者
と
拡
が
り
、
法
定
雇
用
率
も
２
０
１
７
年
の
２
・
０
％
か
ら
２
０
２
４
年
に
２
・
５
％
と
上
昇
し
、

２
０
２
６
年
に
は
２
・
７
％
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
た
め
障
害
者
雇
用
を
増
や
す
こ
と
に
腐
心
し
て
い

る
企
業
も
多
く
、
そ
の
間
隙
に
登
場
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
農
園
型
障
害
者
雇
用
で
あ
る
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
雇

用
代
行
サ
ー
ビ
ス
、
雇
用
率
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
企
業
内
で
働
く
従
来
の
障
害
者
雇
用
と

は
異
な
っ
て
、
事
業
者
が
企
業
に
代
わ
っ
て
農
園
（
あ
る
い
は
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
）
を
用
意
し
、
障

害
者
は
そ
こ
で
働
く
。
し
か
し
、
雇
用
契
約
は
企
業
と
結
ぶ
の
で
、
企
業
は
自
社
の
雇
用
と
し
て
雇
用
率
に

カ
ウ
ン
ト
で
き
る
（
図
１
参
照
）。
２
０
２
４
年
末
の
厚
生
労
働
省
の
集
計
に
よ
る
と
、
２
０
０
近
く
の
事

業
所
を
２
０
０
０
近
く
の
企
業
が
利
用
し
１
万
人
近
く
の
障
害
者
が
働
い
て
お
り
、
１
年
半
の
間
に
事
業
所

数
、
就
労
障
害
者
数
と
も
約
３
割
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
、「
雇
用
率
達
成
が
目
的
、
障
害
者
雇
用
の
丸
投
げ
」
と
い
っ
た
批
判
が

多
く
あ
り
、
国
会
で
も
障
害
者
雇
用
促
進
法
改
正
の
際
に
「
い
わ
ゆ
る
障
害
者
雇
用
代
行
ビ
ジ
ネ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
事
業
主
へ
の
周
知
、
指
導
等
の
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
」
と
し
た
付
帯
決
議

が
な
さ
れ
た
。
一
方
で
事
業
者
は
「
企
業
が
雇
用
し
て
い
る
の
で
雇
用
代
行
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
当
た
ら
な
い
」

「
障
害
者
雇
用
の
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
事
業
の
実
態
を
調
べ
る
た
め
に

特
集
　

農
園
型
障
害
者
雇
用
は
農
福
連
携
か
？

村
木
太
郎

（一社）ダイバーシティ就労支援機構 理事長
（NPO）就労継続支援 A 型事業所全国協議会 理事

村木太郎（むらき　たろう）

1954年北海道生まれ。1978年京都大学大学院工学研究科修
士課程修了。同年労働省（現厚生労働省）入省。東京労働局長、
総括審議官等を歴任後、2013年退職。企業、公益法人、大学
研究所の勤務を経て、現在は障害者や若年女性を支援するNPO
等で活動。
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２
０
２
３
年
に「
農
園
型
障
害
者
雇
用
問
題
研
究
会
」

と
「
雇
用
率
達
成
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
し
て
考
え
る

障
害
者
雇
用
問
題
検
討
会
」
の
２
つ
の
研
究
会
が
立

ち
上
げ
ら
れ
２
０
２
４
年
に
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ

た
。
筆
者
は
両
方
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
両

方
の
報
告
書
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま
と
め
て
報
告
す

る
。

　

障
害
者
、
利
用
企
業
等
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
就
労
者
の
満
足
度
は
利
用
企
業
が
考
え
る

よ
り
低
い
こ
と
、
す
ぐ
で
き
る
仕
事
が
多
く
研
修
は

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
昇
級
や
配
置
転
換
も
ほ
と
ん

ど
な
い
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
現
場
の
管

理
者
に
は
障
害
者
支
援
ス
キ
ル
や
合
理
的
配
慮
義
務

の
知
見
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
ス
キ
ル
・

知
見
を
持
た
な
い
管
理
者
が
多
く
、
研
修
等
も
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

成
果
物
は
社
員
や
福
利
厚
生
施
設
へ
の
提
供
、
持

ち
帰
り
が
多
く
、外
部
販
売
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

外
部
販
売
が
な
い
の
で
総
じ
て
地
域
と
の
関
わ
り
は

図1　障害者雇用ビジネスの仕組

資料出所　日本農福連携協会「農園型障害者雇用問題研究会報告書」を基に村木が作成

労働の提供

雇用

経費の支払い 障害者等の紹介
雇用の場の提供、管理
障害者雇用の支援

農園（ビニールハウス、屋内）、サテライトオフィス等

障害者
［就労（多くは障害者 3 人＋

現場管理者が 1 セット）］

障害者雇用ビジネス事業者
［就労の場の提供・管理］

利用企業

生産物の活用

企業の紹介
就労の場の提供、支援



76

薄
い
が
、
一
部
の
事
業
で
は
成
果
物
が
子
ど
も
食
堂

等
に
寄
付
さ
れ
て
い
た
り
、（
農
園
作
業
で
は
な
く
）

農
家
へ
の
支
援
（
援
農
）
を
業
務
と
す
る
例
も
み
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
一
定
程
度
地
域
に
貢
献
し
て

い
る
と
も
い
え
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
加
え
現
場
調
査
を
行
い
、
そ

れ
ら
に
基
づ
き
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
問
題
点
を
整
理

す
る
と
、
比
較
的
大
き
な
企
業
に
よ
る
雇
用
、
最
低

賃
金
以
上
の
賃
金
な
ど
の
障
害
者
の
労
働
環
境
の
改

善
や
、
重
度
の
障
害
者
等
の
雇
用
の
拡
が
り
、
障
害

者
雇
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
た
な
い
企
業
や
地
方
に
お

け
る
雇
用
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
生
産

物
は
持
ち
帰
り
や
無
料
配
布
な
ど
価
値
か
認
め
ら
れ

て
お
ら
ず
、
働
く
意
味
が
あ
い
ま
い
で
、
雇
用
そ
の

も
の
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
利
用
企
業
に

と
っ
て
遠
隔
地
で
の
雇
用
と
な
り
、
雇
用
管
理
責
任

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
、
障
害
者
の

成
長
や
や
り
が
い
の
発
揮
の
機
会
が
閉
ざ
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
現
場
管
理
者
の
研
修
・
育
成
が
不
十
分
で

メリット
①比較的大きな企業に採用され、賃金は最低賃金以上。

②知的障害者、精神障害者や重度の障害者の雇用の促進。

③障害者雇用のノウハウを持たない利用企業や地方でも容易に雇

用。

問題点
①雇用そのものが目的化して、生産物に価値を認めていない（販

売はせずに持ち帰り、寄付、社員に配布）。

②障害者が成長機会ややりがいを持てない。

③利用企業の雇用管理が不十分で事業者にお任せ。

④人材育成等キャリアプランがない。

⑤利用企業の努力・工夫の余地がない。

⑥現場管理者に支援や合理的配慮の知見がなく、研修・育成も不

十分。

日本農福連携協会「農園型障害者雇用問題研究会報告書」及び雇用率達成支援ビジネスを通して考える
障害者雇用問題検討会「サテライト型（農園型含む）障害者雇用に関する調査研究報告書」に基づき、
村木が整理

表1　障害者、利用企業のメリットと問題点
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あ
る
こ
と
、
な
ど
メ
リ
ッ
ト
に
倍
す
る
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
（
表
１
参
照
）。

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
両
研
究
会
の
有
志
で
２
０
２
４
年
６
月
に
厚
生
労
働
省
に
提
言
を
行
っ
た
。
こ

れ
で
は
ま
ず
、
①
利
用
企
業
が
遠
隔
で
も
適
切
な
雇
用
管
理
が
で
き
る
仕
組
と
す
る
、
②
障
害
者
の
能
力
開

発
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
の
利
用
企
業
の
責
任
を
明
確
に
し
、
適
切
な
仕
組
と
す
る
、
③
直
接
の
管
理

者
（
農
場
長
等
）
の
職
務
及
び
必
要
な
資
質
を
明
確
に
し
、
育
成
や
評
価
の
仕
組
を
作
る
、
④
障
害
者
も
利

用
し
や
す
い
苦
情
処
理
制
度
を
設
置
す
る
、
な
ど
を
内
容
と
す
る
事
業
者
及
び
利
用
企
業
に
対
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
指
導
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
加
え
て
、
雇
用
率
が
量
的
評
価
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
こ
の
問
題
の
根
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
率
に
つ
い
て
質
的
要
素
の
加
味
な
ど
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
も
提
言
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
法
律
上
は
必
ず
し
も
違
法
と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省

は
規
制
を
強
化
す
る
動
き
を
み
せ
て
い
な
い
が
、
企
業
に
よ
る
障
害
者
雇
用
と
い
う
本
来
の
理
念
か
ら
は
外

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
問
題
点
も
多
く
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
定
等
に
よ
る
指
導
の
強
化
が
望
ま
れ
る
。

【
参
考
資
料
】

＊
日
本
発
達
障
害
連
盟
：
発
達
障
害
白
書
２
０
２
５

＊
日
本
農
福
連
携
協
会
：
農
園
型
障
害
者
雇
用
問
題
研
究
会
報
告
書

＊
雇
用
率
達
成
支
援
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
し
て
考
え
る
障
害
者
雇
用
問
題
検
討
会
：
サ
テ
ラ
イ
ト
型
（
農
園
型
含
む
）
障
害
者
雇

用
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
導
く
社
会

　

８
月
４
日
（
月
）、
お
茶
の
水
女
子
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
は
、
大
阪
・
関
西

万
博
の
ウ
ー
マ
ン
ズ
パ
ビ
リ
オ
ン「
Ｗ
Ａ
」ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
納
得
！　

ジ
ェ
ン
ダ
ー

ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
開
催
し
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
積
極
的
に
性
差
お
よ
び
交
差
性

（
１
）
に
基
づ
い
た
解
析
を
研
究
・
開
発
に
組
み
入
れ
る
こ

と
で
、
知
の
再
編
成
を
促
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
以
降
、
Ｇ
Ｉ
）
が
ど
の
よ
う
な
価
値
を
生
み
出
し
、
社
会
を
導
い
て
い
く
の
か
に
焦
点

を
当
て
な
が
ら
、
同
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
内
容
を
紹
介
す
る

（
２
）

。

　

第
1
部
の
講
演
で
は
、
石
井
ク
ン
ツ
昌
子
研
究
所
長
が
、
Ｇ
Ｉ
の
概
念
、
国
内
外
の
研
究
・
開
発
の
事
例
、

今
後
の
課
題
を
解
説
し
た
。
既
存
の
研
究
・
開
発
は
主
に
男
性
が
担
っ
て
き
た
た
め
、
無
意
識
の
う
ち
に
男

性
を
基
準
と
し
て
進
め
ら
れ
、
性
差
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
性
差
を
見
落
と
し
た
研
究
・
開
発

は
、
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
に
も
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｉ
は
、
世
界
中
の
人
々

の
多
様
な
幸
せ
（W
ell-being

）
を
実
現
し
つ
つ
共
生
で
き
る
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る
。
研
究
所
長
か
ら

は
、
Ｇ
Ｉ
の
推
進
に
は
、
1
人
ひ
と
り
の
生
活
者
と
し
て
の
気
付
き
が
不
可
欠
で
あ
り
、
日
常
生
活
を
Ｇ
Ｉ

視
点
で
振
り
返
っ
て
み
て
ほ
し
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

　

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
研
究
所
長
を
進
行
役
と
し
て
、
斎
藤
悦
子
副
研
究
所
長
、

お茶の水女子大学 ジェンダード・イノベーション研究所
特任講師

相川頌子（あいかわ　しょうこ）

山形県生まれ。専門は家族社会学、ジェンダー研究。2020年、お茶の水女子大
学人間文化創成科学研究科ジェンダー学際研究専攻（博士後期課程）修了。博
士（社会科学）。直近の研究テーマは、ジェンダー規範の定量的な測定と無償労
働の男女間不均衡の解消。お茶の水女子大学基幹研究院リサーチフェロー、ジュ
ネーブ国際・開発研究大学院ジェンダーセンター客員研究員などを経て、2024
年8月より現職。

相
川
頌
子
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伊
藤
貴
之
教
授
、
藤
山
真
美
子
准
教
授
が
、
Ｇ
Ｉ
視
点
を
組
み
入
れ
た

研
究
の
結
果
と
成
果
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
結
果

と
し
て
、
斎
藤
副
研
究
所
長
が
、
料
理
行
動
の
男
女
差
を
明
ら
か
に
し
、

家
事
と
い
う
生
活
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
て
い
る
こ
と
が
、
男
女
と
も
に

生
涯
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
可
能
に
す
る
と
述
べ
た
。
伊
藤
教
授

は
、
空
調
温
感
の
男
女
差
を
分
析
し
、
女
性
は
男
性
に
比
べ
て
温
度
感

覚
の
調
節
が
難
し
く
、
女
性
の
体
質
に
配
慮
し
た
空
調
の
設
計
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。藤
山
准
教
授
は
、ト
イ
レ
空
間
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
障
害
な
ど
の
包
摂
性
に
関
す
る
課
題
を
多
数
抱
え
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
標
準
的
な
人
物
像
で
は
な
く
、
利
用
者
の
具
体
的
な
行
動
や
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
空
間
を
設
計
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
、
生
活
経
営
学
、
情
報
学
、
都
市
・
建
築
学
と
、
パ
ネ
リ
ス

ト
の
専
門
分
野
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
研
究
手
法
や
対
象
の
拡

大
、
新
た
な
モ
ノ
・
コ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
着
想
、
単
な
る
分
析
に
と
ど

ま
ら
な
い
社
会
実
装
や
包
摂
的
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、

研
究
の
成
果
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。
ま
た
Ｇ
Ｉ
を
起
点
と
し
て
、
多
様

な
専
門
分
野
の
研
究
者
が
集
い
議
論
を
交
わ
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
研

究
課
題
が
発
掘
さ
れ
、
共
同
研
究
を
実
施
し
た
り
、
共
同
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
る
と
い
う
。

大阪・関西万博での「知れば知るほど納得！　ジェンダード・イノベーション」のパネルディスカッショ
ンの様子　左から、石井クンツ昌子お茶の水女子大学ジェンダード・イノベーション研究所長、斎藤悦
子副研究所長、伊藤貴之教授、藤山真美子准教授。（写真は本学の広報・ダイバーシティ推進課撮影）
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第
３
部
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
高
丸
理
香
特
任
准
教
授
の
進
行
の
も
と
、
２
０
２
５
年
度
前
期

に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
入
門
」
を
履
修
し
た
学
生
が
、
日
常
生
活
で
感
じ
た
疑
問
や
課
題

に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
、
Ｇ
Ｉ
視
点
で
の
改
善
・
解
決
策
を
発
表
し
た
。

①
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
発
言
す
る
女
性
が
少
な
い
と
い
う
課
題
に
対
し
、
女
性
の
自
己
肯
定
感
を
上
げ
る
こ

と
で
発
言
量
を
増
や
す
ホ
メ
ホ
メ
シ
ー
ル
帳
。

②
女
性
の
「
空
間
認
知
の
苦
手
意
識
」「
運
転
へ
の
不
安
」「
移
動
回
数
が
多
く
距
離
が
短
い
」
と
い
う
移

動
特
性
を
考
慮
し
た
ナ
ビ
ア
プ
リ
。

③
男
性
の
肌
は
紫
外
線
感
受
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
焼
け
止
め
使
用
率
が
低
い
と
い
う
現
状
に

対
し
、
冷
感
効
果
に
よ
っ
て
煩
わ
し
さ
を
解
消
し
、
焼
け
た
い
と
い
う
希
望
も
叶
え
る
男
性
向
け
日
焼

け
止
め
。

④
夜
道
の
安
全
は
女
性
が
気
を
つ
け
る
の
が
当
然
と
い
う
自
己
責
任
論
に
よ
ら
な
い
、
街
灯
や
人
流
に
配

慮
し
た
都
市
設
計
。

⑤
女
性
に
偏
り
が
ち
な
家
事
負
担
を
ス
キ
ル
の
見
え
る
化
×
感
情
の
共
有
×
達
成
の
喜
び
に
よ
り
解
決

す
る
家
事
ア
プ
リ
。

⑥
女
性
ト
イ
レ
の
長
蛇
の
列
解
消
に
向
け
た
、
女
性
ト
イ
レ
総
数
の
増
加
、
個
室
利
用
時
間
の
削
減
案
。

　

最
後
に
、
第
４
部
で
は
、
本
研
究
所
で
翻
訳
・
出
版
を
行
っ
た
「
交
差
性
デ
ザ
イ
ン
カ
ー
ド
」
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、吉
原
公
美
Ｕ
Ｒ
Ａ
（U

niversity R
esearch A

dm
inistrator

）
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

交
差
性
デ
ザ
イ
ン
カ
ー
ド
は
、
ロ
ン
ダ
・
シ
ー
ビ
ン
ガ
ー
教
授
た
ち
の
チ
ー
ム
に
よ
り
２
０
２
１
年
に
出
版

さ
れ
た
「Intersectional D

esign C
ards

」
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
交
差
性
要
素
の
定
義
の
カ
ー
ド
12
枚
、
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デ
ザ
イ
ン
検
討
の
た
め
の
問
い
の
カ
ー
ド
12
枚
、
事
例
研
究
の
カ
ー
ド
16
枚
と
カ
ー
ド
の
使
い
方
が
記
載
さ

れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
、
多
様
性
や
包
摂
性
の
理
解
を
深
め
る
教
材
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。
こ

れ
ま
で
に
産
学
交
流
会
や
自
治
体
に
て
、
交
差
性
デ
ザ
イ
ン
カ
ー
ド
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
複
数
回
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
参
加
者
か
ら
は
、
Ｇ
Ｉ
の
意
義
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｇ
Ｉ
視
点
を
研
究
・
開
発
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
新
し
い
製
品
、
プ
ロ
セ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
、
多
様
性
の
確
保
と
持
続
可
能
性
の
強
化
、
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様
性
、
公
平
性
、
包

括
性
）
や
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
推
進
が
期
待
で
き
る
。
Ｇ
Ｉ
は
、
こ
れ
ま
で
不
利
な
立
場
に
立
た
さ

れ
て
き
た
女
性
の
み
が
対
象
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
世
界
中
の
人
々
の
多
様
な
幸
せ
を
実
現
し
、
あ

ら
ゆ
る
人
々
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
の
で
あ
る
。
本
研
究
所
で
は
、
Ｇ
Ｉ
の
普
及
に
向
け

て
、
公
開
イ
ベ
ン
ト
、
研
究
所
長
・
副
研
究
所
長
に
よ
る
講
演
、
高
校
生
向
け
の
出
張
講
義
を
実
施
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://igi.cf.ocha.ac.jp/

）
よ
り
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

【
注
】

（
１
）	

定
義
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？
（https://genderedinnovations-ochanom

izu-
univ.jp/w

hat-is-gendered-innovations.htm
l

）
を
参
照
の
こ
と
。
第
一
生
命
財
団
（
２
０
２
３
）「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』171, pp13-69
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）	

本
稿
は
、
筆
者
が
執
筆
し
た
大
阪
・
関
西
万
博
「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
納
得
！　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

の
振
り
返
り
、
会
期
後
の
取
組
み
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。



82

人
と
社
会
が
つ
な
が
り
直
す
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　

電
話
や
無
線
か
ら
出
発
し
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
当
た
り
前
と
な
り
、
最
近
で
は
メ
タ
バ
ー
ス
（
多
人
数
が
同
時
接
続
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き

る
三
次
元
バ
ー
チ
ャ
ル
環
境
）
も
一
定
の
利
用
者
を
獲
得
し
て
い
る
。
人
と
人
を
つ
な
ぐ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は

扱
え
る
情
報
を
増
や
し
な
が
ら
大
き
く
発
展
し
、
遠
く
の
人
々
や
出
会
え
な
か
っ
た
人
々
の
間
に
新
し
い
つ

な
が
り
を
作
り
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
寄
与
し
て
き
た
。

　

人
と
人
を
つ
な
ぐ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、新
た
な
関
係
の
構
築
の
た
め
だ
け
で
な
く
、既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
部
で
も
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
種
類
が
変
わ
れ
ば
、
そ
の
特
性
に
応
じ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
な
が
り
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
媒
介
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
は
、
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
対
面
会
話
よ
り
も
自

己
開
示
が
増
え
る
こ
と
や
、
聴
覚
や
発
話
に
障
害
が
あ
っ
て
も
そ
れ
ら
が
問
題
に
な
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

参
加
し
や
す
く
な
る
こ
と
な
ど
を
示
し
て
き
た
が
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
な
く
音
声
や
画
像
・

動
画
、
身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
も
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
現
在
で
は
そ
れ
ら

の
要
素
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
が
盛
ん
に
探
究
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
性
質
は
、
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
（
似
た
考
え
方
や
価
値
観
を
持
つ
人
々
と
の
交
流
で
特
定
の
意

東京大学大学院情報理工学系研究科准教授

鳴海拓志（なるみ　たくじ）

2006年東京大学工学部システム創成学科卒業。2008年東京大
学大学院学際情報学府修了。2011年東京大学大学院工学系研究
科博士課程修了。博士（工学）。バーチャルリアリティ技術と認知
科学・心理学の知見を融合する研究に取り組む。文部科学大臣表
彰若手研究者賞、日本バーチャルリアリティ学会論文賞、文化庁
メディア芸術祭エンターテインメント部門優秀賞など、受賞多数。

鳴
海
拓
志
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見
や
価
値
観
が
増
幅
す
る
現
象
）
な
ど
の
現
在
起
こ
っ
て
い
る
社
会
問
題
の
一

因
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
れ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
固
定
化
さ
れ
た
関
係
や
、
無
意
識
の
偏
見
な
ど
を
解

き
ほ
ぐ
し
、
既
存
の
つ
な
が
り
の
あ
り
方
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。
本
稿
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
今
あ
る
つ
な
が
り
を
見
直
し
、

よ
り
よ
く
「
つ
な
が
り
直
す
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
に
つ
い
て
、
特
に
筆
者

が
中
心
的
に
研
究
し
て
き
た
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
や
メ
タ
バ
ー

ス
な
ど
の
身
体
性
を
扱
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
例
に
考
え
て
い
く
。

　

東
京
・
日
本
橋
に
あ
る
「
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
カ
フ
ェD

A
W

N
 ver.β

」
は
、

つ
な
が
り
直
す
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
実
践
の
好
例
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は

身
体
障
害
等
を
抱
え
外
出
困
難
な
人
々
が
、
遠
隔
操
作
可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
ア
バ

タ
ー
を
使
用
し
て
カ
フ
ェ
で
の
接
客
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
大
型
の

も
の
と
卓
上
サ
イ
ズ
の
も
の
の
2
種
類
が
あ
り
、
卓
上
サ
イ
ズ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は

主
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
用
い
ら
れ
、
客
か
ら
注
文
を
取
っ
た

り
、
料
理
が
提
供
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
客
と
会
話
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
大

型
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
給
仕
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
働
く
当
事
者
た

ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
バ
タ
ー
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
は
当
事
者
の
身
体
特
性
が
覆
い
隠
さ
れ
る
た
め
に
、当
事
者
間
で
も
、

当
事
者
と
健
常
者
間
で
も
、
健
常
者
同
士
に
近
い
対
等
な
関
係
の
コ
ミ
ュ
ニ

ロボットカフェで働くロボットアバター（小型）　操作者は卓上に置かれた小さなロボットアバターを介
して､客から注文を取り､会話をする。
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ケ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
そ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
当
事
者
の
中
で
そ
れ
ま
で
周
囲

の
他
者
か
ら
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

（
例
：
障
害
者
、
働
け
な
い
人
）
の
解
体
や
障
害
に
対
す
る
認
識

の
変
化
が
起
こ
り
、
社
会
参
加
へ
の
意
欲
や
将
来
に
対
す
る
明
る

い
展
望
が
生
ま
れ
て
い
た
。
ア
バ
タ
ー
と
い
う
空
間
を
超
え
て
身

体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
、

あ
え
て
実
際
の
身
体
と
は
異
な
る
特
徴
を
持
つ
よ
う
に
利
用
さ
れ

る
こ
と
で
、過
去
の
経
験
に
基
づ
い
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
人
と
人
、

人
と
社
会
の
関
係
を
再
構
築
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
方
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
バ
タ
ー
で
の
社
会
参
加
経
験
を
十
分
に
積

ん
だ
当
事
者
の
中
に
は
、
よ
り
自
分
ら
し
く
社
会
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
い
と
い
う
願
望
を
持
つ
者
も
現
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
わ
れ
わ

れ
は
、身
体
性
の
違
い
を
覆
い
隠
す
ロ
ボ
ッ
ト
ア
バ
タ
ー
に
加
え
、

各
個
人
の
個
性
を
表
現
で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ア
バ
タ
ー
を
店
内
の

大
ス
ク
リ
ー
ン
に
表
示
さ
れ
た
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
に
表
示
し
て
接

客
の
た
め
に
併
用
で
き
る
「
拡
張
ア
バ
タ
ー
接
客
」
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
た
（
86
ペ
ー
ジ
写
真
）。
当
事
者
と
と
も
に
、
自
ら
を
社

客を出迎えるロボットアバター（大型）　大型ロボットアバターは主に客へ料理を運ぶために用いられる。
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会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
い
か
を
検

討
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル
ア
バ
タ
ー
を
作
成
し
、
実

際
に
1
ヶ
月
超
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
接

客
し
て
も
ら
う
社
会
実
験
を
お
こ
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ア
バ
タ
ー
で
の
自

己
表
現
は
社
会
の
中
で
自
ら
を
こ
う
捉
え
て
欲

し
い
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
宣
言
と
し

て
強
く
機
能
し
、
客
や
他
の
従
業
員
と
の
交
流

の
中
で
宣
言
さ
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
社

会
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
当
事
者
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
更
新
さ
れ
、ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
が
向
上
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
身

体
的
障
害
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

違
和
を
感
じ
る
参
加
者
に
と
っ
て
も
、
新
た
な

身
体
性
の
も
と
で
の
社
会
的
交
流
が
効
果
的
に

働
く
こ
と
が
示
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
多
様
な
立
場
の
人
々
が
他
者
や
社
会

と
つ
な
が
り
直
す
き
っ
か
け
を
提
供
で
き
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。

遠隔で接客にあたる人たちとそのバーチャルアバター　メタバースプラットフォームであるclusterを介
して、パソコンやタブレットからカフェのスクリーンに映るアバターを操作している。それぞれのアバ
ターは操作者がどのような姿で他者や社会との関わりを持ちたいかに応じてデザインされており、それ
ぞれの個性が表現されている。



86

バーチャルアバターを操作する人から見たバーチャルの環境　バーチャル上の壁面にカメラで撮影した
カフェの様子がリアルタイムに映し出されているため、これを見ながら客と違和感なくコミュニケーショ
ンができる。

カフェのスクリーンに映るバーチャルアバター（アニメ調のキャラクターとアルパカ）とカフェで接客
を受ける人たち　料理が提供されるまでの間、バーチャルアバターを使って客と会話をしながらバーチャ
ル環境でクッキーを焼き、客の選択に応じてクッキーにスタンプが押される。バーチャル環境でクッキー
が完成すると、現実でも客に同じスタンプが押されたクッキーが提供される。

「拡張アバター接客」システム
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Ｖ
Ｒ
分
野
で
は
、
Ｖ
Ｒ
内
で
特
定
の
立
場
の
人
の
経
験
を
追
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
立
場
の

人
へ
の
共
感
を
高
め
る
Ｖ
Ｒ
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
テ
イ
キ
ン
グ＊

（
Ｖ
Ｒ
Ｐ
Ｔ
）
が
研
究
さ
れ
て
き
た
。
前
述

の
ア
バ
タ
ー
接
客
が
、
身
体
特
性
を
変
え
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
つ
な
が
り
直
す
き
っ
か
け
を
提
供

し
た
よ
う
に
、
Ｖ
Ｒ
や
メ
タ
バ
ー
ス
を
利
用
し
て
身
体
・
社
会
的
立
場
・
内
的
経
験
な
ど
を
他
者
と
交
換
し

た
上
で
当
事
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
場
は
、
同
様
の
き
っ
か
け
を
提
供
し
う
る
。

　

例
え
ば
、「
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ア
レ
ン
ツ
と
そ
の
周
囲
の
人
の
経
験
を
再
現
し
た

Ｖ
Ｒ
Ｐ
Ｔ
と
、立
場
の
異
な
る
人
同
士
の
対
話
を
組
み
合
わ
せ
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
修
」
の
研
究
（
88
ペ
ー

ジ
写
真
）
で
は
、
Ｖ
Ｒ
Ｐ
Ｔ
を
通
じ
て
職
場
の
構
成
員
全
員
が
多
様
な
当
事
者
視
点
の
経
験
を
持
つ
こ
と
で

皆
が
働
き
や
す
い
職
場
の
あ
り
方
の
議
論
が
空
論
に
な
り
に
く
い
こ
と
や
、
Ｖ
Ｒ
と
い
う
共
通
経
験
と
の
比

較
を
通
じ
て
自
己
開
示
を
し
や
す
く
な
る
こ
と
（
例
：
「
Ｖ
Ｒ
に
出
て
き
た
子
は
お
と
な
し
い
方
で
、
う
ち

の
子
は
～
」
と
い
っ
た
開
示
）
に
よ
っ
て
、
よ
り
働
き
や
す
い
職
場
環
境
構
築
が
支
援
さ
れ
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
た
。

　

同
様
に
、
幻
視
や
幻
聴
を
体
験
す
る
人
々
の
体
験
を
Ｖ
Ｒ
で
再
現
し
て
共
有
す
る
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
言
語
的
に
幻
視
や
幻
聴
の
体
験
内
容
を
共
有
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
あ
っ
て
も
、
Ｖ
Ｒ
に
よ
る

体
験
共
有
は
身
体
的
実
感
を
強
く
与
え
る
た
め
に
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
そ
う
し
た
相
互
理
解
の
深
化

が
当
事
者
と
幻
視
・
幻
聴
の
関
係
を
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

あ
る
当
事
者
の
家
族
は
、
当
事
者
が
体
験
す
る
現
象
を
言
語
で
説
明
さ
れ
て
も
理
解
で
き
ず
、
話
を
す
る

こ
と
さ
え
避
け
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、
Ｖ
Ｒ
で
の
体
験
共
有
を
通
じ
て
体
験
が
や
っ
と
理
解
で
き
た
と

い
い
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
当
事
者
と
積
極
的
に
話
を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
職
場
や
家

【
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
テ
イ
キ
ン
グ
】

　

他
者
の
見
て
い
る
視
点
（
パ
ー
ス

ペ
ク
テ
ィ
ブ
）
を
、
自
分
の
な
か
に

取
り
入
れ
る
（
テ
イ
キ
ン
グ
）
こ
と
。
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VRPTコンテンツを利用したダイバーシティ研修　子育て中のメンバーがいるチーム全員で研修に参加
してもらい、まずは順にヘッドマウンテッドディスプレイを装着してVRPTコンテンツを体験する。そ
の際、お互いの体験の様子を観察し、助言を与えたり、気付いたことなどを記録したりする。その後、
体験の感想や気付いたことなどを踏まえて、子育てをしている人もその周囲も働きやすい職場環境はど
のようなもので、自分たちに明日から出来ることは何かを検討してもらう。

子育てをしながら働くワーキングペアレンツの体験を再現したVRPTコンテンツの1シーン　このコン
テンツでは、最初に上司視点の体験が与えられる。子育て中の部下が子供を迎えにいくために先に帰宅
するが、その後に重要な取引先から、その部下にしか対応できない仕事に至急対応するように連絡を受
ける。そこで、帰宅した部下に連絡し、至急の対応を依頼する。次にシーンが変わり、体験者は先ほど
帰宅した部下になっている。家で子供に食事を与えていると、上司から緊急の仕事の依頼が入り、子供
の隣で対応しようとするが、子供が水を求めたり、食事をこぼしたりするために思うように仕事を進め
られない。写真は部下視点の体験の1シーン。異なる2つの立場の視点を体験することで、子育てにま
つわる葛藤を立場を超えて実感できるようになっている。
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族
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
人
間
関
係
に
変
化
を
も
た

ら
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は

そ
の
よ
う
な
間
柄
で
さ
え
も
つ
な
が
り
直
す
き
っ
か

け
を
与
え
う
る
。

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
例
は
、
障
害
の
よ
う
な
特
殊

な
状
況
に
置
か
れ
た
人
々
を
対
象
と
し
た
も
の
が
多

い
。
し
か
し
、
人
は
誰
し
も
異
な
る
固
有
の
経
験
を

持
ち
、
社
会
の
中
で
こ
う
あ
り
た
い
と
い
う
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
持
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
専

門
家
の
も
の
か
ら
一
般
に
ひ
ら
か
れ
た
形
に
な
り
社

会
を
変
え
た
よ
う
に
、
前
述
し
て
き
た
よ
う
な
つ
な

が
り
直
す
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
、
誰
に
と
っ
て

も
ひ
ら
か
れ
た
可
能
性
を
持
ち
、
社
会
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
も
た
ら
し
う
る
。
そ
う
し
た
考
え
の
も
と
、「
人

生
経
験
交
換
メ
タ
バ
ー
ス
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
人

生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
経
験
を
再
現

し
た
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を
共
有
・
追
体
験
で
き
る
環

さまざまな人の人生のターニングポイントとなった経験を
メタバース空間に再現し、他の人と共有可能にする。

人生経験交換メタバース

さえさんの人生経験を再現したメタバース空間　旅行が好きで海外を飛び回っていたが、病気の発症に
より外出が困難になった経験を、旅行の思い出の写真が飾られた海外風の庭園と、それを抜けた先の建
物の中の白黒の部屋の中に閉じ込められる体験として表現。その後、分身ロボットカフェでロボットア
バターを介した就労にあたることで社会とのつながりを取り戻していき、未来に希望が持てた経験を、
白黒の部屋が崩れて現れる、彩りのあるカフェの空間とその出口越しに見える輝いた海の景色として表
現。写真は、そのメタバース空間を本人（左のアルパカアバター）と配偶者（右のハットをかぶったア
ルパカアバター）が一緒に体験しながら過去を振り返っている。
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境
を
作
る
こ
と
で
、
他
者
と
の
経
験
の
共
有
と
本
人
に
と
っ
て
の
経

験
の
再
解
釈
を
促
し
、
自
己
理
解
や
他
者
理
解
が
深
め
ら
れ
る
場
を

生
む
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
自
分
の
経
験
を
身
体
的
に
追
体
験
で
き

る
形
で
気
軽
に
共
有
で
き
る
環
境
が
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
持
ち
、

他
方
で
ど
の
よ
う
な
悪
影
響
を
生
み
う
る
の
か
、
今
は
ま
だ
定
か
で

は
な
い
。
こ
う
し
た
実
践
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
が
社
会
の
中
で
よ

り
よ
く
あ
れ
る
世
界
を
作
る
た
め
の
「
つ
な
が
り
直
す
た
め
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」
の
あ
り
方
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

（
関
連
リ
ン
ク
）

人
生
経
験
交
換
メ
タ
バ
ー
ス
：https://cluster.m

u/w
/735d5188-06ba-4bc9-

9dd9-d09044aaf16e

はぐさんの人生経験を再現したメタバース空間　小さい頃に両親と生き別れ、過酷な生活を送りながら
大人になり、現在はメタバースで歌い手活動をする中で、母に対する気持ちと過去の経験が整理された
経験を再現。母を歌った歌の世界を表現したインタラクティブなミュージックビデオのような空間になっ
ている。写真は、そのメタバース空間を本人（左の女性アバター）と実の母親（右の猫アバター）が遠
隔から一緒に体験したうえで、最後のシーンにおいて、はぐさんから「お母さんって呼んで良いですか？」
と問いかけ、親子の関係が再構築される兆しが見られた場面。
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大
阪
府
堺
市
に
あ
る
〈
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園
〉
に
は
総
額
約
１
０
０
万
円
を
助
成
。
同
園

は
助
成
金
で
、
茶
碗
や
帛ふ
く

紗さ

、
茶ち
ゃ

筅せ
ん

な
ど
、
茶
道
に
使
う
道
具
を
購
入
し
た
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園

【
助
成
施
設
訪
問
】

〈
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園
〉
の
竹
田
和
恵
園
長
は
、「
日
本
文
化
の
一
つ
で
あ
る

茶
道
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
〈
心
〉
と
〈
身
体
〉
を
育
て
た
い
」
と
い
う
。

「
私
は
28
年
間
、
外
国
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
母
が
運
営
し
て
い
た
保
育
所
を
受
け
継
ぐ
に
あ
た
っ

て
、
外
国
か
ら
日
本
を
見
て
き
た
私
は
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
日
本
文
化
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
堺
市
は
茶
道
の
祖
の
千
利
休
の
故
郷
で
す
。
こ
の
堺
市
に
新
設
す

る
園
で
す
か
ら
、
茶
道
を
保
育
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
竹
田
園
長
が
「
来
年
開
園
す
る
園
に
お
茶
室
を
つ
く
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
茶
道
を
学
ば
せ
た

い
ん
で
す
。
茶
道
の
指
導
に
来
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
と
相
談
し
た
の
が
、茶
道
裏
千
家
淡
交
会
堺
支
部
・

師
範
の
中
沢
尚
子
さ
ん
。
中
沢
さ
ん
は
、
裏
千
家
で
約
30
年
間
活
動
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
間
、
堺
市
立
の

小
学
校
や
中
学
校
な
ど
に
出
向
き
、
生
徒
た
ち
に
茶
道
を
教
え
て
き
た
。
い
ま
は
、
市
内
の
幼
稚
園
や
保
育

所
で
教
え
る
か
た
わ
ら
、「
さ
か
い
利り

晶し
ょ
う

の
杜も

り

」
で
一
般
の
方
た
ち
に
お
茶
を
振
る
ま
い
、
お
茶
に
親
し
ん

で
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
。「
さ
か
い
利
晶
の
杜
」
は
、
堺
に
ゆ
か
り
の
あ
る
「
千
利
休
」
と
「
与
謝

野
晶
子
」
を
テ
ー
マ
に
堺
の
歴
史
や
文
化
を
発
信
す
る
文
化
施
設
だ
。

　

同
園
は
、
園
舎
の
設
計
段
階
か
ら
中
沢
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
茶
室
の
配
置
な
ど
、
茶
道
を
教
え
や

右
か
ら
た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園
・
園
長
の

竹
田
和
恵
さ
ん
、
茶
道
裏
千
家
・
師
範

の
中
沢
尚
子
さ
ん
。

【
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
た
ん
ぽ

ぽ
こ
ど
も
園
】

大
阪
府
堺
市
北
区
。
社
会
福
祉
法
人
た

ん
ぽ
ぽ
が
設
置
す
る
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
。
０
〜
５
歳
の
１
０
８
人
が

通
う
（
２
０
２
５
年
10
月
現
在
）。
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す
い
環
境
を
整
え
、
２
０
２
３
年
４
月
に
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園

し
た
。

　

同
園
の
茶
道
教
室
は
、
４
歳
か
ら
毎
月
１
回
、
卒
園
す
る
ま
で
の
２
年
間
で
24
回

行
う
。
教
え
方
や
内
容
は
大
人
に
教
え
る
と
き
と
同
じ
だ
。

「
た
だ
、
子
ど
も
相
手
で
す
の
で
言
葉
選
び
や
伝
え
方
に
は
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
は
思
っ
た
通
り
に
動
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
根
気
強
く
教
え
て
い
ま
す
」

と
中
沢
さ
ん
。

　

同
園
を
訪
れ
た
日
は
、
５
歳
児
の
茶
道
教
室
が
あ
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
折
り
た
た
み
式
の
畳
を
敷
い
た
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
お
辞
儀
・
挨
拶
を

行
い
、
師
範
の
話
を
聞
き
、
お
点て

前ま
え

を
見
せ
て
も
ら
う
。

　

そ
れ
か
ら
茶
室
前
に
移
動
し
、
扇
子
を
手
に
持
ち
ひ
と
り
ず
つ
茶
室
へ
入
る
。
茶

室
で
は
、
師
範
と
一
緒
に
床
の
間
の
軸
や
花
を
拝
見
し
、
お
も
て
な
し
の
心
を
受
け

と
る
。
そ
の
後
、
季
節
の
お
菓
子
と
抹
茶
を
い
た
だ
く
と
い
う
流
れ
だ
。

　

現
在
で
は
畳
の
部
屋
が
な
い
家
も
増
え
た
。
慣
れ
な
い
畳
に
は
じ
め
の
頃
は
、
じ
っ

と
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
子
ど
も
も
い
た
そ
う
だ
が
、
こ
の
日
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
法

を
し
っ
か
り
学
ぼ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
や
、
真
剣
な
表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。

「
４
歳
か
ら
茶
道
を
学
ん
で
き
て
、
正
座
も
か
な
り
長
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
し
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
協
調
性
や
共
感
性
、
相
手
を
思
い
や
る
心
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
〈
心
〉
の
成
長
を
感
じ
ま
す
。
保
護
者
か
ら
も
〈
事
前
準
備
を
す
る
よ

茶室で茶道の作法を習う子どもたち　上の写真は、茶室
に入るときの作法「にじる」で、正座をしたまま両脇に
手をつき、膝から下を畳につけたまま前に移動する。左
は「床の間拝見」という作法で、掛け軸や季節ごとの花
にもてなしの心を受けとる。
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茶室でお茶を飲む子どもたち　子どもたちは畳に正座し、茶碗をまわして作法通りに抹茶を飲み干す。
子どもには苦い抹茶も薄めないで出しているという。

う
に
な
っ
た
〉〈
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
〉〈
ま
わ
り
の

人
に
譲
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
〉
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
す
」

　

こ
の
茶
道
教
室
で
使
っ
て
い
る
折
り
た
た
み
式
の
畳
や
茶
碗
、
帛
紗
、
茶
筅
な
ど

の
茶
道
の
道
具
が
今
回
の
助
成
対
象
だ
。

　

茶
道
を
教
え
る
中
沢
さ
ん
は
、「
茶
道
は
〈
敷
居
が
高
い
〉
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
に
き
た
外
国
人
は
よ
く
茶
道
体
験
を
し
て
い
ま

す
。
も
っ
と
日
本
人
に
も
お
茶
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
子
ど
も

が
茶
道
を
続
け
て
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
、
お
茶
の
美
味
し
さ
、
楽
し
さ
を
広
め

て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
同
園
で
は
地
域
の
子
育
て
支
援
活
動
で
も
茶
室
を
利
用
し
て
い
る
。
地
域

で
０
〜
５
歳
の
子
ど
も
を
育
て
る
親
子
を
対
象
に
、
毎
月
１
回
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
体
操
遊
び
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
赤
ん
坊
が
横
に
な
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、

畳
敷
き
の
茶
室
な
ら
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る
。

　

最
後
に
竹
田
園
長
は
、「
９
月
の
敬
老
の
日
に
は
、
地
域
の
高
齢
者
を
招
い
て
お
茶

会
を
行
う
予
定
で
す
。
お
茶
を
通
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
と
世
代
間
交
流
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
卒
園
の
と
き
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
に
お
茶
と
桜
の
お
菓
子
を

振
る
ま
う
予
定
で
す
。
２
年
間
の
成
果
を
保
護
者
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
茶
道
と
い
う
日
本
の
伝
統
文
化
を
大
切
に
し
て
、
地
域
に
愛
着
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
る
。
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ダ
ー
論
」
の
講
義
は
、
毎
年
、
３
０
０
人
を
超
え
る
学
生
が

受
講
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
１
年
に
某
雑
誌
に
執
筆
し
た
「
男
子
学
生
に
ジ
ェ

ン
ダ
ー
を
教
え
る
」
と
い
う
随
筆
を
、
今
回
、
こ
の
原
稿
を

書
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
読
み
直
し
て
み
ま
し
た
。
当
時
の

私
の
問
題
意
識
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
気
づ
き
を
い
か
に
男

子
学
生
に
促
す
か
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
女
性
だ
け
の
問
題

で
な
く
、
男
性
に
も
関
わ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
私
も
ま
だ
30
代
で
し
た
の
で
講
義
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
試
し
て
み
ま
し
た
。
例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
と
し
て
、
男
性
を
女
性
が
演
じ
、
女
性
が
男
性
を
演

じ
る
寸
劇
を
行
っ
た
り
、
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
を
鑑
賞

二
つ
の
教
室
、
二
つ
の
風
景
─
─
私
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
の
軌
跡

斎藤悦子
さいとう・えつこ

お茶の水女子大学
ジェンダード・イノベーション研究所

副所長
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教育じろん

私
の
大
学
教
員
と
し
て
の
軌
跡
は
、
ほ
ぼ
男
子
校
の
よ
う
な
教
室
で
、

困
難
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
気
づ
き
が
与
え
る
個
人

へ
の
影
響
力
の
強
さ
を
実
感
し
た
前
半
と
、
現
在
の
女
子
大
の
教
室
で

の
学
生
た
ち
の
高
い
関
心
と
知
識
を
も
と
に
、
理
解
度
と
共
感
性
の
高

い
講
義
を
行
っ
て
い
る
後
半
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

男
子
学
生
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
教
え
る

　

私
は
１
９
９
７
年
３
月
に
学
位
を
取
得
し
、
同
年
４
月
に

地
方
の
経
済
系
単
科
の
私
立
大
学
へ
着
任
し
ま
し
た
。
経
済

学
部
と
経
営
学
部
か
ら
な
り
、
学
生
は
男
子
学
生
が
８
割
ほ

ど
、
教
員
の
女
性
比
率
は
５
％
と
い
う
状
況
で
し
た
。
こ
う

し
た
環
境
に
お
い
て
、よ
く
ぞ
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
」
を
４
単
位
、

１
年
間
の
開
講
科
目
に
し
よ
う
と
考
え
て
く
れ
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
当
時
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言
葉
は
、
研
究
者

の
間
で
新
し
い
概
念
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
使
わ
れ
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社
会
の
中
で
は
全
く
未
知
の

概
念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
男
子
校
の
よ
う
な
大

学
で
、
受
講
生
が
存
在
す
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、「
ジ
ェ
ン
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し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の

中
で
描
か
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
発
見
し
て
も
ら
っ
た
り
、
こ

う
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
講
義
を
行
う
中
で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
」

の
時
間
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
学
生
も
で
て
き
ま
し
た
。

学
生
た
ち
が
「
生
き
づ
ら
さ
」
の
原
因
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
起

因
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
気
づ
く
瞬
間
や
、
性
別
を
超

え
た
連
帯
感
を
生
み
出
せ
た
時
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
」
の
持

つ
奥
深
さ
や
、
こ
の
授
業
が
個
人
の
人
生
に
与
え
る
影
響
力

の
強
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
最
初
は
興
味
本
位
で
の
受
講
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
」
に
耳
を
傾
け
、

共
に
授
業
を
作
っ
て
く
れ
た
学
生
た
ち
に
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
の
大
学
で
、
私
の
教
員
人
生
の
前
半
の
14
年
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま

す
。

女
子
大
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育

　

教
員
人
生
の
後
半
は
、
現
在
の
女
子
大
学
で
進
行
中
で
す
。

都
心
に
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
伝
統
を
持
つ
女
子
大
学
の
環
境
は
、
前
半
の
教
員

人
生
と
は
全
く
対
照
的
で
し
た
。
私
が
学
生
と
関
わ
る
時
の

問
題
意
識
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
気
づ
き
で
は
な
く
（
学
生

た
ち
は
皆
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
は
気
づ
い
て
い
ま
す
の
で
）、
ど

の
よ
う
に
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
乗
り
越
え
る
か
に
変
わ
り
ま

し
た
。
昨
今
の
学
生
た
ち
の
感
覚
で
は
、
高
校
ま
で
の
教
育

の
中
で
性
差
は
ほ
と
ん
ど
認
識
し
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
彼
女
た
ち
は
大
学
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
学
ぶ
時
、
そ

れ
が
自
分
の
人
生
や
自
分
の
将
来
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か

を
想
像
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
理
解
し
て
い

ま
す
。
で
す
の
で
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
教
え
る
と
い
う
意
味
で
は
、

現
在
の
職
場
に
い
る
女
子
学
生
の
高
い
関
心
と
理
解
度
に
支

え
ら
れ
て
い
る
お
陰
で
、
講
義
自
体
に
は
以
前
の
よ
う
な
苦

労
が
あ
り
ま
せ
ん
。
女
子
学
生
は
皆
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
知
識

が
あ
り
、非
常
に
共
感
的
で
す
。
た
だ
、最
近
、こ
う
し
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
へ
の
高
い
理
解
が
、
も
し
か
し
た
ら
思
考
の
画
一
化

を
生
じ
さ
せ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
に
よ
り
こ
の
教
室

自
体
が
同
質
性
の
高
い
場
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
こ
と
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
他
大
学
が
集
ま
る
研
究
大
会

に
ゼ
ミ
で
参
加
し
た
際
、
ゼ
ミ
学
生
が
常
識
と
感
じ
て
い
た

男
女
平
等
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
を
他
大
学
の
学
生
た
ち
に
な

か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
戸
惑
い
、
驚
い
て
い
る
の
を

目
撃
し
た
の
で
す
。
後
日
、
学
生
た
ち
は
こ
の
経
験
を
、
自

分
た
ち
が
将
来
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
社
会
を
実
感
し
た
瞬
間

だ
っ
た
と
語
り
ま
し
た
。

二
つ
の
教
室
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　

私
の
大
学
教
員
と
し
て
の
軌
跡
は
、
ほ
ぼ
男
子
校
の
よ
う
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な
教
室
で
、
困
難
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の

気
づ
き
が
与
え
る
個
人
へ
の
影
響
力
の
強
さ
を
実
感
し
た
前

半
と
、
現
在
の
女
子
大
の
教
室
で
の
学
生
た
ち
の
高
い
関
心

と
知
識
を
も
と
に
、
理
解
度
と
共
感
性
の
高
い
講
義
を
行
っ

て
い
る
後
半
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
教
育
と
し
て
は
、断
然
、

女
子
大
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
を
教
育
す
る
方
が
理
論
紹
介
や
グ

ロ
ー
バ
ル
な
動
向
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
知
識
の
提
供
が
可

能
で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
、
私
が
実
感
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

理
論
と
実
践
、
あ
る
い
は
社
会
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に

埋
め
た
ら
よ
い
の
か
、
埋
め
る
た
め
の
教
育
は
ど
の
よ
う
に

あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
真
に
、

私
の
目
の
前
に
い
る
女
子
学
生
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
を
知
っ
た
１
９
８
０
年
代
、
私
は

自
分
に
降
り
か
か
る
現
象
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
を
通
し
て

み
る
こ
と
で
納
得
し
「
個
人
的
な
こ
と
は
政
治
的
」
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
代
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教

育
は
、
納
得
や
理
解
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
現
実
社
会
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
日
々
、
模
索
を
続
け
て
い

ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
１
７
３
号
（
２
０
２
４
年
11
月
発
行
）

の
記
事
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
か
ら
考
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」（
澁
谷
智
子
）
の
77
ペ
ー
ジ
に
誤
っ
た
記
述
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
当
該
記
事
】

家
事
関
連
時
間
は
専
業
主
婦
世
帯
で
も
年
を
追
う
ご
と

に
減
っ
て
い
て
、
５
年
前
の
「
平
成
28
年
社
会
生
活
基

本
調
査
」
と
比
べ
る
と
、
世
帯
あ
た
り
の
家
事
関
連
時

間
は
、
専
業
主
婦
世
帯
で
は
１
時
間
13
分
、
共
働
き
世

帯
で
は
29
分
減
っ
て
い
る
。

【
訂
正
】

妻
の
家
事
関
連
時
間
は
専
業
主
婦
世
帯
で
も
減
っ
て
い

て
、
５
年
前
の
「
平
成
28
年
社
会
生
活
基
本
調
査
」
と

比
べ
る
と
、
14
分
減
っ
て
い
る
。
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大
の
里
を
育
て
た
〈
か
に
や
旅
館
〉
物
語

著＝小林信也
四六判・並製・208 頁
定価 1980 円（税込）
集英社インターナショナル

［目次より］
序章 能生町が人・人・人で
あふれた日／第一章 相撲部
屋〈かにや旅館〉の誕生／
第二章 有望な少年たちが集
まり始めた／他

　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
世
界
に
は
、
十
代
の
少
年
た
ち
と
寝
食
を

共
に
し
、
親
代
わ
り
に
な
っ
て
力
士
を
育
て
る
「
相
撲
部
屋
」

が
い
ま
も
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
存
在
が
、
こ
の
物
語
の
舞

台
で
あ
る
〈
か
に
や
旅
館
〉
だ
。
か
つ
て
旅
館
だ
っ
た
名
残

で
い
ま
も
そ
の
名
で
呼
ん
で
い
る
。
実
体
は
、
新
潟
県
立
海

洋
高
校
相
撲
部
の
寮
。
こ
こ
に
は
プ
ロ
な
ら
「
親
方
」
と
呼

ば
れ
る
立
場
の
田
海
哲
也
総
監
督
と
、
女
将
さ
ん
の
恵
津
子

夫
人
が
い
る
。
か
に
や
旅
館
で
育
っ
た
Ｏ
Ｂ
監
督
、
東
京
か

ら
〈
か
に
や
〉
を
選
ん
で
来
た
コ
ー
チ
、
さ
ら
に
は
、
地
域

の
人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、
二
人
は
十
代
の
少
年
た
ち
の

夢
を
支
え
育
ん
で
い
る
。（
は
じ
め
に
よ
り
）

編著＝伊藤純、斎藤悦子
A5 判・並製・248 頁
定価 3080 円（税込）
ミネルヴァ書房

［目次より］
序章 生活経済を学ぶという
こと／第 1章 資本主義にお
ける生産と消費／第 2 章 家
族・世帯、ライフコース――
その変化と今後の展望／他

ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
学
ぶ
生
活
経
済
論

　

本
書
は
、
家
政
学
・
生
活
科
学
系
の
大
学
に
お
か
れ
て
き

た
「
家
庭
経
済
学
」、
や
が
て
経
済
学
系
の
大
学
に
も
広
が
っ

た
「
生
活
経
済
学
」
を
扱
う
も
の
で
す
。
本
書
の
ね
ら
い
は
、

生
活
と
は
何
か
、
人
間
労
働
力
（
人
間
活
動
力
）
の
再
生
産

が
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
社
会
・
経
済
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
生
活
の
変

化
に
対
し
、
私
た
ち
自
身
は
ど
の
よ
う
に
消
費
生
活
様
式
を

選
び
取
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う
視
点
と
生
活
経
営
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

（「
序
章 
生
活
経
済
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
」《
本
書
の
ね
ら
い
》
よ
り
）
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監修＝長沢栄治、編著＝岩
﨑えり奈、岡戸真幸
四六版・並製・272 頁
定価 2750 円（税込）
明石書店

［目次より］
はじめに／第Ⅰ部　歴史と
思想のなかの労働とイス
ラーム・ジェンダー／第Ⅱ
部　ムスリム社会の労働の
現実とジェンダー／他

労
働
の
理
念
と
現
実

　

本
書
は
、
２
部
で
構
成
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
社
会
に
お
け
る

多
様
な
「
労
働
」
の
あ
り
方
を
理
念
と
現
実
の
両
面
か
ら
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
第
Ⅰ
部
「
歴
史
と

思
想
の
な
か
の
労
働
と
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
は
理

念
と
歴
史
上
の
「
労
働
」
を
扱
う
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
に

お
い
て
「
労
働
」
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
、
ど
の
よ
う

な
意
味
を
も
っ
た
の
か
、
近
代
化
の
な
か
で
「
労
働
」
概
念

が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
現
代
の
ム
ス
リ
ム
社
会

に
お
い
て
、「
労
働
」
が
信
仰
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
Ⅱ
部
「
ム
ス
リ
ム
社
会
の
労

働
の
現
実
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
で
は
、
ム
ス
リ
ム
社
会
を
対
象

に
す
る
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
も
と

に
、
生
活
の
な
か
で
営
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
労
働
」
に
目

を
向
け
、「
労
働
」
の
意
味
を
考
察
す
る
。（
は
じ
め
に
よ
り
）

デ
ー
タ
で
み
る
県
勢
２
０
２
６

『
デ
ー
タ
で
み
る
県
勢
』
は
、
地
方
の
社
会
・
経
済
の
様
子

を
明
解
に
表
し
た
『
日
本
国
勢
図
会
』
の
地
域
統
計
版
で
す
。

第
１
部
「
府
県
の
す
が
た
」
で
は
、
各
都
道
府
県
の
概
要
を
、

主
要
デ
ー
タ
や
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で

示
す
と
と
も
に
、主
な
生
産
物
な
ど
も
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
気
に
な
る
事
項
に
関
す
る
解
説
ペ
ー
ジ
を
加
え
て
い

ま
す
。
第
２
部
「
府
県
別
統
計
」
は
、
国
土
・
人
口
、
労
働
、

産
業
、
金
融
・
財
政
、
社
会
・
文
化
な
ど
８
つ
の
章
か
ら
な

り
、
各
都
道
府
県
を
多
様
な
統
計
で
比
較
し
て
い
ま
す
。
第

３
部
「
市
町
村
統
計
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
に
つ
い
て

の
市
町
村
ラ
ン
キ
ン
グ
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
全
市
町
村
の
主

要
統
計
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
読
者
の
方
を
対

象
に
、
第
３
部
の
全
市
町
村
の
デ
ー
タ
を
一
覧
で
き
る
エ
ク

セ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
矢
野
恒
太
記
念
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
提

供
し
て
い
ま
す
。
本
書
は
電
子
書
籍
で
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

発行＝矢野恒太記念会
A5 判・並製・512 頁
定価 3300 円（税込）
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今
号
で
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、
農
業
と
福
祉
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。「
農
福
連
携
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
を
考

え
る
上
で
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。
障
が
い
者
や
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
人
た
ち
、
高
齢
者
な
ど
と
共
に
暮
ら
す
地

域
社
会
の
新
た
な
可
能
性
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
誌
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

　�

ご
意
見
、
ご
感
想
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を
８
０
０
字
前
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ま
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当
財

団
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ご
郵
送
い
た
だ
く
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dream
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に
お
送
り
下
さ
い
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�「

読
者
の
声
」
欄
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
粗

品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。 
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第6号★	 老人問題とコミュニティ　　　（65.9）
第7号	 コミュニティと青少年　　　 （65.12）
第8号	 日本人のつきあい　　　　　　（66.3）
第9号★	 家族と親族　　　　　　　　　（66.8）
第10号	 健全な子どもの育成　　　　 （66.12）
第11号★	 今日の教育を考える　　　　　（67.3）
第12号★	 レクリエーションとスポーツ　（67.4）
第13号	 健康なまち　　　　　　　　　（67.7）
第14号	 交通安全とコミュニティ　　　（68.1）
第15号	 日本人のことばと話し方　　　（68.3）
第16号	 テレビと家庭生活　　　　　　（68.5）
第17号	 家庭婦人の学習　　　　　　 （68.10）
第18号	 公共の場におけるマナー　　　（69.2）
第19号	 精神衛生　　　　　　　　　　（69.3）
第20号	 ヨーロッパを考える　　　　　（69.3）
第21号	 公衆衛生　　　　　　　　　　（70.2）
第22号	 千代田地区保健活動10年の総括

（70.3）
第23号	 創造的農業者　　　　　　　　（70.5）
第24号	 団地生活を考える　　　　　　（70.8）
第25号	 食生活を考える　　　　　　 （70.10）
第26号	 日本人の暮しと住まい　　　　（71.1）
第27号	 地方都市とコミュニティ　　　（71.4）
第28号	 わがコミュニティ　　　　　 （71.10）
第29号	 家族はこれからどうなるか　 （71.12）
第30号	 自然と人間　　　　　　　　　（72.3）
第31号	 子どもの遊び場　　　　　　　（72.5）
第32号	 コミュニティと広場　　　　　（72.7）
第33号	 乗物と人間　　　　　　　　　（72.8）
第34号	 ことわざとコミュニティ　　 （72.10）
第35号	 主婦の生活時間　　　　　　　（73.1）
第36号	 おやじの座を語る　　　　　　（73.7）
第37号	 社会と健康　　　　　　　　　（74.1）
第38号	 災害とコミュニティ　　　　　（74.5）
第39号	 日本の青年　　　　　　　　　（74.6）
第40号★	 コミュニティ─10年　　　　　（75.1）
第41号	 民話とコミュニティ　　　　　（75.2）
第42号	 余暇とコミュニティ　　　　　（75.4）
第43号	 CATV とコミュニティ　　　  （75.10）
第44号	 ゴミを語る　　　　　　　　　（76.3）
第45号	 社会福祉の国際比較　　　　　（76.6）
第46号	 親族問題の諸相　　　　　　 （76.10）
第47号	 わがまち─その財政　　　　　（77.1）
第48号	 保健・福祉とコミュニティ・オーガニ
　　　　　ゼイション　　　　　　　　　（77.3）
第49号★	 企業とコミュニティ　　　　　（77.9）
第50号	 人間の居住環境とコミュニティ

（77.11）
第51号	 身のまわりの安全　　　　　　（78.3）
第52号	 山村女性の生活変動　　　　　（78.5）

第53号	 近所づきあいのコツ　　　　 （78.10）
第54号	 手づくりの地域文化　　　　　（79.3）
第55号	 各国家族の新しい動き　　　　（79.3）
第56号	 コミュニティと土地利用　　 （79.10）
第57号	 川とコミュニティ　　　　　　（80.1）
第58号	 日本の高校生・アメリカの高校生

（80.3）
第59号	 まちづくりの実験　　　　　　（80.9）
第60号	 主婦と職業　　　　　　　　　（81.2）
第61号★	 コミュニティ・センターの評価（81.3）
第62号	 食料問題と農業のゆくえ　　 （81.10）
第63号	 コミュニティと生涯教育　　　（82.1）
第64号	 コミュニティと生活道路　　　（82.3）
第65号	 新しい地域保健をめざして　　 （82.10）
第66号	 夫の役割・妻の役割　　　　　（83.2）
第67号	 健康と食生活　　　　　　　 （83.10）
第68号	 子どもと教育　　　　　　　 （83.11）
第69号	 ことばと社会　　　　　　　　（84.3）
第70号	 商店街　　　　　　　　　　　（84.3）
第71号	 ある漁村社会の移りかわり　　（84.6）
第72号	 集合住宅　　　　　　　　　 （84.11）
第73号	 住みよい暮らし　　　　　　　（85.3）
第74号	 住区と施設　　　　　　　　　（85.8）
第75号	 昔の主婦と今の主婦　　　　 （85.11）
第76号	 東アジアの家族問題　　　　　（86.2）
第77号	 少年非行　　　　　　　　　　（86.7）
第78号	 東アジアの地域社会　　　　 （86.10）
第79号★	 町内会　　　　　　　　　　　（87.2）
第80号	 日米コミュニケーション考　   （88.2）
第81号	 三つ子の魂百まで　　　　　　（88.3）
第82号★	 ササニシキの村に生きて　　　（88.4）
第83号	 むらづくり　　　　　　　　　（88.7）
第84号	 都市化と寿命　　　　　　　 （88.11）
第85号	 国際化と日本語　　　　　　　（89.2）
第86号	 企業と地域社会　　　　　　　（89.5）
第87号	 都市とお墓　　　　　　　　　（89.8）
第88号	 退職者の暮らし　　　　　　 （89.11）
第89号	 科学と暮らし─21世紀への展望

（90.2）
第90号	 ディズニーランドのまち　　　（90.5）
第91号★	 お年寄りの人間関係　　　　　（90.8）
第92号	 地方紙の時代　　　　　　　 （90.11）
第93号	 お年寄りの使いやすい品物　　（91.2）
第94号	 日・中・韓の家族とコミュニティ（91.5）
第95号	 公共トイレを考える　　　　　（91.8）
第96号	 市民農園　　　　　　　　　 （91.11）
第97号	 現代結婚考　　　　　　　　　（92.2）
第98号	 青年会議所　　　　　　　　　（92.5）
第99号	 小学生　　　　　　　　　　　（92.8）
第100号★	日本のコミュニティ　　　　 （92.11）
第101号	 人にやさしいまちづくり　　　（93.2）
第102号	 生涯楽集　　　　　　　　　　（93.5）
第103号	 花と暮らし　　　　　　　　　（93.8）
第104号	 外国人　　　　　　　　　　 （93.11）
第105号	 超高層住宅の暮らし　　　　　（94.2）

バックナンバー	 ★印は在庫切れ （発行年月）



　湯沢雍彦（お茶の水女子大学名誉教授）

　（23）「地域を基盤とした高齢者保健医療福
祉サービスの統合のあり方に関する研究」

（2008.4）
　代表：米林喜男（新潟医療福祉大学副学長）

　（24）「高流動性社会を背景とした農村への
人口流入と新たな『場所性』の構築プロセ
スに関する研究」（2009.9）

　代表：後藤春彦（早稲田大学）

　（25）「日韓比較からみる青少年の社会化環
境」（2011.6）

　代表：渡辺秀樹（慶應義塾大学）

　（26）「地域の特性を生かした子育て支援
と保育のあり方の研究─ある地方都市の家
庭・地域環境を事例として─」（2011.7）

　代表：牧野カツコ（お茶の水女子大学）

　（27）「長寿社会の地域力と健康─高齢者と
介護者の健康に着目して─」（2012.5）

　代表：甲斐一郎（東京大学大学院）

　（28）「農村コミュニティ変貌と資源管理・
協同組織─」（2013.11）

　代表：生源寺眞一（名古屋大学大学院）

　（29）「法律婚をこえた共同性とケアの実践
─事実婚と同棲の事例からみる家族の現在
─」（2014.5）

　代表：松木洋人（東京福祉大学）

　（30）「保育・教育方針からみた保育施設の
空間・環境の計画に関する研究」（2015.11）

　代表：定行まり子（日本女子大学）

　（31）「男性の育児参加を促進する要因─育
児休業取得者へのヒアリングから見えてく
ること─」（2016.5）

　代表：石井クンツ昌子（お茶の水女子大学
大学院）

　（32）「 在 宅 家 族 介 護 者 を 支 え る 地 域 介
護支援ネットワーク醸成に関する研究」

（2017.12）
　 代表：涌井智子（東京都健康長寿医療セン

ター研究所）

　（33）「子育ち・子育ての地域援助システム
の研究─ジェネラティビティに関するイン
タビュー調査から─」（2018.4）

　代表：加藤邦子（川口短期大学）

　（34）「北アフリカにおける福祉とコミュニ
ティ─チュニジアを中心に─」（2020.1）

　代表：岩﨑えり奈（上智大学）

　（35）「『はざま』を『あいだ』に組み換える—
想像力と配慮による当事者形成のプロセス
を考える—」（2021.6）牧野篤（東京大学）

 
　（36）「就学前施設の整備プロセスにおける

課題について」（2021.10）
　代表：小池孝子（東京家政学院大学）

　（37）「園における戸外・地域活用の実態と
意識に関する調査研究─コロナ前後の変化
に注目して─」（2022.5）

　代表：宮田まり子（白梅学園大学）

　（38）「高校入学者選抜システムの地域間比
較：その教育的・社会的影響の多様な在り
方に関する社会学的研究」（2023.6）

　代表：中村高康（東京大学）

　（39）「戸外保育での『持続可能性』に向け
た実践に関する調査研究」（2024.6）

　代表：辻谷真知子（お茶の水女子大学）

　（40）「家事・育児・仕事時間のジェンダー
間格差に関する研究─在宅勤務の効果に着
目して」（2025.6）

　代表：西村純子（お茶の水女子大学）

＊市販はいたしておりませんので、ご希望の
方は当財団へ直接お申し込みください（送
料実費）。

  



「調査研究報告書」　頒価 2,000 円
　（1）「 浦 安 市 舞 浜 地 域 開 発 の 影 響 調 査 」
（1989.6）

　浦安地域環境研究会（代表：米林喜男）

★（2）「都市化と寿命に関する研究─東京都
と大阪府の比較を中心に─」（1989）

　保健医療社会学研究会（代表：園田恭一）

★（3）「高齢者居住施設の改善方策に関する
検討」（1992.8）

　林千代（淑徳短期大学）

★（4）「高齢者が快適に暮らせる社会施設の
条件の調査研究」（1992.11）

　商品科学研究所（代表：三枝佐枝子）

　（5）「日本人口の高齢化とその要因の変化
─国勢調査結果を中心として─」（1994.5）

　山口喜一（東京家政学院大学）

★（6）育児書内容の国際比較分析─日米英仏
中五ヶ国の育児観─（1994.6）

　代表：加藤恭子（上智大学）

★（7）「首都圏におけるマンションライフ─
その快適な住まい方を探る─」（1995.10）

　商品科学研究所（代表：藤原房子）

　（8）「『日本におけるハビタット学会』の経
過と『国際都市理論の展開』」（1996.3）

　磯村英一（日本ハビタット学会会長）

　（9）「戦時女高師卒業者のライフコース─
教育と戦争の影響を中心に─」（1996.3）

　湯沢雍彦（お茶の水女子大学）他

　（10）「シニア男性のカジュアルウェアの
調査研究─若く活動的に過ごすために─」

（1996.9）
　商品科学研究所（代表：藤原房子）

　（11）「中山道上州路の庶民信仰と地域社会」
（1996.9）

　代表：谷沢明（愛知淑徳大学）

　（12）「生涯スポーツの選好に関する研究─
コミュニティと運動文化およびライフコー

スにおける運動選択に関する調査研究報告
書─」（1996.10）

　代表：伊藤滋（㈱プレジャー研究所代表取
締役）

　（13）「 第 2 回 ハ ビ タ ッ ト 会 議 レ ポ ー ト
（1996 年 6 月 イスタンブール）」（1996.11）

　磯村英一編（日本ハビタット学会会長）

　（14）「 ア メ リ カ に お け る エ イ ジ ン グ に
ともなう諸問題─第一部　意識調査─」

（1996.11）
　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ

講師）

　（15）「アメリカにおけるエイジングにとも
なう諸問題─第二部　経済状態と健康度か
らみた住居選択の巾について─」（1997.5）

　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ
講師）

★（16）「食卓の風景─食事マナーの国際比
較─」（1997.8）

　加藤恭子（上智大学コミュニティカレッジ
講師他）／比企寿美子（エッセイスト）

★（17）「地域社会におけるマナー意識とマ
ナー行動の研究」（1998.10）

　代表：牧野カツコ（お茶の水女子大学）

　（18）「養子・里親斡旋問題の再検討と改革
の提言」（1999.3）

　代表：湯沢雍彦（郡山女子大学）

　（19）「新潟県における大学＝地域交流─国
立と私立の比較分析─」（2000.7）

　代表：天野郁夫（国立学校財務センター）

　（20）「ボランティア活動と新しいコミュニ
ティ形成の日米比較」（2000.12）

　代表：園田恭一（東洋大学）

　（21）「補助金とコミュニティ」（2002.3）
　加藤秀俊（国際交流基金日本語国際センター

所長）

　（22）「家族のゆくえ─むかし・いま・これ
から─」（2008.3）

■ 出版物のご案内	 ★印は在庫切れ
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